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この報告書に掲載されている講演等の内容は国際シンポジウム開催時点〔２０２４年（令和６）年３月２日〕に
おけるものです。
印(†)がついている用語は、巻末５４～５５ページに解説を掲載しています。
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

໠ࡊ ว౜
福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターは、2011（平ถ23）年６月ׇり、福島ମ発事

୆後の県民のॉ֔まの健康ב長ৼ֪׎た֢֥ଣ೙׊た׀、福島県֊らの委༛ב೥֥֐「県民健康調

査」ב実౮し֥おります。

当センターは、本調査ב࿪โ֪実౮す֪֧֒׊इև、調査ׇ֪֢֥ၜら׋たถऐ֩֨ב県民のॉ֔

ま֪৔ଭす֧֒׊がഓጅ֩฽務֧ணև֥おり、ௗ後の健康֤くり֪ዂ立֥֥いた֟くた֪׀、֜の

時yの福島֪お׊֐ड༎֪஽֚׎たテー֦ؓቚ年国際シンポジウムב開催し֥おります。၍時֪、国

内外の๔኷ऌ֊ら৘連ፚ֪ࡰお׊֐新た֩ཐଣב学ֲ、国際社会֪福島の復興のଵඡבཐ֢֥い

た֟くׁ֧֒本シンポジウムの大֌֩ዂআ֧֢֥֩います。

༌６षኬ֧֩׊ௗषは、「県民健康調査」֊らၜら׋たถऐ့ྫྷבし֥、ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電

፛福島༌一ମ子፛発電所事୆の影響׃復興のଵඡ့ב国内外のׇり໣くのሑy֪理शし֥いた֟

福島֧し֥開催しました。シンポジウムבテライト会඘ת、ဪੜבօ、ഷのಀみ֧し֥ؖイン会඘ׇ׊֐

の前ᄖ֦は調査開ౡ֊らの１２年間֦ၜら׋た科学࿨ཐଣ့֪֣い֥௻新のග報ׁ৞֥׀当センタ

ーの教員がൾऴしました。後ᄖ֦は、学外の๔኷ऌׁ୪և֥、ၜら׋たཐଣ့֨בօঊ֊す֊֧いօ

৑࿾֊ら、ଵఓ೘りຎ֦גい׊研究׃ঊ၌֪֣い֥、ௗ後の࿶ሰׁ၃まև֥発ᅳ・၀議しました。ま

た、ৰ調஬֧࣏し֥、国際ମ子፛機৘（IAEA）のؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋ମ子፛科学・ࣤዿ局؇ؚーؓ

ンؠ؍スᆪ長が、国際機৘֧の連携֥֗ྫྷבၜた福島֊らの教ો֪֣い֥発ᅳしました。

開催当႘は、主催ೄב༉ᅳし֥ཟႱऀ誠一理事長଍学長が֓࠯ఴב෇しඑ֑、໗い֥、内ቋ雅የ

福島県ཐ事֊ら本シンポジウムַのৼ໸ב௔׀たおସጃב಄りました。会඘֧オンライン஽֥֚׎ዃ

180኎のሑ֪֓ౄइいた֟くׁ֧֧֪、国内外֊らおആまりいた֟いた１０኎の๔኷ऌׇ֪り、஬׃࣏

ௗ後ב࿶ሰす׊ঊ発֩議Ꭺが行׋׎、มੳのօ֪֠ᇘቝしました。

本書は、シンポジウム当႘の発ᅳ׃議Ꭺの内容בጅዃし֥֓ൾऴすׁ׊の֦ցり、౸ኜのဒ஽එ、

෨ᅳ֩֨のスライドב෾࿾֪஠֢֥ૡ載し֥おります。֔ら֪ඈしい内容בおཐり֪֩りたい඘஽は、

当センターؐーム؏ージ֪発ᅳスライド׃調査のଅऐඈ఍֩֨ב公開し֥おりますの֦、ᇏ֥֚֓ጥ

いた֟ஂ֯׋֐い֦す。

ଅֲ֪、本書の作ถ֪当たり֓協፛いた֟֌ましたシンポジストבౡ֧׀す׊৘૒ೄのॉ֔ま֪୴

く୞፵෇しඑ֑ますׁ֧֧֪、本書が「県民健康調査」֪໴す׊理शבෆ׊׀一助֧֩り、時間の૪थ

ׇ֪り໣ዻँす؀׊ー֥֪֗ࣤׯ、本調査のఓりሑב議Ꭺす׊た׀のৰຉಃፍ֧し֥ঊዿ֧֔֒׊׋

。ఴ֧֥֚֔いた֟֌ます࠯ਅႪし֥、঩行֪ցた֢֥のב

。಄りますׇօお৪い෇しඑ֑ますב֌໗֌、県民健康調査ַの֓理श֧֓協፛ࢂ

ே఑ؒب׬ジؕכሇெി֭঩ப֪ց֢֥֞
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ཟႱऀ วࡴ
福島県立医科大学理事長଍学長

本年はྫましいఆ֦॔ቝב開֐ました。令和６年Ⴗဎᄖ島地ූׇ֪りሦく֩ら׋たሑy֪ෆく࠭ဧ

のב࡝ᅳしますׁ֧֧֪、ᅇఆ֔׋たॉዻ֪໴し心֊らおଣᆧいב෇しඑ֑ます。ᅇఆ地のዻ子は、

ဪ႘本大ූఆ֪お׊֐ᅇ॔のዻ子ב౩いഞ֚֔、౶た֠の૪ଫ֧ཐଣב広くฌै֪੢ዛす׊ᅢጅต

֧฽務֥׀ू、ב੫くশ֥֗おります。

֥֔、２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪ցたり、֓࠯ఴ෇しඑ֑ます。は֪֗׀、

ဪ႘本大ූఆ֧ဪੜ電፛福島༌一ମ子፛発電所事୆֊らまׁ֩く１㕳年ב૸և׊中、県民健康調査

の実౮、֪ࢪࢥցたり、໣くのॉዻ֪、໣大֩֓׊୴ග֧֓౫援ב಄りました֧֒ב、֒の඘בおೊりし

まし֥୴く୞፵෇しඑ֑ます。６षኬב૸և׊ௗषのシンポジウムは、福島会඘֧஽֥֚׎、ഷ֥׀ဪ

ੜؖבイン会඘֧し֥開催す֧֧֒׊いたしました。国内外֊ら֒׋まׁ֦֪ໃし֥໣くのॉዻ֪֓ౄ

इבいた֟֌、誠֪ցりが֧օ֓֕います。

ූఆ後、本学は福島の復興ב健康֧医療のኜ֊ら౫ևב֧֒׊い֠ວく๓ସいたしました。֜し֥、

教育、研究、医療֧いօ医科大学֧し֥の本጖のౚ኏֪इև、県民の健康のଣ೙り֧いօ፾ౝ࿨ౚ኏

らのౚ׋֒、Ỿ進し֥֌たの֦す。本学֪֧֢֥ූఆ後の１㕳年間は֥֐ಛら֪डし、֜のর෵֪୶ב

኏ב、ׇりஸい಑ଭ֦༥ถす׊た׀の新た֩ྉ๗֧ಀ行బ୥の連໗֦した。֜し֥、์ሰ࿨֧いև׊

環境の中֦、મྞ֪、く֧֗֩֒׊֐く೘りຎ֦ג֌た復興ַのցらׅ׊ဖ፛、ཐଣ、૪ଫב、いׇい

ׇ৵ሰ׃ኄ֪ᇥև֥、൙጖ฌ༉ౖ֪し֥いくステージב૸և֥います。

本႘のシンポジウム֦は、ቴ຃ዛのᆷ஽ఆ॔֊ら復興のथ࿘֦ၜら׋た૪ଫ֧ཐଣב໲૩ँし、

ᆗᇫँし、人፬๺໲の੢ዛཐ֧しׇօ֧す׊౽࿾֦構ถ֥֔׋おります。国内外֊ら֓ౄइいた֟֌

ました研究ೄのॉዻ֪は、֜׋֝׋の๔኷࿨֩お立඘֊らঊ発֩議Ꭺ֧֓࡝ଣב಄ஂ֯׋い֦す。

本シンポジウムが、本႘֓ౄइのॉዻ֪֧֢֥ዛ࡝ਟ֩඘֧֩ります֧֒בਅႪし、開会の࠯ఴ֧

いたします。

೗௹ೄ࠯ఴ
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೗௹ೄ࠯ఴ

ၾቋ ऱየ
福島県ཐ事

ॉ֪֔֠ג֒、גは。福島県ཐ事の内ቋ雅የ֦す。

２０２４年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪当たり、୞࠯ఴב෇しඑ֑

ます。

本႘は、国内外֊ら໣くのॉ֪֔ג୞ౄइྚב֌、誠֪ցりが֧օ֓֕います。

また、ॉ֔גの֒׋ま֦の研究ঊ၌֪ෆく敬ב࡝ᅳしますׁ֧֧֪、႘௖֊ら福島の復興֪६ᇠの

୞理श、୞౫援ྚבい֥おります֧֪֒、ू֥׀୴く୞፵ב෇しඑ֑ます。

福島県֦は、ဪੜ電፛福島༌一ମ子፛発電所の事୆ב၃まև、県民のॉ֔גの൙጖֪׎た׊健康

のࡥಏ・ໃ進ב෨׊た֪׀、福島県立医科大学の୞協፛のऀ、県民健康調査ב行֢֥おります。

ମ発事୆֊ら間ׁ֩く１㕳年が૪थבす׊中、਋ࣵのᆭँׁ֧֧֪、ᆭᅴの固࿊ँがଖႪ֥֔׋お

り、国内外のॉ֪֔ג、「福島のௗ」ב正しく理शし֥いた֟くた֪׀は、県民健康調査のถऐ֩֨、科

学࿨֩௠੐֪ৰ֤いたᇀ֊り׃すいග報ב૫໗し֥発මし、放射線֪໴す׊正しい理शבஏ֪広֑

֥いくᅢጅがցります。

֒օした中֦行׊׋׎本႘のシンポジウムは、ഷ֥׀のೣဒ଑開催֧֩ります。֒׋ま֦೘りຎג

֦֌た県民健康調査בවりᇪり、本県の૪ଫ׃調査ྫྷבし֥ၜら׋た科学࿨ཐଣב੢ዛし、議Ꭺב

ෆ֦֧֒׊׀、௻新のග報が֒のဪੜ֊ら国内外֪広く発මׁ֔׊׋の֧ৼ໸し֥おります。

県֧いたしまし֥は、ௗ後ׁ、福島県立医科大学֧ગቹ֪連携ב෨り֩がら、県民健康調査בౡ׀、

県民のॉ֔גの安๺・安心の॰保֪、し֢֊り֧೘りຎ֦גまいります。ॉ֪֔גお֊׋まし֥は、ሟ

ᆏ֩૪ଫ֧ཐಡׁ֥֢ב、ׇり一ພのお፛࿸ևב಄りますׇօお৪い෇しඑ֑ます。

ଅֲ֪、本シンポジウムが実り໣いׁの֧֩ります֧֒、֔ら֪は、オンライン֦୞ౄइのሑׁ৞׀、

本႘୞ౄइいた֟い֥い׊ॉ֔גのますますの୞健്、୞ঊ዆ב心֊らおਅり෇しඑ֑、࠯ఴ֧い

たします。

ᆵဥଡཐಈ࠯ఴ
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ب؜׬פ׵آトبי
௶ྙ

大戸 斉 OHTO Hitoshi

福島県立医科大学 副学長

၍放射線医学県民健康管理センター ຳউ

副センター長�健康調査ৰ本ᆪ኷長

1977（൨和52）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1984

（൨和59）年 医学博士(ဪੜ大学)、1987（൨和62）年 福

島県立医科大学助教೨、1994（平ถ６）年 ᇌᆪ省ఓ外研究

員（؀ؠמ؊؟נア大学תン؊ランシスר஑）、2000（平ถ12）

年 福島県立医科大学教೨。2010�2014（平ถ22⿤26）

年 ၍大医学ᆪ長、2013�（平ถ25⿤）年 ၍大副学長。֒

の間、႘本ዐଆ・఍መ治療学会理事長（2007�2011（平ถ

19⿤23）年）、また2003（平ถ15）年 福島医学会ඊ、2010

（平ถ22）年 ႘本ዐଆ఍መ治療学会ဪሾዐଆ医学ඊ、

2016（平ถ28）年 ႘本ዐଆ఍መ治療学会村එ਋Ⴊඊ、

2023（令和㕵）年 ൨和࿵ச਋Ⴊ学術ඊב೥ඊ。

஬࣏
安村 誠司 YASUMURA Seiji

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）

଍ 副学長（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公೾ࢸ生学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

1984（൨和㕵㕹）年 ౅૛大学医学ᆪ໘業、1989（平ถଭ）年

၍大学院博士ड࿘ೲፇ（医学博士）した。 1998（平ถ 10）

年֪ဪੜဒᎡ人ຳ஽研究所ࢼ学ᆪ֪ཧ႞し、౅૛大学医学

ᆪ公೾ࢸ生学஬௶஬師、助教೨ב૪֥、2000（平ถ 12）年

福島県立医科大学医学ᆪ公೾ࢸ生学஬௶教೨֪ཧ႞した。

2011（平ถ 23）年６月 ၍大放射線医学県民健康管理セン

ター副センター長（⿤2015（平ถ２７）年）ב፾႞した。2017

（平ถ 29）年 ၍大理事（教育・研究）଍副学長（学務༶当）、

2020（令和２）年 ၍大理事（県民健康・新学ᆪ）଍副学長

（県民健康）、2021（令和㕳）年 ၍大理事（県民健康・保健科

学ᆪ）଍副学長（県民健康）֧֢֩た。2023（令和㕵）年６月

22 ႘ׇり、放射線医学県民健康管理センター長֪֩り、ଵఓ

。׊౼֪

県民健康調査の،آトרーؠᎪᇌ“Study Protocol for

the Fukushima Health Management Survey”

(Journal of Epidemiology, 2012) また、調査のถ、ב

ऐ 、 ௗ 後 の ሑ ୶ ต ֪ ֣ い ֥ “Achievements and

Current Status of the Fukushima Health

Management Survey” (Journal of Epidemiology,

2022) 。಩ᅤしたב ֔ら֪ 、 “Public Health in a

Nuclear Disaster Message from Fukushima”

(Hiroshima University Press, 2016, Yasumura &

Kamiya, Co-editor) 。ഞᄟしたב

1996（平ถ㕸）年 ႘本公೾ࢸ生学会ൕ፱ඊב೥ඊした。

2017⿤2022（平ถ29⿤令和４）年 ႘本学術会議会員。

2023（令和㕵）年㕹月֊ら、ท府の新૙イン؊םؠンザ့໴

ప෮進会議委員（議長༉理）。

㕱ب؜׬ッװ
௶ྙ

志村 浩己 SHIMURA Hiroki

福島県立医科大学 副理事

၍医学ᆪ 臨床検査医学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 副セ

ンター長

1986（൨和61）年 ౅ጪ医科大学医学ᆪ໘業、1991（平ถ㕳）

年 ౅ጪ医科大学大学院ೲፇ（内ᇀᄿ・༉೅学๔஌）。1991

⿤1994（平ถ㕳⿤６）年 ᇚ国国立ࢸ生研究所֪ጽ学。਀国

後、౅ጪ医科大学༌ూ内科֪所໔し、内ᇀᄿ༉೅ರ঵の教

育・診療֧ஙඡ๩学の研究֪ഌ事。2013（平ถ２㕵）年 福島

県立医科大学医学ᆪ臨床検査医学஬௶主႞教೨֪೰႞。೰

႞֧၍時֪放射線医学県民健康管理センター内の副室長֧

し֥ஙඡ๩検査ׁ֪ഌ事。2018（平ถ㕳０）年ׇり၍センター

ஙඡ๩検査ᆪ኷長、2023（令和㕵）年ׇり၍副センター長֪

೰႞。

大平 哲也 OHIRA Tetsuya

福島県立医科大学 医学ᆪ ௶学஬ࢼ 主႞

教೨

၍放射線医学県民健康管理センター健康調

査౫援ᆪ኷長

1990（平ถ２）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、ຳ஽会津

中央病院ཕଣ਋Ⴊ心ි医学センター、ᆃ൪医科大学ᆣ໔病

院༌二内科、੢立ਤ川ຳ஽病院（ଵ・ਤ川市立ຳ஽病院）内

科֪֥内科医、心療内科医֧し֥ઌ務後、1995（平ถ７）年

འჂ大学大学院医学研究科環境生໺૩ႚ学、1999（平ถ

11）年 ၍ೲፇ、博士（医学）೘ၜ。2000（平ถ１２）年 大ఙ

府立ถ人病センターആ団検診༌一ᆪ診療主႞、2001（平ถ

13）年 大ఙ府立健康科学センター健康開発ᆪ医長、2004

⿤2006（平ถ 16⿤18）年 ᇚ国ؔネײタ大学ࢼ学・社会健康

学ᆪ኷研究員ב૪֥、2006（平ถ１㕸）年ׇり大ఙ大学大学

院医学૩研究科公೾ࢸ生学教室֪ཧ႞（医学ᆪ஬師）。

2008（平ถ２０）年 ၍ന教೨。2013（平ถ２㕵）年 福島県

立医科大学放射線医学県民健康管理センターࢼ学ᆪ኷教೨、

2013（平ถ２㕵）年 ၍医学ᆪࢼ学஬௶主႞教೨、ଵఓ֪౼

၍放射線医学県民健康管理センター健康調査౫援ᆪ኷。׊

長、၍健康ໃ進センター副センター長ב଍務。

1-1 ஬࣏
石川 徹夫 ISHIKAWA Tetsuo

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ

学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本

調査・線量ᅴअ室長

2013（平ถ25）年㕸月֪、福島県立医科大学医学ᆪ放射線

ᆾ理ँ学஬௶の教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼׊。ဪੜ大学୿学ᆪ

年֪໘業。֜の後、放射線医学ຳ஽研究所（平ถଭ）1989ב

֪֥、環境放射線・放射Ⴗ໐࿊おֲׇ線量ᅴअ֪20年ࡒඑ

携֢׎た。2000（平ถ12）年֪広島大学֦博士（医学）ב೘

ၜした。

ဎཇೄ،ט؊آーࡴؠጥӡဎཇവӢ
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1-2 ஬࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ

学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

๩検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ౅ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士೘ၜ。2004⿤

2007（平ถ１６⿤19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊׶

ー、2005⿤2007（平ถ１７⿤19）年آ ႘本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員଍႞。2008（平ถ２０）年 ౅ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、౅ጪ大学大学院ຳ஽研究ᆪ༌㕳内科ന教೨。

2022（令和４）年㕵月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ๩内

ᇀᄿ学஬௶ 主႞教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼׊。

1-3 ஬࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉೅内科学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ੃大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנט׼センター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ੃大学医学ᆪᆣ໔病院 ஬師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心໅ଆ管病໺医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病໺・治療研

究ᇀኾ長（଍務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉೅内科学஬௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊ೺ষ病・ቯตෟ໅病（CKD）஬

௶ 教೨（଍務）、2021（令和㕳）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (଍務)、2021（令

和㕳）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊ೺ষ病治療学஬௶ 教೨ (଍務)。

1-4 ஬࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室׌֒֒ 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士஼೘ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ਽኏

਽਼センター(看護師)֪֩֨ഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中֪ဪ႘本大ූఆが਍֒り、৤೚県大ྨྎ֦実౮

した๺国の保健師ׇ֪׊๺戸ሞኴの健康調査֪৘׊׎。౫

援のた׀の調査֪੢শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター の健康ဗ・生׌֒֒

ঊ೺ষ֪৘す׊調査౫援室(助೚)֪ཧ႞。助教・஬師ב૪֥、

2023（令和㕵）年 ၍センター副室長֪೰႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧し֥、福島県ࡓ༥市֦夫

֧ໍ子ׁؙ֧֧֪ף・૶・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛ੉ಛ໑בኬ౪

したႺ2023。ࢪࢥבࣆ（令和㕵）年 地ࡰの࿿ျᇌँ׃「ଅ」

֪༉ᅳ֔׊׋人֧人֧のዛ機࿨֣֩֩がり、ිઝ֩ጰ౅のಛ

๹֧の੢生ב実๯֊֣保護בኬ࿨֧した႞࡝団໲「ࡓ༥のጰ

౅ᇌँב೙׊会」ב発໑。

1-5 ஬࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士೘ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ஽೮

産ৼሀ子医療センター஬師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学஬௶ב଍務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධ֦ց׊福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学஬௶主႞教೨֪೰႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（㕳年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセア؀ア

産婦人科学会Young Scientist Awardב೥ඊ。

ৰྔ஬࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

஌）、2003（平ถ15）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 ႘本医学放射線学会 放射線治療๔኷医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ჉大学大学院）、2010⿤2011

（平ถ２２⿤23）年 国際ମ子፛機৘רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ჉大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター஬師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学஬௶ ന教೨、2021（令和㕳）

年 ၍大 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン学஬௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査֪おい֥は、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン室長֧し֥、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨ב༶当。

ৰྔ஬࣏
ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ

ዿ局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、放射線ೠᩭ学֪おい֥㕳０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫבዛし、๔኷は前立๩が֧ג൯ँ৯

がג治療֦ց׊。໢の৘連ᇀኾ֪は、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安๺ต、また६௭֧໣ዻตのኴ༎֪໴ശす

ま֦֪国連の子਺ῼ׋֒。׊׋の新た֩शଂపが৞ま׀た׊

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ
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1-2 ஬࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ

学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

๩検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ౅ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士೘ၜ。2004⿤

2007（平ถ１６⿤19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊׶

ー、2005⿤2007（平ถ１７⿤19）年آ ႘本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員଍႞。2008（平ถ２０）年 ౅ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、౅ጪ大学大学院ຳ஽研究ᆪ༌㕳内科ന教೨。

2022（令和４）年㕵月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ๩内

ᇀᄿ学஬௶ 主႞教೨֪ཧ႞、ଵఓ֪౼׊。

1-3 ஬࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉೅内科学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ੃大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנט׼センター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ੃大学医学ᆪᆣ໔病院 ஬師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心໅ଆ管病໺医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病໺・治療研

究ᇀኾ長（଍務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉೅内科学஬௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊ೺ষ病・ቯตෟ໅病（CKD）஬

௶ 教೨（଍務）、2021（令和㕳）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (଍務)、2021（令

和㕳）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊ೺ষ病治療学஬௶ 教೨ (଍務)。

1-4 ஬࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室׌֒֒ 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士஼೘ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ਽኏

਽਼センター(看護師)֪֩֨ഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中֪ဪ႘本大ූఆが਍֒り、৤೚県大ྨྎ֦実౮

した๺国の保健師ׇ֪׊๺戸ሞኴの健康調査֪৘׊׎。౫

援のた׀の調査֪੢শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター の健康ဗ・生׌֒֒

ঊ೺ষ֪৘す׊調査౫援室(助೚)֪ཧ႞。助教・஬師ב૪֥、

2023（令和㕵）年 ၍センター副室長֪೰႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧し֥、福島県ࡓ༥市֦夫

֧ໍ子ׁؙ֧֧֪ף・૶・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛ੉ಛ໑בኬ౪

したႺ2023。ࢪࢥבࣆ（令和㕵）年 地ࡰの࿿ျᇌँ׃「ଅ」

֪༉ᅳ֔׊׋人֧人֧のዛ機࿨֣֩֩がり、ිઝ֩ጰ౅のಛ

๹֧の੢生ב実๯֊֣保護בኬ࿨֧した႞࡝団໲「ࡓ༥のጰ

౅ᇌँב೙׊会」ב発໑。

1-5 ஬࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士೘ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ஽೮

産ৼሀ子医療センター஬師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学஬௶ב଍務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධ֦ց׊福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学஬௶主႞教೨֪೰႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（㕳年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセア؀ア

産婦人科学会Young Scientist Awardב೥ඊ。

ৰྔ஬࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

஌）、2003（平ถ15）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 ႘本医学放射線学会 放射線治療๔኷医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ჉大学大学院）、2010⿤2011

（平ถ２２⿤23）年 国際ମ子፛機৘רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ჉大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター஬師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学஬௶ ന教೨、2021（令和㕳）

年 ၍大 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン学஬௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査֪おい֥は、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン室長֧し֥、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨ב༶当。

ৰྔ஬࣏
ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ

ዿ局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、放射線ೠᩭ学֪おい֥㕳０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫבዛし、๔኷は前立๩が֧ג൯ँ৯

がג治療֦ց׊。໢の৘連ᇀኾ֪は、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安๺ต、また६௭֧໣ዻตのኴ༎֪໴ശす

ま֦֪国連の子਺ῼ׋֒。׊׋の新た֩शଂపが৞ま׀た׊

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ

ᩭ学֪お׊֐医療事業ျ஽（IHE-RO）૱ब委員会֩֨、֔

ま֕ま֩国内外の委員会のؖンバー׃委員長ב務׀た。また、

႘本、アジア、؝ーآッ؆֦の IAEA の STS（科学技術・社

会）،آジפלトの開発֧実౮ב主၏し、放射線の؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン֪৘す׊医師教育֪஭ଝした。ଵఓ、IAEA֦

の「Rays of Hope」ב੢၍֦主၏し、ฌै२地の੐࿾౮็

たଵ඘౫援、研究・技術ॹ新、ಏ໗ईႷ֩放射線治療֗ྫྷב

ַのアפセス୶එבኬ౪し֥い׊。थੌ֪は、बໂ診断֧७

医学֪৘す׊ Lancet Oncology 委員会報告書ב、ଵఓは

放射線治療֧セラノステפטス֪৘す׊ Lancet 委員会の੢

၍؟ー׵ーב務֥׀い׊。ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、Ⴈ心֩஬

。׊発ᅳし֥いבスト֦ցり、෾໣くのᎪᇌ؟ೄ、؆ネ࣏

IAEA ᆡ႞前は、ᇚ国؟פー؋ランド・؀؟פッפの൯ँ৯放

射線ೠᩭ学ᆪ長、ケース・ウלスタン大学ラー׿ー医学ᆪ教

೨ב፾႞。ノー؎ؠඊ೥ඊೄアンドؚ؟ー・シؘ؟ー博士の研

究室֧協፛し、新しい GHRH-᝟உ薬֧放射線のະୗ作ዿ֪

֣い֥研究す֨֩׊した。ᇚ国放射線学会（ACR）おֲׇᇚ

国放射線ೠᩭ学会（ASTRO）の؊آלー֦ցり、「Best

Doctors in America」の؟スト֪ૡ載֔׋、また、؏ンシؠ

バ؀ア大学ס؟פーؓンඊ、ESTRO ኎ዮ会員ඊׁ೥ඊし֥

い׊。

㕲ب؜׬ッװ
௶ྙ

坪倉 正治 TSUBOKURA Masaharu

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線健康管

理学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健

康؀ؚؔרケーシ؜ン室長

2006（平ถ18）年㕳月֪ဪੜ大学医学ᆪב໘業した後、๑

ጃ県・ဒ内の病院֪֥ଆࢻ内科医֧し֥ઌ務。2011（平ถ

23）年㕳月のဪ႘本大ූఆ発生ࡒவ、ႊະ჉市立ຳ஽病

院・ະ჉中央病院・ֱらた中央病院ב੐࿾֪主֪ؐー׼ؑؠ

医療౫׊中心֧すבዿいた内ᆪᅇ֯く検査בウンターנーט

援֪ഌ事。診療ב行օሧら、放射線֪৘す׊૱໐׃ᅇ֯くב

心ვす׊ᅇఆೄの健康ະཎ、福島県おֲׇ市ྎ村の放射線

໴పׁ֪৘֥֢׎い2020。׊（令和２）年６月ׇり福島県立

医科大学放射線健康管理学஬௶主႞教೨、放射線医学県

民健康管理センター健康؀ؚؔרケーシ؜ン室長。

෯木 理૝ MIZUKI Rie

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室׌֒֒ ஬

師

ᇚ国ؑストンנレッジ֪֥נウンセ؟ンץ心理学ೲ士஼、ஙႊ

大学֪֥ᇌ学博士஼ב೘ၜ。ಋၔጊ護౮็֪֥、心理ධ֧し

֥心理࿨治療ב行օሧら、ဪ႘本大ූఆのᅇఆ地ؐרート調

査֪ౄइし、10年֪׎たり৤೚県、਺඗県、福島県֦ᅇఆし

た子ׁ֧֨ጊ育ೄב໴ඉ֪ኜไב実౮。2017（平ถ29）年４

月ׇり福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

ઌ務。

2-1 ஬࣏
内౅ ဎਈ夫 UCHIYAMA Tokio

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

1983（൨和58）年㕳月 വ࿵၎大学医学ᆪ໘業後、၍大医

学ᆪ精神医学஬௶ႚ局。1987（൨和62）年ׇりവ࿵၎ࣁ谷

精神医学研究所ᆣ໔病院֪ઌ務。1988（൨和63）年 ဒ立

კケ丘病院精神科֪ಋၔ精神科医֧し֥ઌ務ב開ౡ。1994

（平ถ６）年 ノースآנライ׿大学医学ᆪ精神科ᆪ֪ጽ学。

1997（平ถ㕹）年ׇりཀྵྎ༊発༥ඏ॔診療所֪ઌ務し、ࢷ国

The Centre for Social Communication Disorders

（ଵLorna Wing Centre）ַጽ学。1999（平ถ11）年 大௾

൅子大学ઌ務（2009（平ถ21）年༄ධ）、ጐ年ׇ֒はま発༥

開็。2009（平ถ21）年֪福島大学人間ᇌँ発בפ؀ッ؟פ

༥学፬教೨֪೰႞（2016（平ถ28）年ׇり子ׁ֨のؖンタؠ

。（ス౫援事業෮進室ਰ員教೨、2022（令和４）年༄႞ؠ؍

ဪ႘本大ූఆྞ後֊ら発༥ඏ॔の子ׁ֨た֠の౫援֧研究

ঊ၌ב໗2013、֐（平ถ25）年４月ׇり福島県立医科大学

会津医療センターၟ႞教೨（2022（令和４）年㕳月ま֦）、

2016（平ถ28）年10月ׇりࢷ国バース大学心理学科ࣤዿ

ಛᇘ൵研究センター（Centre for Applied Autism 

ResearchӱCAAR）኎ዮ研究員೰႞。2022（令和４）年ׇ

り福島学院大学心理福祉学ᆪ教೨、2023（令和㕵）年ׇり၍

大副学長。

2-2 ஬࣏
ᇦ平 ൹໋ KATAHIRA Yoshinori

一般社団法人 ふくしま連携復興センター

理事଍事務局長

1981（൨和56）年 中央大学法学ᆪ໘業、1982（൨和57）

年 福島県ධ員֪ంዿ。保健環境ᆪ、ဘ木ᆪ、ຳ務ᆪ、教育

庁့の業務֪ഌ事。ဪ႘本大ූఆ時はഞႶ局主঴、2012

（平ถ24）年 ཐ事ྞএ県民広ྐ室長、2015（平ถ27）年

ຳ務ᆪධ員業務ड長ב፾႞し、2017（平ถ29）年 福島県

༄ධ。2018（平ถ30）年ב 一般社団法人ふくしま連携復興

センター֪ႚධし、広ࡰᅊႍೄ౫援׶ーム؟ー׵ー֧し֥広

ᅊႍೄ౫援業務֪ഌ事。2021（令和㕳）年ࡰ 一般社団法人

ふくしま連携復興センター理事。2022（令和４）年ׇり一般社

団法人ふくしま連携復興センター理事଍事務局長。

2-3 ஬࣏
田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

（ጸ፾は p６ৰ調஬࣏ ௶長のጡבౄ൴の֧֒。）
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ຳ஽౜व
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学஬ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؀؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）֦医

師ኘ੔֧医学博士஼ב೘ၜ後、၍؀؟פッ֪פ病理学֧ዐଆ

学๔኷の研ೲ医֧し֥ઌ務。֜の後、アؖנ؟฾ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンター֪ઌ務し、၍時֪ؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨֪೰႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפת؀アೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいׇ֪り၍センターの副医長֪೰႞し、֜の後、

オーストラ؟ア฾ഋಌ社ଆתࢻービスのジ؜アン・؉ンפ博士

のൾऴ֦๺ு医学教育،ץآラムの฽႞ೄ֧し֥ంዿ֔׋、

ዐଆ学๔኷ऌ֧し֥פイーンׯランドೱ֪ઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学஬௶の大戸斉教೨（当時）֪ൣַい֔׋、၍஬௶஬師

֪ཧ႞、၍஬௶ന教೨ב૪֥、 （平ถ ）年 ၍஬௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨֪೰႞。ဪ႘本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕב೥ׁ׊֐福島ౖ֪り、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌֪ഌ事。 （令和２）年֪は႘本のࢰ

ഉଚׁ೘ၜし、ௗ後ׁ福島県の長ৼ࿨復興֪協፛し֥い֌た

い֧ணև֥い׊。

௶ྙӱ་୅ ฮӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

զଡኁଌஅྔ௮է๺໲ॗጅ

໠ࡊ ว౜ӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

ب؜׬פ׵آ׽بי
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ຳ஽౜व
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学஬ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؀؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）֦医

師ኘ੔֧医学博士஼ב೘ၜ後、၍؀؟פッ֪פ病理学֧ዐଆ

学๔኷の研ೲ医֧し֥ઌ務。֜の後、アؖנ؟฾ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンター֪ઌ務し、၍時֪ؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨֪೰႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפת؀アೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいׇ֪り၍センターの副医長֪೰႞し、֜の後、

オーストラ؟ア฾ഋಌ社ଆתࢻービスのジ؜アン・؉ンפ博士

のൾऴ֦๺ு医学教育،ץآラムの฽႞ೄ֧し֥ంዿ֔׋、

ዐଆ学๔኷ऌ֧し֥פイーンׯランドೱ֪ઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学஬௶の大戸斉教೨（当時）֪ൣַい֔׋、၍஬௶஬師

֪ཧ႞、၍஬௶ന教೨ב૪֥、 （平ถ ）年 ၍஬௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨֪೰႞。ဪ႘本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕב೥ׁ׊֐福島ౖ֪り、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌֪ഌ事。 （令和２）年֪は႘本のࢰ

ഉଚׁ೘ၜし、ௗ後ׁ福島県の長ৼ࿨復興֪協፛し֥い֌た

い֧ணև֥い׊。

௶ྙӱ་୅ ฮӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

զଡኁଌஅྔ௮է๺໲ॗጅ

໠ࡊ ว౜ӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

ب؜׬פ׵آ׽بי



⿜ӻӺ⿜

໠ࡊ ว౜

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）଍ 副学長

（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公೾ࢸ生学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島ମ発事୆後の県民の健康

の福島県֊らの委༛事業֧し֥׀た׊ଣ೙ב

「県民健康調査」ב実౮し֥い׊。ௗ年ဗؖイ

ン会඘בဪੜ、תテライト会඘ב福島֪็མ

すׁ֪֧֧׊、Zoom౽ྐׁᇏዿした؄イ؟؋

ッド૛ಠ֦開催した。

஬֦࣏は、ௗ年ဗ報告したถऐב中心֪ഠ

が、調査ଅऐのॗጅはద年ဗのଅऐ֧׊ָ

ॗ֬၍ዻ֦ցり、ௗ႘ま֦֪明ら֊֪֔׋た

所ଣ֔בら֪॰認すׁ׊の֦ց׊。֩お、福島

県֦は、地ූ、津Ⴢ、放射Ⴗࣞ๟֧ᆷ஽ఆ॔

֪ଣᆧ׋׎、ఆ॔৘連౲がྞไ౲ׇりׁ໣い

が、放射線ׇ֪׊౲ሦೄは֦آױց׊（スライ

ド１）。

֥֔、「県民健康調査」は、外ᆪᅇ֯く線量†

Ⴞבৰ本調査֧県民の健康ඡ໺׊෮࿊すב

い֥׋の４֣のඈ఍調査֦構ถ֔׀た׊す࠶

、ඈ఍調査֪は、ஙඡ๩†検査、健康診査。׊

調査、ਸ׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

ֲ႟産婦֪৘す׊調査が৞ま֥׋い׊（スラ

イド２）。

ৰ本調査֦は、事୆後４֊月間の外ᆪᅇ

֯く線量ב෮࿊したഉ民（ዃ 46.7ቮ人）のଅ

ऐॗጅは、ద年ဗの報告֧ᇥ׎ら֙ 99.8%

のഉ民は 㕵mSv ቴተ֦ց֢た（スライド㕳）。

ஙඡ๩検査֦は、検査㕵षኬま֦の検査֧

25ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬ検査が行׋׎、஽૱

328人֪࠵ต/࠵ตਝいのஙඡ๩ೠᩭがଣ

֣֊֢た（スライド４）。検၀委員会/ஙඡ๩検

査ᅴअᆪ会֦は、検査４षኬま֦のଅऐבश

ืし、ஙඡ๩が֧ג放射線ᅇ֯くの間֪ዛ࡝

֩৘連は৑ళ֔֩׋い౯のᅴअבし֥い׊。

ᅴअᆪ会֦のؐרート内൵፯໴൴研究†ׇ֪

֪†ᄾׯशืׁ֦、線量֧ೠᩭの発生のオッ׊

৘連は認׀ら֥׋い֩い（スライド㕵）。ஙඡ

๩検査֦は、検査のؖ؟ット֧؟ؖ׼ットב理

शしׁ֥ら֢たඑ֦、検査೥診のዛ無ב॰認

し֥い׊。

健康診査֦は、ᅆተ、ஸଆ࠽、౻ಱࡣඛ、

်ႜ病့の؟スפが、ᅊ့ׇႍ֪りໃइした

֧֒がౙևたが、放射線影響בಘす所ଣは認

。た（スライド６）֢֊֩׋ら׀

一ሑ、֒֒׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׊

調査֦は、K６†ᅴअׇ֪り๺般࿨精神健康ဗ

の࿃い人׃ PCL†ᅴअׇ֪りトラウؓ৘連൵

ඡが੫い人、SDQ†ᅴअׇ֪りኴ༎行၌့の

た׀౫援がᅢጅ֩子ׁ֨のআ஽は、事୆ྞ後

は一般ആ団ׇりஸ֊֢た。֒のআ஽は૪年࿨

֪ଲ൛し֥い׊が、֜の૓୶は 2020（令和２）

年ဗׁ૫໗し֥いた。スライド７֪子ׁ֨の

SDQ のଅऐבಘした。๺般࿨精神健康ဗは、

県外֪ᅊႍしたഉ民のሑが県内ᅊႍのഉ民

ׇり࿃い૓୶がց֢た。ମ発事୆の放射線ᅇ

֯くׇ֪り࡬࿿࿨影響のईႷตがց֧׊ணև

ഉ民のআ஽ׁ県外ᅊႍのഉ民のሑが໣い׊

૓୶がց֢た。2020（令和２）年ဗの႟産婦

֪৘す׊調査֪ࣝいׁ֥、ວ産ጴ、࿃ഞ生໲

ഓಋጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴ့は、๺

国࿨֩׼ータ֧は௭が֩֊֢た（スライド㕸）。

学会の๔኷ऌࢼらの所ଣ֪֣い֥႘本׋֒

ၜב検၀委員会֧၍ዻ֩ଣश、׀ਿבଣ࡝֪

た。ሀැのօ֣૓୶আ஽のଲ൛は、2020（令

和２）年ဗׁ֪認׀ら׋た。၍時֪、本調査֦

は२検査ଅऐ֪ৰ֤֌ഉ民֪ᅢጅ֩౫援ב

行֢֥い׊。

ب؜׬פ׵آ׽بי զଡኁଌஅྔ௮է๺໲ॗጅ
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໠ࡊ ว౜

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）଍ 副学長

（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公೾ࢸ生学஬௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島ମ発事୆後の県民の健康

の福島県֊らの委༛事業֧し֥׀た׊ଣ೙ב

「県民健康調査」ב実౮し֥い׊。ௗ年ဗؖイ

ン会඘בဪੜ、תテライト会඘ב福島֪็མ

すׁ֪֧֧׊、Zoom౽ྐׁᇏዿした؄イ؟؋

ッド૛ಠ֦開催した。

஬֦࣏は、ௗ年ဗ報告したถऐב中心֪ഠ

が、調査ଅऐのॗጅはద年ဗのଅऐ֧׊ָ

ॗ֬၍ዻ֦ցり、ௗ႘ま֦֪明ら֊֪֔׋た

所ଣ֔בら֪॰認すׁ׊の֦ց׊。֩お、福島

県֦は、地ූ、津Ⴢ、放射Ⴗࣞ๟֧ᆷ஽ఆ॔

֪ଣᆧ׋׎、ఆ॔৘連౲がྞไ౲ׇりׁ໣い

が、放射線ׇ֪׊౲ሦೄは֦آױց׊（スライ

ド１）。

֥֔、「県民健康調査」は、外ᆪᅇ֯く線量†

Ⴞבৰ本調査֧県民の健康ඡ໺׊෮࿊すב

い֥׋の４֣のඈ఍調査֦構ถ֔׀た׊す࠶

、ඈ఍調査֪は、ஙඡ๩†検査、健康診査。׊

調査、ਸ׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

ֲ႟産婦֪৘す׊調査が৞ま֥׋い׊（スラ

イド２）。

ৰ本調査֦は、事୆後４֊月間の外ᆪᅇ

֯く線量ב෮࿊したഉ民（ዃ 46.7ቮ人）のଅ

ऐॗጅは、ద年ဗの報告֧ᇥ׎ら֙ 99.8%

のഉ民は 㕵mSv ቴተ֦ց֢た（スライド㕳）。

ஙඡ๩検査֦は、検査㕵षኬま֦の検査֧

25ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬ検査が行׋׎、஽૱

328人֪࠵ต/࠵ตਝいのஙඡ๩ೠᩭがଣ

֣֊֢た（スライド４）。検၀委員会/ஙඡ๩検

査ᅴअᆪ会֦は、検査４षኬま֦のଅऐבश

ืし、ஙඡ๩が֧ג放射線ᅇ֯くの間֪ዛ࡝

֩৘連は৑ళ֔֩׋い౯のᅴअבし֥い׊。

ᅴअᆪ会֦のؐרート内൵፯໴൴研究†ׇ֪

֪†ᄾׯशืׁ֦、線量֧ೠᩭの発生のオッ׊

৘連は認׀ら֥׋い֩い（スライド㕵）。ஙඡ

๩検査֦は、検査のؖ؟ット֧؟ؖ׼ットב理

शしׁ֥ら֢たඑ֦、検査೥診のዛ無ב॰認

し֥い׊。

健康診査֦は、ᅆተ、ஸଆ࠽、౻ಱࡣඛ、

်ႜ病့の؟スפが、ᅊ့ׇႍ֪りໃइした

֧֒がౙևたが、放射線影響בಘす所ଣは認

。た（スライド６）֢֊֩׋ら׀

一ሑ、֒֒׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׊

調査֦は、K６†ᅴअׇ֪り๺般࿨精神健康ဗ

の࿃い人׃ PCL†ᅴअׇ֪りトラウؓ৘連൵

ඡが੫い人、SDQ†ᅴअׇ֪りኴ༎行၌့の

た׀౫援がᅢጅ֩子ׁ֨のআ஽は、事୆ྞ後

は一般ആ団ׇりஸ֊֢た。֒のআ஽は૪年࿨

֪ଲ൛し֥い׊が、֜の૓୶は 2020（令和２）

年ဗׁ૫໗し֥いた。スライド７֪子ׁ֨の

SDQ のଅऐבಘした。๺般࿨精神健康ဗは、

県外֪ᅊႍしたഉ民のሑが県内ᅊႍのഉ民

ׇり࿃い૓୶がց֢た。ମ発事୆の放射線ᅇ

֯くׇ֪り࡬࿿࿨影響のईႷตがց֧׊ணև

ഉ民のআ஽ׁ県外ᅊႍのഉ民のሑが໣い׊

૓୶がց֢た。2020（令和２）年ဗの႟産婦

֪৘す׊調査֪ࣝいׁ֥、ວ産ጴ、࿃ഞ生໲

ഓಋጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴ့は、๺

国࿨֩׼ータ֧は௭が֩֊֢た（スライド㕸）。

学会の๔኷ऌࢼらの所ଣ֪֣い֥႘本׋֒

ၜב検၀委員会֧၍ዻ֩ଣश、׀ਿבଣ࡝֪

た。ሀැのօ֣૓୶আ஽のଲ൛は、2020（令

和２）年ဗׁ֪認׀ら׋た。၍時֪、本調査֦

は२検査ଅऐ֪ৰ֤֌ഉ民֪ᅢጅ֩౫援ב

行֢֥い׊。
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ุ๖ ࿮ᆍ

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ学஬௶
主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本調査・線
量ᅴअ室長

ମ発事୆後、福島県内֦は環境中の放射

線レ؎ؠが਼૽֪එ൦したが、当時は放射線

໐࿊৯がᆗਸし֥おら֙、ഉ民がಛිのᅇ֯

くの࿘ဗבཐ֧֒׊は௘ႍ֦ց֢た。֦֜֒、

଼y人の事୆後の行၌֪৘す׊ග報בၜ֥、

外ᆪᅇ֯く線量†（環境中の放射ׁ֪֧ב׋֜

線֊ら೥׊֐線量）ב෮૱す׊ৰ本調査が開

ౡ֔׋た。調査の໴ඉ֧֩׊ሑは、ମ໋֧し֥

ූఆの当႘֊ら၍年７月１႘の間֪、福島県

内֪ഉ民ဎᎩがց֢たሑ֦ց׊。໴ඉ֧֩׊

ዃ２０６ቮ人֪、事୆後の行၌ב਋ႚす׊ኴ

診ᅲ（スライド１）בვᆑした。ኴ診ᅲは㕳月１１

႘֊ら７月１１႘ま֦の４֊月間の行၌ב਋ႚ

す׊ዻಠ֪֢֥֩い׊。

ᇪ送֔׋たኴ診ᅲࡦ、ׁ֪֧בဗ૪ဗ֪ᇥ

হ֔׋た႘yの੍඘所֧放射線レ؎ؠ（઱間

線量ጴ）のؓッ،֧רבン؉ؚータඑ֦ഓ֬஽

ス）׊׋׎線量෮૱が行、ׇ֥֢֪֧֒׊֚׎

ライド２）。ᇪ送֔׋たኴ診ᅲは、一ྫྷ֧֪֓線

量෮૱、ଅऐྫྷཐב行֢֥֌た（スライド㕳）。

ኴ診ᅲは４֊月間の行၌਋Ꭹב਋ႚす׊ዻ

ಠ֪֢֥֩い׊が、中֪は行၌の਋Ꭹが４֊

月ቴተのषးׁց׊。行၌の਋Ꭹが４֊月ቴ

ተ֢֟たሑׁ৞֥׀、ௗま֦֪஽૱֦ዃ㕵㕵

ቮ㕵๑人֪線量のྫྷཐב行֢た。

一ሑ֦、෮૱した線量は地ࡰᇠ֦֩֨ആ૱

֌た。県๺֥׋׎報告、Ꭺᇌ発ᅳが行、׋֔

໲֦、４֊月間の行၌਋Ꭹבषးしたሑは

46ቮ７２㕵６人（2023（令和㕵）年㕳月㕳１႘ଵ

ఓ）֦、֜の線量の平ઍཏは０.8mSv、௻ஸ

ཏは２㕵mSv֦ց֢た（スライド４）。ԃԃ²ࡒ

එのሑ֪֣い֥線量は㕳mSvቴተ֦ց֢た。

福島༌一ମ発のࡔམす׊ະຖ地ׁ֦ࡰ、大

ᆪᇀのሑが3mSvቴተの線量֦ց֢た。֒の

線量෮૱ଅऐ֪໴し֥「県民健康調査」検၀

委員会֦は、「４֊月間の外ᆪᅇ֯く線量෮

૱ཏ֦はց׊が、ը放射線ׇ֪׊健康影響が

ց֧׊はணև֪くいթ֧ᅴअ֔׊׋」֧し֥い׊。

WHO׃UNSCEAR֧い֢た国際機৘֦

ׁ、福島県民֪৘す׊線量ᅴअב行֢֥い׊

（スライド㕵）。WHOは２０１２（平ถ２４）年の

報告書֦、᎜ஔྎ、ᄫড়村のഉ民֪֣い֥事

୆後１年間の線量１０ב⿤㕵０mSv֧ᅴअした。

た֟し、֒׋は૱ब࿨ᅊႍત֪ࡰ事୆後４

֊月間੍ഉし、１႘ցたりのࣴ外໾ఓ時間は

㕸時間֧いօ、֌֥׀׎安๺໊のं࿊֪ৰ֤

い た 線 量 ෮ ૱ ֦ ց ֢ た 。 ֜ の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」֦

は、ৰ本調査֦ၜら׋た実際のᅊႍ؆ターン

、֧׊ׇ֪׋֒。た׋ጦዿした෮૱が報告֔ב

当ഷのWHOの෮૱֪ᄾָ֥、線量はӻӺᇀ

の１ց׊いは֜ऀࡒ׋の線量֧֢֩た。֒の፯

֊らׁ、事୆後の行၌਋Ꭹがଵ実࿨֩線量

ᅴअ֪ഓጅ֦ց֢た֧֒が׊֊׎。事୆後の

行၌਋Ꭹは、ஙඡ๩†の内ᆪᅇ֯く線量†෮૱

ׁ֪ࣤዿ֥֔׋い׊（スライド６）。

ৰ本調査のऐたし֥֌たዂআਸֲ調査֦

ၜら׋たଅऐבま֧֧׊׀、スライド７のׇօ֪

。׊֩

1-1 ৰ቎ྔ௮ –ዃ 200 ቮ෗໴ඉ֭ᅇ֯֎๦ፘ෮૱֭૪ଫ–
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ุ๖ ࿮ᆍ

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ学஬௶
主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本調査・線
量ᅴअ室長

ମ発事୆後、福島県内֦は環境中の放射

線レ؎ؠが਼૽֪එ൦したが、当時は放射線

໐࿊৯がᆗਸし֥おら֙、ഉ民がಛිのᅇ֯

くの࿘ဗבཐ֧֒׊は௘ႍ֦ց֢た。֦֜֒、

଼y人の事୆後の行၌֪৘す׊ග報בၜ֥、

外ᆪᅇ֯く線量†（環境中の放射ׁ֪֧ב׋֜

線֊ら೥׊֐線量）ב෮૱す׊ৰ本調査が開

ౡ֔׋た。調査の໴ඉ֧֩׊ሑは、ମ໋֧し֥

ූఆの当႘֊ら၍年７月１႘の間֪、福島県

内֪ഉ民ဎᎩがց֢たሑ֦ց׊。໴ඉ֧֩׊

ዃ２０６ቮ人֪、事୆後の行၌ב਋ႚす׊ኴ

診ᅲ（スライド１）בვᆑした。ኴ診ᅲは㕳月１１

႘֊ら７月１１႘ま֦の４֊月間の行၌ב਋ႚ

す׊ዻಠ֪֢֥֩い׊。

ᇪ送֔׋たኴ診ᅲࡦ、ׁ֪֧בဗ૪ဗ֪ᇥ

হ֔׋た႘yの੍඘所֧放射線レ؎ؠ（઱間

線量ጴ）のؓッ،֧רבン؉ؚータඑ֦ഓ֬஽

ス）׊׋׎線量෮૱が行、ׇ֥֢֪֧֒׊֚׎

ライド２）。ᇪ送֔׋たኴ診ᅲは、一ྫྷ֧֪֓線

量෮૱、ଅऐྫྷཐב行֢֥֌た（スライド㕳）。

ኴ診ᅲは４֊月間の行၌਋Ꭹב਋ႚす׊ዻ

ಠ֪֢֥֩い׊が、中֪は行၌の਋Ꭹが４֊

月ቴተのषးׁց׊。行၌の਋Ꭹが４֊月ቴ

ተ֢֟たሑׁ৞֥׀、ௗま֦֪஽૱֦ዃ㕵㕵

ቮ㕵๑人֪線量のྫྷཐב行֢た。

一ሑ֦、෮૱した線量は地ࡰᇠ֦֩֨ആ૱

֌た。県๺֥׋׎報告、Ꭺᇌ発ᅳが行、׋֔

໲֦、４֊月間の行၌਋Ꭹבषးしたሑは

46ቮ７２㕵６人（2023（令和㕵）年㕳月㕳１႘ଵ

ఓ）֦、֜の線量の平ઍཏは０.8mSv、௻ஸ

ཏは２㕵mSv֦ց֢た（スライド４）。ԃԃ²ࡒ

එのሑ֪֣い֥線量は㕳mSvቴተ֦ց֢た。

福島༌一ମ発のࡔམす׊ະຖ地ׁ֦ࡰ、大

ᆪᇀのሑが3mSvቴተの線量֦ց֢た。֒の

線量෮૱ଅऐ֪໴し֥「県民健康調査」検၀

委員会֦は、「４֊月間の外ᆪᅇ֯く線量෮

૱ཏ֦はց׊が、ը放射線ׇ֪׊健康影響が

ց֧׊はணև֪くいթ֧ᅴअ֔׊׋」֧し֥い׊。

WHO׃UNSCEAR֧い֢た国際機৘֦

ׁ、福島県民֪৘す׊線量ᅴअב行֢֥い׊

（スライド㕵）。WHOは２０１２（平ถ２４）年の

報告書֦、᎜ஔྎ、ᄫড়村のഉ民֪֣い֥事

୆後１年間の線量１０ב⿤㕵０mSv֧ᅴअした。

た֟し、֒׋は૱ब࿨ᅊႍત֪ࡰ事୆後４

֊月間੍ഉし、１႘ցたりのࣴ外໾ఓ時間は

㕸時間֧いօ、֌֥׀׎安๺໊のं࿊֪ৰ֤

い た 線 量 ෮ ૱ ֦ ց ֢ た 。 ֜ の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」֦

は、ৰ本調査֦ၜら׋た実際のᅊႍ؆ターン

、֧׊ׇ֪׋֒。た׋ጦዿした෮૱が報告֔ב

当ഷのWHOの෮૱֪ᄾָ֥、線量はӻӺᇀ

の１ց׊いは֜ऀࡒ׋の線量֧֢֩た。֒の፯

֊らׁ、事୆後の行၌਋Ꭹがଵ実࿨֩線量

ᅴअ֪ഓጅ֦ց֢た֧֒が׊֊׎。事୆後の

行၌਋Ꭹは、ஙඡ๩†の内ᆪᅇ֯く線量†෮૱

ׁ֪ࣤዿ֥֔׋い׊（スライド６）。

ৰ本調査のऐたし֥֌たዂআਸֲ調査֦

ၜら׋たଅऐבま֧֧׊׀、スライド７のׇօ֪

。׊֩

1-1 ৰ቎ྔ௮ –ዃ 200 ቮ෗໴ඉ֭ᅇ֯֎๦ፘ෮૱֭૪ଫ–





例：「親戚の家」など緯度
経度に変換できない場合













㕱׾י؞׮ 㕲׾י؞׮

3׾י؞׮ 4׾י؞׮

5׾י؞׮ 6׾י؞׮

7׾י؞׮

ሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫ״بװーؐーؕページ֪๺֥֭ב׾י؞׮掲載֖֥փֽ֘
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ଽࣴ ᇌᅝ

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ学஬௶ 主
႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ๩検査෮
進室長

２０１１（平ถ２㕳）年㕳月のဪ႘本大ූఆ後

の福島༌一ମ子፛発電所事୆後֪放ഞ֔׋

た放射線ׇ֪֢֥ஙඡ๩がגがໃइす׊ई

Ⴗตが৭ᛖ֔׋たた׀、福島県֦は、事୆ྞ

後֊らූఆ時֪１㕸ఄ֦ऀࡒց֢た県内ఓഉ

ೄ֧ጐ年ഞ生したዃ㕳㕸ቮ人ב໴ඉ֧すྖ׊

ࣿჂ検査בዿいたஙඡ๩検査ב実౮し֥い

。׊

๐行検査が２０１１（平ถ２㕳）年֊ら開ౡ֔

行օኬ࿨֦の本६検ב๐行検査֧のᄾॵ、׋

査が２０１４（平ถ２６）年֊ら行２０２４、׋׎

（令和６）年㕳月の時࿾֦本६検査（検査６ष

ኬ）ਸֲ２㕵ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬの検査が行

の検査֦は、ྖࣿჂ検׋֝׋֜。׊い֥׋׎

査ׇ֪֢֥ஙඡ๩の「のօመ」「ଅ้」の૛ඡ

ᅴअし、２０ӧ１ב ׃එののօመࡒ

、එのଅ้はࡒ ᄕ࿊֧֩り国内学会の診断

ৰമ֦࠵ตがਝ׊׋׎඘஽は๤౛ਹࢂ఍መ

診†ב行֢֥い׊。

２０２㕳（令和㕵）年㕹月㕳０႘ま֦֪㕳２㕸人

が఍መ診ׇ֪֢֥、࠵ตまたは࠵ตਝい֧診

断֥֔׋い׊（スライド ）。ৰ本調査のଅऐ֪

ৰ֤く଼人のஙඡ๩့अ線量†్בഞし、ங

ඡ๩検査またはがגဎᎩ֦౪࿤֔׋た「൵፯」

֪໴す׊൵፯໴൴研究†֦は、「࠵ต֩いし࠵

ตਝい֧診断֔׋たଅ้の発ଣጴ」֧「放射

線ᅇ֯く線量」の間֪、ျ૱学࿨֩量・ᄗࣤ৘

૒は認׀ら֥׋い֩い（スライド２）。

ஙඡ๩検査の二಑検査೥診ጴ（スライド㕳）

఍መ診の実౮ጴ（スライド４）֪は県内の地׃

」、௭がցりࡰ ᄕ࿊֧֩׊ଅ้」のᄕ࿊ጴ׃

の発ଣጴは年፼がஸ「ตਝい࠵ตまたは࠵」

いֺ֨֜のᆇဗがஸい֧֒が明ら֊֪֢֥֩

い׊。ஙඡ๩がגの発ଣ֪は֔ま֕ま֩୪ጛ†

い֥׋ईႷตが౪࿤֔׊子が৘૒し֥いࢀ

。（スライド㕵）׊

ஙඡ๩検査֪は、ؖ؟ット・؟ؖ׼ットがց׊

֧֒が౪࿤֥֔׋い׊。生क़ਂ֤֊֪֙׋थ

֓す֊ׁし֩׋いஙඡ๩がבג発ଣし֥い׊

ईႷต׃、のօመ׃ଅ้が発ଣ֦֧֔֒׊׋

ᆊ安֪শ֧֗֒׊が検査の؟ؖ׼ット֧し֥ண

ևら֥׋い׊。ஙඡ๩検査֦は、ᄕ࿊ৰമ׃

఍መ診の࿪ࣤৰമ֐็ב、治療בᅢጅ֧し֩

いஙඡ๩がגの発ଣのጌฑ֪ဖׁ֪֧֧׊׀、

೥診ೄ֪׊ームׇ֪׶ポートת・のケア׌֒֒

໴す׊精神࿨֩תポートב行い、؟ؖ׼ットב

ईႷ֩଺り࿃ଲすב֧֒׊ኬ౪し֩がら、検

査ב৵ሰ֔׊׋ሑのጦᇬตב෨り֩がら検査

スライド）׊実౮し֥いב ӣ ）。

ஙඡ๩ଙ௮ׇ֪֢֥ၜ֞׋׈ऎॺ࿨ཐଣ֧ျ૱ॺ࿨ணళ
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ଽࣴ ᇌᅝ

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ学஬௶ 主
႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ๩検査෮
進室長

２０１１（平ถ２㕳）年㕳月のဪ႘本大ූఆ後

の福島༌一ମ子፛発電所事୆後֪放ഞ֔׋

た放射線ׇ֪֢֥ஙඡ๩がגがໃइす׊ई

Ⴗตが৭ᛖ֔׋たた׀、福島県֦は、事୆ྞ

後֊らූఆ時֪１㕸ఄ֦ऀࡒց֢た県内ఓഉ

ೄ֧ጐ年ഞ生したዃ㕳㕸ቮ人ב໴ඉ֧すྖ׊

ࣿჂ検査בዿいたஙඡ๩検査ב実౮し֥い

。׊

๐行検査が２０１１（平ถ２㕳）年֊ら開ౡ֔

行օኬ࿨֦の本६検ב๐行検査֧のᄾॵ、׋

査が２０１４（平ถ２６）年֊ら行２０２４、׋׎

（令和６）年㕳月の時࿾֦本६検査（検査６ष

ኬ）ਸֲ２㕵ఄ時、㕳０ఄ時の้ኬの検査が行

の検査֦は、ྖࣿჂ検׋֝׋֜。׊い֥׋׎

査ׇ֪֢֥ஙඡ๩の「のօመ」「ଅ้」の૛ඡ

ᅴअし、２０ӧ１ב ׃එののօመࡒ

、එのଅ้はࡒ ᄕ࿊֧֩り国内学会の診断

ৰമ֦࠵ตがਝ׊׋׎඘஽は๤౛ਹࢂ఍መ

診†ב行֢֥い׊。

２０２㕳（令和㕵）年㕹月㕳０႘ま֦֪㕳２㕸人

が఍መ診ׇ֪֢֥、࠵ตまたは࠵ตਝい֧診

断֥֔׋い׊（スライド ）。ৰ本調査のଅऐ֪

ৰ֤く଼人のஙඡ๩့अ線量†్בഞし、ங

ඡ๩検査またはがגဎᎩ֦౪࿤֔׋た「൵፯」

֪໴す׊൵፯໴൴研究†֦は、「࠵ต֩いし࠵

ตਝい֧診断֔׋たଅ้の発ଣጴ」֧「放射

線ᅇ֯く線量」の間֪、ျ૱学࿨֩量・ᄗࣤ৘

૒は認׀ら֥׋い֩い（スライド２）。

ஙඡ๩検査の二಑検査೥診ጴ（スライド㕳）

఍መ診の実౮ጴ（スライド４）֪は県内の地׃

」、௭がցりࡰ ᄕ࿊֧֩׊ଅ้」のᄕ࿊ጴ׃

の発ଣጴは年፼がஸ「ตਝい࠵ตまたは࠵」

いֺ֨֜のᆇဗがஸい֧֒が明ら֊֪֢֥֩

い׊。ஙඡ๩がגの発ଣ֪は֔ま֕ま֩୪ጛ†

い֥׋ईႷตが౪࿤֔׊子が৘૒し֥いࢀ

。（スライド㕵）׊

ஙඡ๩検査֪は、ؖ؟ット・؟ؖ׼ットがց׊

֧֒が౪࿤֥֔׋い׊。生क़ਂ֤֊֪֙׋थ

֓す֊ׁし֩׋いஙඡ๩がבג発ଣし֥い׊

ईႷต׃、のօመ׃ଅ้が発ଣ֦֧֔֒׊׋

ᆊ安֪শ֧֗֒׊が検査の؟ؖ׼ット֧し֥ண

ևら֥׋い׊。ஙඡ๩検査֦は、ᄕ࿊ৰമ׃

఍መ診の࿪ࣤৰമ֐็ב、治療בᅢጅ֧し֩

いஙඡ๩がגの発ଣのጌฑ֪ဖׁ֪֧֧׊׀、

೥診ೄ֪׊ームׇ֪׶ポートת・のケア׌֒֒

໴す׊精神࿨֩תポートב行い、؟ؖ׼ットב

ईႷ֩଺り࿃ଲすב֧֒׊ኬ౪し֩がら、検

査ב৵ሰ֔׊׋ሑのጦᇬตב෨り֩がら検査

スライド）׊実౮し֥いב ӣ ）。

ஙඡ๩ଙ௮ׇ֪֢֥ၜ֞׋׈ऎॺ࿨ཐଣ֧ျ૱ॺ࿨ணళ
ஙඡ๩ଙ௮֭ଅऐֽ֧׀ २ஙඡ๩့अ๦ፘૌ֪։׊֐

զ࠵ต֩փ֖࠵ตਝփէᄇଣ֭ןッׯᄾ

༌20षஙඡ๩ଙ௮ᅴअᆪव ಃፍ3-7ׇ׉ఢถ

ӡஙඡ๩ଙ௮൵፯�֋גဎᎩ൵፯Ӣ

೥ෑጴ/఍መෑಲ౮ጴ֧֭৘ᎌ ೥ෑጴ/఍መෑಲ౮ጴ֧֭৘ᎌ

Ⴉ፼֧֭৘ᎌ

༌16षஙඡ๩ଙ௮ᅴअᆪवಃፍׇ׉ఢถ

2. ՛ト໲ฑ֭ഊಲؒת

՛トؒת・חケ֭׌֒֒

ଙ௮ଅऐ֭説ነ׈֊౧࡭಑ଙ௮ྞଢ଼֪ࡴ

ႏ಑ଙ௮Ւᆵဥଡጵ࡭་֦֮ؒתー׶׽ーؕӡে୦౧Ւ፣൞඾ጫౠ့Ӣ֋໴ࣤ

ؠؙי׵ॺ๔ዿ࡭

ஙඡ๩ଙ௮Ւஙඡ๩ರ঵֪໴֘࡭׊ॺ࿨ಱኴ֪࡭౧֋໴ࣤ

ഞ๶೨઄֧ഞ྅๊ነव

2013⿜2023Ⴉֽ֦֪306ָ࣊व඘֦ಲ౮µ

ஙඡ๩ଙ௮֭ؒת՛トಈ઄ӡଡಈ઄Ӣ

ஙඡ๩ଙ௮ଢ଼֪ภ֗࡭׊ፑᅉ֭૪అ࿨ᆟ༶֪໴֘ؒת׊ー׽

µ2023Ⴉ6ଈ30႘ଵఓ

1. ଙ௮໲ฑ֭ธᅏ

৞ֿӢבᄤव඘ӡኻ৖Ւ਷႘ࡴ

WEBՔרー״بװؠー֦෇֖௔־ईႷ

*ፑ৿৘ӡଡၾ85Ւଡ॒146Ӣ࡭

֦ଙ௮֋ईႷ

*2023Ⴉ12ଈ31႘ଵఓ

㕱׾י؞׮ 㕲׾י؞׮

3׾י؞׮ 4׾י؞׮

5׾י؞׮ 6׾י؞׮

7׾י؞׮

ሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫ״بװーؐーؕページ֪๺֥֭ב׾י؞׮掲載֖֥փֽ֘
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福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ༉೅内科
学஬௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
ໃ進室長

Àは֪֗׀

ဪ႘本大ූఆ֧福島༌一ମ発事୆は、ᅇ

ఆഉ民֪心理࿨、ි໲࿨影響בਸֻした。

「県民健康調査」֦は、ᅊႍ地તഉ民の「健康

診査」ב実౮し、生ঊ೺ষ病のያሻ׃ರ病の

ວৼ発ଣ、ວৼ治療֪֣֑֩ב֧֒׊ኬ౪し

֥い׊（ ）。本セ

ッシ؜ン֦は１２年間の「健康診査」֦׎֊֢た

。ൾऴしたב֧֒

À「健康診査」֦׎֊֢た֧֒

健康診査֦は、福島༌一ମ発೮ᇩ１㕳市ྎ

村のഉ民֦、ᅊႍ֔׋た㕵４ ０㕸７人（１６⿤㕸４

ఄ）֪֣い֥、２０１７（平ถ２㕹）年ဗま֦の෮

࿊線量֧生ঊ೺ষ病発൵の৘૒ב調査した。

֜のଅऐ、෮࿊線量２ 年ࡒඑૌは、

年ቴተૌ֪ᄾָ֥、ஸଆ࠽、်ႜ病、

౻ಱࡣඛ൵、ஸႜ౒ଆ൵、ৎ機Ⴗඏ॔、໣ଆ

൵のໃइ֧ະ৘した（年፼・ตᇠ調ธ）。し֊

し、ᅊႍඡੳ、生ঊ೺ষ৘連ࢀ子֦調ธす׊

֧֜のະ৘は൯ಪした。ࡒඑの֧֒֊ら、ᅊႍ

ഉ民の事୆後４֊月の෮࿊線量がஸい֧֒

が生ঊ೺ষ病の発൵֪ྞไ৘連した֧はண

և֪くく、ᅊႍ֧生ঊ೺ষのᇥँが生ঊ೺ষ

病の発൵֪影響し֥い׊ईႷตが෮࿊֔׋

。（スライド１⿤㕳）׊

À෮࿊֔׊׋機െ†

一般֪、生ঊ೺ষ病֪׋֜׃ᄔօ஽ᇏ൵、

ᇏໜ൵†は、社会૪అ環境ࢀ子がᆊ࿪โ֩生

ঊ೺ষ（ਨ࣒、ᆊ࿪โ֩ඳ事、ࢥ၌ᆊ໑、大

量ೢࢃ）֧ଅֲ֣く֧֦֒発൵し、௻೸࿨֪ි

໲࿨ց׊いは精神࿨、社会࿨機Ⴗ࿃ऀב጖

す֧ணևら֥׋い׊。ූఆ後、ᅊႍഉ民の

ሑyは、生ঊ೺ষのᇥँ֧精神࿨ストレス֪

ׇ֢֥、ᅆተց׊いはᅋᅆተ・֪֚׃৘連す

׊׋ມ࿊֧֔׊ໃइ֥֚֔いב健康ඏ॔׊

（スライド４）。

À「健康診査」֦ணև׋֒׊֊ら

生ঊ೺ষ病בያሻし、ഓ൵ँבሻ֏た֪׀

は、ฌै、国、地ࡰ、଼人レ؎֦ؠの໴పがᅢ

ጅ֦ց׊。「健康診査」֪は、଼人レ؎֦ؠの

໴ప（健康࿨֩ライ؊スタイؠ、健康؟テラシ

ー့）ב౫援す׃֧֒׊、地ࡰレ؎ؠの໴ప

（地ሑ行ท・地ࡰ社会・ධ඘・学஑・ᅋท府団

໲（ 、 ）֦のঊ၌့）֧協၍す֒׊

֧֦、ᅊႍ地તഉ民の生ঊ೺ষ病ב೴いඑ

֑、生ঊ೺ষू๷の౫援׃、治療ַのੲဍし

့の೘りຎみב૫໗、ஏ֪֜ב׋୲ጴँす׊

֧֒がሰま׊׋（スライド㕵⿤㕸）。

ଌஅෑ௮ 㕱㕲Ⴉ֦׎֊֢֧֞֒
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福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ༉೅内科
学஬௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
ໃ進室長

Àは֪֗׀

ဪ႘本大ූఆ֧福島༌一ମ発事୆は、ᅇ

ఆഉ民֪心理࿨、ි໲࿨影響בਸֻした。

「県民健康調査」֦は、ᅊႍ地તഉ民の「健康

診査」ב実౮し、生ঊ೺ষ病のያሻ׃ರ病の

ວৼ発ଣ、ວৼ治療֪֣֑֩ב֧֒׊ኬ౪し

֥い׊（ ）。本セ

ッシ؜ン֦は１２年間の「健康診査」֦׎֊֢た

。ൾऴしたב֧֒

À「健康診査」֦׎֊֢た֧֒

健康診査֦は、福島༌一ମ発೮ᇩ１㕳市ྎ

村のഉ民֦、ᅊႍ֔׋た㕵４ ０㕸７人（１６⿤㕸４

ఄ）֪֣い֥、２０１７（平ถ２㕹）年ဗま֦の෮

࿊線量֧生ঊ೺ষ病発൵の৘૒ב調査した。

֜のଅऐ、෮࿊線量２ 年ࡒඑૌは、

年ቴተૌ֪ᄾָ֥、ஸଆ࠽、်ႜ病、

౻ಱࡣඛ൵、ஸႜ౒ଆ൵、ৎ機Ⴗඏ॔、໣ଆ

൵のໃइ֧ະ৘した（年፼・ตᇠ調ธ）。し֊

し、ᅊႍඡੳ、生ঊ೺ষ৘連ࢀ子֦調ธす׊

֧֜のະ৘は൯ಪした。ࡒඑの֧֒֊ら、ᅊႍ

ഉ民の事୆後４֊月の෮࿊線量がஸい֧֒

が生ঊ೺ষ病の発൵֪ྞไ৘連した֧はண

և֪くく、ᅊႍ֧生ঊ೺ষのᇥँが生ঊ೺ষ

病の発൵֪影響し֥い׊ईႷตが෮࿊֔׋

。（スライド１⿤㕳）׊

À෮࿊֔׊׋機െ†

一般֪、生ঊ೺ষ病֪׋֜׃ᄔօ஽ᇏ൵、

ᇏໜ൵†は、社会૪అ環境ࢀ子がᆊ࿪โ֩生

ঊ೺ষ（ਨ࣒、ᆊ࿪โ֩ඳ事、ࢥ၌ᆊ໑、大

量ೢࢃ）֧ଅֲ֣く֧֦֒発൵し、௻೸࿨֪ි

໲࿨ց׊いは精神࿨、社会࿨機Ⴗ࿃ऀב጖

す֧ணևら֥׋い׊。ූఆ後、ᅊႍഉ民の

ሑyは、生ঊ೺ষのᇥँ֧精神࿨ストレス֪

ׇ֢֥、ᅆተց׊いはᅋᅆተ・֪֚׃৘連す

׊׋ມ࿊֧֔׊ໃइ֥֚֔いב健康ඏ॔׊

（スライド４）。

À「健康診査」֦ணև׋֒׊֊ら

生ঊ೺ষ病בያሻし、ഓ൵ँבሻ֏た֪׀

は、ฌै、国、地ࡰ、଼人レ؎֦ؠの໴పがᅢ

ጅ֦ց׊。「健康診査」֪は、଼人レ؎֦ؠの

໴ప（健康࿨֩ライ؊スタイؠ、健康؟テラシ

ー့）ב౫援す׃֧֒׊、地ࡰレ؎ؠの໴ప

（地ሑ行ท・地ࡰ社会・ධ඘・学஑・ᅋท府団

໲（ 、 ）֦のঊ၌့）֧協၍す֒׊

֧֦、ᅊႍ地તഉ民の生ঊ೺ষ病ב೴いඑ

֑、生ঊ೺ষू๷の౫援׃、治療ַのੲဍし

့の೘りຎみב૫໗、ஏ֪֜ב׋୲ጴँす׊

֧֒がሰま׊׋（スライド㕵⿤㕸）。

ଌஅෑ௮ 㕱㕲Ⴉ֦׎֊֢֧֞֒
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ቋࣁ ྞ౤

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室׌֒֒ 副室長

֒）調査׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

֒֊ら調査）は、ᅇఆೄのؖンタؠ؍ؠス׃生

ঊ೺ষのኴ༎ב長ৼ࿨֪Ⴞ࠶すׁ֪֧֧׊、

૙の電†׶ー؟ৰ֪アウトבらの健康ග報׋֜

話౫援့ב行օ֧֒בኬ࿨֧し֥い׊（スライ

ド１）。ᅇఆೄの๺般࿨֩精神健康ဗは、ූఆ

ྞ後֪ᄾָേy֪ू๷し֥い׊が、ቴ֟ᅇఆ

し֥い֩い人ב໴ඉ֧した調査の؄イ؟スפ

আ஽㕳²ׇりׁஸいཏ֦ց׊（スライド２）。ま

た、心ිのኴ༎が生֗た඘஽のະཎ๐֧し֥、

ׁׁ֢֧໣いのはऌ໖֦ց֢たが、「ະཎ֦֌

機৘は֩い」֧षးした人ׁ๺໲のዃ׃人׊

²いた（スライド㕳）。ະཎ๐が֩い人のၟ

྇は、４０⿤６４ఄ、ཌྷต、૪అඡੳの֔࠵、一

人ᇿらし֦ցり、๺般࿨֩精神健康ဗの֔࠵

。のሑのআ஽が明ら֊֪ஸ֊֢たೢࢃኴ༎׃

社会࿨֣֩֩がりはؖンタؠ؍ؠスのू๷֪

ᆊईଁ֦ցり、ၟ֪ऌ໖は႘ඛ生ঊ׃ఆ॔֩

֨の৭機࿨֩ඡੳऀ֦、ׁׁ֢֧ഓጅ֩౫援

ೄ֦ց֧׊い֥׋׎い׊。また、ະཎ๐はց׊

ׁののऌ໖֪ະཎし֩い人は、๺般࿨֩精神

健康ဗの؟スפが１ӧ㕳㕳ზ֦ց׎ׁ֧֒׊֊֢

た。֜のた׀、ະཎ๐のみ֩ら֙、ऌ໖ַの

ະཎのዛ無ב॰認す؄、ׇ֥֢֪֧֒׊イ؟ス

ईႷตが明׊セス֦֌פのሑ֪い֠ວくアפ

ら֊֪֢֩た（スライド４）。

಑֪、ᅇఆೄַの౫援׃ᅇఆ地ࡰの市ྎ

村့֧の連携֪֣い֥、「֣֩がり」֧いօ౽

࿾֦検၀した。ま֙、「ᅇఆೄ֧֣֩が׊」アウ

ト؟ー׶૙の電話౫援は、調査ᅲ֪ৰ֤֌公

認心理師׃保健師့の๔኷ධ׶ームがᅇఆ

ೄ֪ऑ電す׊౫援ሑ法֦ց׋֒。׊は、ಛら

助ב֐ਿ֧֒׊׀が֦֌֩いᅇఆೄ֪౫援ೄ

֊らูઇ࿨֪֣֩が׊౫援֦ցり、ᅇఆೄの

電話౫援のተ໑শのᅴअは７আྖבև֥い

಑֪、「౫援ೄ֧の֣֩がり」。（スライド㕵）׊

֦ց׊。福島のᅇఆೄは႘本२地֪ᅊႍし֥

い׊の֦、႘௖֊ら県内外の໢の౫援機৘֧

ග報੢ዛの඘בಏ֠、ፕ୻֩৘૒בཝく֧֒

が大โ֦ց׊（スライド６）。֔ら֪、「地֣֧ࡰ

֩が׊」た֪׀は、ၟ֪ᅇఆ地ࡰの市ྎ村֧

の৘૒がഓጅ֦ց׊。౶た֠が実౮す׊調査

のፕ֌理शೄ֦ցり協፛ೄ֪֢֥֩いた֟く

た׀、ᅇఆ市ྎ村の࡝୶ב೘りႚ׋た調査ஶ

ኬのྩइ׃調査໴ඉೄַのषး協፛のお৪

い֩֨、ୗいの連携協፛がᅢጅ֦ց׊（スライ

ド７）。௻後֪、「時間֦֣֩が׊」֦ց׊。ූ

ఆ後１０年ኬ֦ഷ֥׀षး֦֌た֧いօᅇఆ

ೄがおら׋た。ූఆ֧୶֌஽օま֦֪は、人֜

長ৼ࿨֩೘。׊時間がᅢጅׁ֧֩֒ց׋֝׋

りຎみ֟֊ら֣֒֜֩が֢た電話౫援はָ࣊

４ቮଉׁ֪එ׊。ௗ後ׁ֒֒֊ら調査の໣くの

スタッ؊֧੢֪、෉ឋ֪ᅇఆೄ֪৳り࿸い໗

。い֌たい（スライド㕸）֥֐

ᆵဥఆ॔ଢ଼֭ᅇఆೄ֭ؖ׮ؠ؍ؠ״بௗӱ
་โ֭֔׉և֥֌֞෗y֣֭֩֋־׈֊௮ྔ׈֊֒֒
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ቋࣁ ྞ౤

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室׌֒֒ 副室長

֒）調査׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

֒֊ら調査）は、ᅇఆೄのؖンタؠ؍ؠス׃生

ঊ೺ষのኴ༎ב長ৼ࿨֪Ⴞ࠶すׁ֪֧֧׊、

૙の電†׶ー؟ৰ֪アウトבらの健康ග報׋֜

話౫援့ב行օ֧֒בኬ࿨֧し֥い׊（スライ

ド１）。ᅇఆೄの๺般࿨֩精神健康ဗは、ූఆ

ྞ後֪ᄾָേy֪ू๷し֥い׊が、ቴ֟ᅇఆ

し֥い֩い人ב໴ඉ֧した調査の؄イ؟スפ

আ஽㕳²ׇりׁஸいཏ֦ց׊（スライド２）。ま

た、心ිのኴ༎が生֗た඘஽のະཎ๐֧し֥、

ׁׁ֢֧໣いのはऌ໖֦ց֢たが、「ະཎ֦֌

機৘は֩い」֧षးした人ׁ๺໲のዃ׃人׊

²いた（スライド㕳）。ະཎ๐が֩い人のၟ

྇は、４０⿤６４ఄ、ཌྷต、૪అඡੳの֔࠵、一

人ᇿらし֦ցり、๺般࿨֩精神健康ဗの֔࠵

。のሑのআ஽が明ら֊֪ஸ֊֢たೢࢃኴ༎׃

社会࿨֣֩֩がりはؖンタؠ؍ؠスのू๷֪

ᆊईଁ֦ցり、ၟ֪ऌ໖は႘ඛ生ঊ׃ఆ॔֩

֨の৭機࿨֩ඡੳऀ֦、ׁׁ֢֧ഓጅ֩౫援

ೄ֦ց֧׊い֥׋׎い׊。また、ະཎ๐はց׊

ׁののऌ໖֪ະཎし֩い人は、๺般࿨֩精神

健康ဗの؟スפが１ӧ㕳㕳ზ֦ց׎ׁ֧֒׊֊֢

た。֜のた׀、ະཎ๐のみ֩ら֙、ऌ໖ַの

ະཎのዛ無ב॰認す؄、ׇ֥֢֪֧֒׊イ؟ス

ईႷตが明׊セス֦֌פのሑ֪い֠ວくアפ

ら֊֪֢֩た（スライド４）。

಑֪、ᅇఆೄַの౫援׃ᅇఆ地ࡰの市ྎ

村့֧の連携֪֣い֥、「֣֩がり」֧いօ౽

࿾֦検၀した。ま֙、「ᅇఆೄ֧֣֩が׊」アウ

ト؟ー׶૙の電話౫援は、調査ᅲ֪ৰ֤֌公

認心理師׃保健師့の๔኷ධ׶ームがᅇఆ

ೄ֪ऑ電す׊౫援ሑ法֦ց׋֒。׊は、ಛら

助ב֐ਿ֧֒׊׀が֦֌֩いᅇఆೄ֪౫援ೄ

֊らูઇ࿨֪֣֩が׊౫援֦ցり、ᅇఆೄの

電話౫援のተ໑শのᅴअは７আྖבև֥い

಑֪、「౫援ೄ֧の֣֩がり」。（スライド㕵）׊

֦ց׊。福島のᅇఆೄは႘本२地֪ᅊႍし֥

い׊の֦、႘௖֊ら県内外の໢の౫援機৘֧

ග報੢ዛの඘בಏ֠、ፕ୻֩৘૒בཝく֧֒

が大โ֦ց׊（スライド６）。֔ら֪、「地֣֧ࡰ

֩が׊」た֪׀は、ၟ֪ᅇఆ地ࡰの市ྎ村֧

の৘૒がഓጅ֦ց׊。౶た֠が実౮す׊調査

のፕ֌理शೄ֦ցり協፛ೄ֪֢֥֩いた֟く

た׀、ᅇఆ市ྎ村の࡝୶ב೘りႚ׋た調査ஶ

ኬのྩइ׃調査໴ඉೄַのषး協፛のお৪

い֩֨、ୗいの連携協፛がᅢጅ֦ց׊（スライ

ド７）。௻後֪、「時間֦֣֩が׊」֦ց׊。ූ

ఆ後１０年ኬ֦ഷ֥׀षး֦֌た֧いօᅇఆ

ೄがおら׋た。ූఆ֧୶֌஽օま֦֪は、人֜

長ৼ࿨֩೘。׊時間がᅢጅׁ֧֩֒ց׋֝׋

りຎみ֟֊ら֣֒֜֩が֢た電話౫援はָ࣊

４ቮଉׁ֪එ׊。ௗ後ׁ֒֒֊ら調査の໣くの

スタッ؊֧੢֪、෉ឋ֪ᅇఆೄ֪৳り࿸い໗

。い֌たい（スライド㕸）֥֐

ᆵဥఆ॔ଢ଼֭ᅇఆೄ֭ؖ׮ؠ؍ؠ״بௗӱ
་โ֭֔׉և֥֌֞෗y֣֭֩֋־׈֊௮ྔ׈֊֒֒
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福島県立医科大学 医学ᆪ長
၍医学ᆪ 産科婦人科学஬௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ႟産婦調査
室長

ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電፛福島༌一ମ子

፛発電所事୆ࡒவの福島県の႟産婦の֒֒

し、ᆊ安の૴ଲ࠶Ⴞבら֟の健康ඡ໺֊׃׌

ኬ࿨֪、県民ב֧֒׊࿓੝すבᅢጅ֩ケア׃

健康調査「႟産婦֪৘す׊調査」が行׋׎た。

2011⿤2020（平ถ２㕳⿤令和２）年ま֦の

10年間֦ሀ子健康೚ྂב೥֐೘֢た႟婦ዃ

14ቮ人ב໴ඉ֪アンケートב実౮した。2011

（平ถ２㕳）年ഷ年ဗのषးጴは㕵㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵ࿨ஸ֊֢たが、֜の後は㕵０²前後֦෮ࡤ

し֥いた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ๺国のഞ生

෾֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２⿤㕳７ഃቴተのഞ

生）ጴの年಑෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生໲ഓಋ

ጴの年಑෮ࡤ（スライド㕳）ב人୵၌໺ျ૱֊

らの๺国調査のଅऐ֧੢֪࿓ಘす׊が、֜׋

׋֝ 4.4⿤5.6²、8.1⿤9.8²֧๺国調査ׇ

りஸጴ֦は֩֊֢た。また、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣ

ඛ発生ጴ（༳໿）の年಑෮֦ࡤは 2.19⿤

2.85²֧、一般࿨֪ସ֥׋׎い׊ᆇဗの 2

⿤3%֧ᄾָ֥ໃइは認׀ら֩׋֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

֣૓୶のᆇဗ）֦は、２０１１（平ถ２㕳）年はஸ

ጴ֦ց֢たが૪年࿨֪ଲ൛し֥֌֥おり、

EPDS（םジンバラ産後օ֣病ಛ己ᅴअᅲ）†

֪ᇥহした෮࿊আ஽֦๺国調査֧ᄾॵす֧׊、

２０２０（令和２）年֪はֺֻ๺国֧ᇥ׎り֩い

レ؎ؠま֦࿃ऀした（スライド㕵）。֔ら֪、「ৰ

本調査」ׇ֪֢֥ၜら׋たሀ໲の外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２㕳）年の֒׋らວ産ጴ、

࿃ഞ生໲ഓಋഞ生ጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ

発生ጴ֧の৘連は認׀ら֩׋֊֢た（スライド

６）。๐࿵ต૛໺ࡣඛב認׀た႟婦֪は、2㖠

Svྖבև׊外ᆪᅇ֯くב認ׁ׊׀のはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの஬௶֦ಛ๹ጺ産෾ਸֲ人୿႟ර中

์෾の๺෾調査ב行֢た。֜のଅऐ、ಛ๹ጺ

産ጴは、おׇ֜１０⿤11%࿘ဗ֦ූఆ後、ၟ֪

ᇥँבಘ֔֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月ב

ৰ֪したशืӳイ؎ント）֦は月ᇠ֪、ഒ断法

（႟ර月בৰ֪したशืӳ月）֦はූఆ後 1 年

内の人୿႟ර中์ጴがໃइし֥いた（スラࡒ

イド㕸）。また、人୿႟ර中์ጴ֪は６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟ֪ቚ年㕵月֪ໃइし

֥いた。ಛ๹ጺ産ጴは、ဪ႘本大ූఆの影響

い֩いが、ූఆ後の人୿႟ර中์֥֐೥ב

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ႘本大ූఆの֧ץ

み֪਍ࢀす׊ໃइ֦は֩い֧֒が෮໐֔׋た。

࿃線量放射線ᅇ֯く֪৘し֥、科学࿨֪は

「安๺」֧いօ話֦֟֐は「安心」֪は૬がら֩

い。「安๺」֦֜し֥「安心」し֥生ঊ֦֌׊環

境ב作り、またᆭᅴᅇ֪॔໴ࣤす׊た׀、૫

໗࿨֩౫援בす׊の֧၍時֪、֒׋らの調査

広く೮ཐし֥いく֒בータ׼科学࿨、֥֗ྫྷב

֧֦、福島県֦「安๺」֪֜し֥「安心」し֥産

み育֥֧֒׊が֦֌׊環境ב࿓੝֦֌֧֯׋

ணև֥い׊。

1-㕵 ႟ౌᆎ֪৘֘ྔ׊௮ֲ֪֩׈ᆵဥଡၾ֭ጺౌՔཨ์ጴ֭ᇥँ
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ဿස ૣኹ

福島県立医科大学 医学ᆪ長
၍医学ᆪ 産科婦人科学஬௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ႟産婦調査
室長

ဪ႘本大ූఆਸֲဪੜ電፛福島༌一ମ子

፛発電所事୆ࡒவの福島県の႟産婦の֒֒

し、ᆊ安の૴ଲ࠶Ⴞבら֟の健康ඡ໺֊׃׌

ኬ࿨֪、県民ב֧֒׊࿓੝すבᅢጅ֩ケア׃

健康調査「႟産婦֪৘す׊調査」が行׋׎た。

2011⿤2020（平ถ２㕳⿤令和２）年ま֦の

10年間֦ሀ子健康೚ྂב೥֐೘֢た႟婦ዃ

14ቮ人ב໴ඉ֪アンケートב実౮した。2011

（平ถ２㕳）年ഷ年ဗのषးጴは㕵㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵ࿨ஸ֊֢たが、֜の後は㕵０²前後֦෮ࡤ

し֥いた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ๺国のഞ生

෾֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２⿤㕳７ഃቴተのഞ

生）ጴの年಑෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生໲ഓಋ

ጴの年಑෮ࡤ（スライド㕳）ב人୵၌໺ျ૱֊

らの๺国調査のଅऐ֧੢֪࿓ಘす׊が、֜׋

׋֝ 4.4⿤5.6²、8.1⿤9.8²֧๺国調査ׇ

りஸጴ֦は֩֊֢た。また、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣ

ඛ発生ጴ（༳໿）の年಑෮֦ࡤは 2.19⿤

2.85²֧、一般࿨֪ସ֥׋׎い׊ᆇဗの 2

⿤3%֧ᄾָ֥ໃइは認׀ら֩׋֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

֣૓୶のᆇဗ）֦は、２０１１（平ถ２㕳）年はஸ

ጴ֦ց֢たが૪年࿨֪ଲ൛し֥֌֥おり、

EPDS（םジンバラ産後օ֣病ಛ己ᅴअᅲ）†

֪ᇥহした෮࿊আ஽֦๺国調査֧ᄾॵす֧׊、

２０２０（令和２）年֪はֺֻ๺国֧ᇥ׎り֩い

レ؎ؠま֦࿃ऀした（スライド㕵）。֔ら֪、「ৰ

本調査」ׇ֪֢֥ၜら׋たሀ໲の外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２㕳）年の֒׋らວ産ጴ、

࿃ഞ生໲ഓಋഞ生ጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ

発生ጴ֧の৘連は認׀ら֩׋֊֢た（スライド

６）。๐࿵ต૛໺ࡣඛב認׀た႟婦֪は、2㖠

Svྖבև׊外ᆪᅇ֯くב認ׁ׊׀のはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの஬௶֦ಛ๹ጺ産෾ਸֲ人୿႟ර中

์෾の๺෾調査ב行֢た。֜のଅऐ、ಛ๹ጺ

産ጴは、おׇ֜１０⿤11%࿘ဗ֦ූఆ後、ၟ֪

ᇥँבಘ֔֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月ב

ৰ֪したशืӳイ؎ント）֦は月ᇠ֪、ഒ断法

（႟ර月בৰ֪したशืӳ月）֦はූఆ後 1 年

内の人୿႟ර中์ጴがໃइし֥いた（スラࡒ

イド㕸）。また、人୿႟ර中์ጴ֪は６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟ֪ቚ年㕵月֪ໃइし

֥いた。ಛ๹ጺ産ጴは、ဪ႘本大ූఆの影響

い֩いが、ූఆ後の人୿႟ර中์֥֐೥ב

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ႘本大ූఆの֧ץ

み֪਍ࢀす׊ໃइ֦は֩い֧֒が෮໐֔׋た。

࿃線量放射線ᅇ֯く֪৘し֥、科学࿨֪は

「安๺」֧いօ話֦֟֐は「安心」֪は૬がら֩

い。「安๺」֦֜し֥「安心」し֥生ঊ֦֌׊環

境ב作り、またᆭᅴᅇ֪॔໴ࣤす׊た׀、૫

໗࿨֩౫援בす׊の֧၍時֪、֒׋らの調査

広く೮ཐし֥いく֒בータ׼科学࿨、֥֗ྫྷב

֧֦、福島県֦「安๺」֪֜し֥「安心」し֥産

み育֥֧֒׊が֦֌׊環境ב࿓੝֦֌֧֯׋

ணև֥い׊。

1-㕵 ႟ౌᆎ֪৘֘ྔ׊௮ֲ֪֩׈ᆵဥଡၾ֭ጺౌՔཨ์ጴ֭ᇥँ
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௶ 長 ӱ 志 村 浩 己（福島県立医科大学）

大 平 哲 也（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

ଽ ࣴ ᇌ ᅝ（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

ቋ ࣁ ྞ 子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

૛׊းև֪׋֜、長が༉ၥし௶בたಱኴ֐ンは、ౄइೄ֊ら事前ቦは当႘֪೥؜ッシנスט׼

֦進׀ら׋た。

Àஙඡ๩֭ၾᆪᅇ֯֎֭ᅴअב་ਂ֧෯ၗ෯֊֭׈ๅ೘๦ፘ֦֟֐ᅴअ֖֥փ׊֋Ւ֜׈׋

ᅴअ֖֮֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ֭׈֊ඳᆀๅ೘֪॒ࡒ

ӡุ๖Ӣஙඡ๩の内ᆪᅇ֯く線量†は、ৰ本調査֦ၜら׋た行၌਋Ꭹ֧

૱్機シؚؔレーシ؜ン†֦ၜら׋た大ਂ中ց׊いは෯ၗ෯中の放射ต

ᆾಱႵဗב஽֥֚׎शืすׇ֥֢֪֧֒׊線量בᅴअし֥い׊。ஙඡ

๩の内ᆪᅇ֯く線量のᅴअのሑ法֧し֥一番මጘตがஸい֧ணևら׋

֥い׊のは、事୆֊らᄾॵ࿨ວい時ৼ֪ஙඡ๩֪ആูし֥い׊放射Ⴗ

֪໴し֥ྞไ໐࿊৯ב当֥֥ᅴअす׊ሑ法֟が、֜׋は 1,000人ዬり

の׼ータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡ๩の放射Ⴗב໐׊ሑ法֧౶た֠

がంዿし֥い׊ሑ法בᄾॵし、ॗ֬一ཙし֥い֧׊いօ֧֒が॰認֦֌

たた׀、ׇり໣くのആ団֪໴し֥࿪ዿ֦֌֧׊ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

਋Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシ؜ンׇ֪׊ሑ法בంዿし֥い׊。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のׁの֧し֥、ඳᆀ֊らのๅ೘֪৘し֥、ූఆの਍֢֒た時ৼが㕳

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎはֺ֜֩֨׋い時ৼ֦ց֢た֧֒、またඳᆀጺྫྷのฑ଺が行׋׎た

֧֒、֜し֥ᅴअの主֩໴ඉが൚ಋ֦ց֢た֧֒、֜し֥一番大事֧֩֒は、౶た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡ๩ྞבไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֬஽֢֥い֧֒׊֊ら、઱ਂのਹႚ

㕱ب؜׬׸װ

զဪ႘቎་ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋ॺ֧֒֟גէ
Ꭹൢب؜׬׸נ׮ט׼
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௶ 長 ӱ 志 村 浩 己（福島県立医科大学）

大 平 哲 也（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

ଽ ࣴ ᇌ ᅝ（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

ቋ ࣁ ྞ 子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

૛׊းև֪׋֜、長が༉ၥし௶בたಱኴ֐ンは、ౄइೄ֊ら事前ቦは当႘֪೥؜ッシנスט׼

֦進׀ら׋た。

Àஙඡ๩֭ၾᆪᅇ֯֎֭ᅴअב་ਂ֧෯ၗ෯֊֭׈ๅ೘๦ፘ֦֟֐ᅴअ֖֥փ׊֋Ւ֜׈׋

ᅴअ֖֮֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ֭׈֊ඳᆀๅ೘֪॒ࡒ

ӡุ๖Ӣஙඡ๩の内ᆪᅇ֯く線量†は、ৰ本調査֦ၜら׋た行၌਋Ꭹ֧

૱్機シؚؔレーシ؜ン†֦ၜら׋た大ਂ中ց׊いは෯ၗ෯中の放射ต

ᆾಱႵဗב஽֥֚׎शืすׇ֥֢֪֧֒׊線量בᅴअし֥い׊。ஙඡ

๩の内ᆪᅇ֯く線量のᅴअのሑ法֧し֥一番මጘตがஸい֧ணևら׋

֥い׊のは、事୆֊らᄾॵ࿨ວい時ৼ֪ஙඡ๩֪ആูし֥い׊放射Ⴗ

֪໴し֥ྞไ໐࿊৯ב当֥֥ᅴअす׊ሑ法֟が、֜׋は 1,000人ዬり

の׼ータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡ๩の放射Ⴗב໐׊ሑ法֧౶た֠

がంዿし֥い׊ሑ法בᄾॵし、ॗ֬一ཙし֥い֧׊いօ֧֒が॰認֦֌

たた׀、ׇり໣くのആ団֪໴し֥࿪ዿ֦֌֧׊ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

਋Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシ؜ンׇ֪׊ሑ法בంዿし֥い׊。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のׁの֧し֥、ඳᆀ֊らのๅ೘֪৘し֥、ූఆの਍֢֒た時ৼが㕳

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎはֺ֜֩֨׋い時ৼ֦ց֢た֧֒、またඳᆀጺྫྷのฑ଺が行׋׎た

֧֒、֜し֥ᅴअの主֩໴ඉが൚ಋ֦ց֢た֧֒、֜し֥一番大事֧֩֒は、౶た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡ๩ྞבไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֬஽֢֥い֧֒׊֊ら、઱ਂのਹႚ

㕱ب؜׬׸װ

զဪ႘቎་ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋ॺ֧֒֟גէ
Ꭹൢب؜׬׸נ׮ט׼

֧෯ၗ෯ๅ೘֊らの線量֦ᄕ断し֥い׊。֒の֧֒は、༌ూೄの査ၥ†ב૪たᎪᇌ֧しׁ֥発ᅳし

֥おり、一࿊の໩当ตがց֧׊ணև֥い׊。

Àஙඡ๩ଙ௮֭൵፯໴൴ଞ੄†֦֮Ւၾᆪᅇ֯֎֭๦ፘׇ֭֨בօ֪इታ֖֥ᅴअ֖֥փ׊

֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ൵፯໴൴研究֦は、事୆後１４႘間の෯ၗ෯֊らๅ೘֔׋たׁ

の֧ਹႚᅇ֯く線量ב໑したׁのב内ᆪᅇ֯く線量の෮࿊ཏ֧し֥ዿ

い֥い׊。また、外ᆪᅇ֯く線量†֪৘し֥は、ৰ本調査֦ᅴअ֔׋た

線量（実୲線量†）֪ஙඡ๩့अ線量†ᇸ正૒෾ たཏ֧し֥֐ॿב 1.1

్ഞし֥い׋֒。׊ら、内ᆪᅇ֯く֧外ᆪᅇ֯くב஽֚׎たׁのב放射

線ᅇ֯く線量֧し֥、൵፯໴൴研究֦ౚዿし֥い׊。

Àภঊ೺ষᅸ֧ᅇ֯֎๦ፘ֭৘ᎌ֪֣փ֥Ւஸଆ֮࠽෮࿊๦ፘ㕲mSv�Ⴉࡒඑ֭ᅇ֯֎֦

ตՒႩ፼ྔธ֭ׯ׸ןᄾ†֮ዛ֪࡝එ֋֢֥փ֧׊փօଅऐ֪໴֖֥Ւᅊׇႍ֪֩֨ࢬ׊੽֦

ྔธ֧֘׊ዛ࡝௭֋൯ಪ֖֧֞փօ֧֒֟֋Ւ቎ဴ֪㕲mSv�Ⴉࡒඑ֭ᅇ֯֎֧ஸଆ֧֮࠽

৘૒֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဥ༂Ӣஸଆב࠽は်֗׀ႜ病、౻ಱࡣඛ൵֩֨の生ঊ೺ষ病が෮࿊線量２mSv�年ࡒඑの

ሑy֦ໃև׊ଅऐ֧֢֥֩い׊が、ᅊႍ֪׋֜׃ᄔօਨೢࢃ׃࣒のໃइ֩֨בइታす֧׊、線量

の影響が֩く֧֩׊いօのがျ૱࿨֩ଅऐ֦ց２。׊mSv�年ࡒඑの地֪ࡰいた֧֦֒ᅊႍב

ዬਕ֩く֔׋、生ঊ೺ষがᇥ֢׎たׇ֧֪֢֥֒ஸଆ׃࠽ᅆተ֪ᄔօ်ႜ病、౻ಱࡣඛ൵がໃև

た֧श೑し֥い׊。ျ૱学࿨֪は生ঊ೺ষ病֧放射線֧の৘連はଣら֩׋い֧はいև、科学࿨֪

は֜のईႷตは֦آױは֩い֧ணև、ׁօ൛し長いኬ֦ଣ֥いくᅢጅがց֧׊౩֢֥い׊。

Àဪ႘቎་ූఆଢ଼֪֒֒֊ྔ׈௮्בౡ֔֞׋૪ଫ֊׈Ւఆ॔๶֊׈ಛಓ໲׃౫࣍ཆ໲֋ᅏ

և֥։֎ָ֌֧֮֒ց׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡቋࣁӢ֒֒֊ら調査はූఆ後֪開ౡしたた׀、ූఆ後１㕳年間の長ৼ࿨

֩ᅇఆೄの෮ࡤはᇀ֊׊が、ූఆ前の֒֒׌のඡ໺׃生ঊ೺ষ֩֨ב

ಛ治໲֦֩֨事前֪Ⴞ֦࠶֌֥い֯׋、ः֊ఆ॔が਍֌た時֪ఆ॔前

後のᄾॵが֦֌׊し、復興֪୶֥֐のኬᅮཏ֪֧֩׊౩օ。֒֒֊ら調

査֦はූఆ前֪֣い֥は๺国׼ータבౚ֢֥い׊が、ಛ治໲֜׋֝׋

のׁのがց֯׋൜ፕい。

ӡ་ᇓӢ֒֒֊ら調査はූఆ後֪ౡま֢た調査のた׀、ූఆ前֧ᄾॵす

人た֠がໃև֥い׊ሎևב精神࿨નྫ、׀のた֜。׊が௘ႍ֦ց֧֒׊

ಏ֢֥い֩בータ׼が、ූఆ前֊ら֨のくらいໃևた֊֪֣い֥は׊ഞし֥はいבいօଅऐ֧׊

い֧いօのが事実֦ց׊。֜օいօ࡝ታ֦は、׃はり֒֒׌の健康ב२ಛ治໲が࿊ৼ࿨֪Ⴞ࠶し、

ः֊਍֢֒た時֪は֜の׼ータבঊዿ֦֌ׇ׊օ֩౗ຎみב作֢֥おく֧֒がഓጅ֧֟౩օ。
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À႟ౌᆎַ֭צبחーྔ׽௮֪֣փ֥Ւ௻ഷ֭Ⴉ֮षးጴ֋㕵㕸%֟֋Ւ֭֜ଢ଼֮षးጴ֋

փ֦֭֮๺ேᇓઍ֧ᄾॵ֖֥֩׈֊֋ᇀ״ー׼Փቴषး֭㕵㕰%࿘ဗ֭׊ष֢֥փऀב50%

೭ആ֖֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢב״ー׼׈֊ፑ৿৘࡭ታ֋֩փ֦֭֮֩փ֊Փ֛֩ଡၾ֭๺֥֭࡝ׁ

ӡဿසӢ֒の႟産婦調査בౡ׊׀時֪、調査֦֟֐は֩く֌֧֠ג౫援ׁす֧֒׊がपy֪໴し֥

ይևら׋たౚ኏֢֟た。病院֩֨ב໴ඉ֧す׊౮็調査בす֧֨׊օしׁ֥႟産婦֔גたַ֠の

଼yのケアが֦֌֩いた׀、アンケートዿ౸בვᆑし֥一人ֱ֧り֊

らषးいた֟֌、౫援בす׊૛ב೘֢た。षးጴは㕵０%前後֟が、

アンケート調査のषးጴ֧す֧׊ᄾॵ࿨ஸい֧ᄕ断し֥い׊。౮็ቚ

の๺෾調査は㕵０年ֺ֨前֊ら႘本産婦人科医科会֧横ᆃ市立大学

֧֦行֢֥おり、ූఆ後、福島県֪ၟࡣ࿨֩ࡣඛがໃև֥い֧׊いօ

ଅऐ֦は֩֊֢た。また、౶の஬௶֦行֢たጺ産・中์の׼ータ֪৘

し֥は、福島県内の๺֥の産婦人科医療౮็֪໴し、႟ර෾、ጺ産

෾、中์෾๺֥֪֣い֥षးࡕבጘし֥いׁ׊の֦、ष೭ጴは

100%֦ց׊。

Àৰ቎ྔ௮֦ப֢֥փ॒׊ᆪᅇ֯֎๦ፘ֭ᅴअ֭໩ဴต֪֣փ֥ੱևֺ֥֖փՓӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣৰ本調査֦ంዿし֥い׊外ᆪᅇ֯く線量のᅴअの໩当ต֪֣い֥、ֱ֧֣は査ၥ†ᆋ֌

のᎪᇌ֧し֥発ᅳし֥い֦֧֒׊、科学࿨֪໩当ׁ֩の֧ணև֥い׊。ׁօ一֣は、行၌਋Ꭹ֧઱

間線量ጴの実໐ཏבଭ֪したؓッ،בഓ֬஽֥֚׎外ᆪᅇ֯く線量בᅴअす׊౶た֠のሑ法֧、

઱間線量ጴの実໐ཏ֦は֩くဘ඙֪ྠཧした放射Ⴗの実໐ཏ֊ら઱間線量ጴב૱్ׇ֪֢֥

ਿ֧׋֜、׀行၌਋Ꭹ֧ഓ֬஽֥֚׎शืす׊UNSCEARのሑ法֧のଅऐがॗ֬一ཙし֥い

。׊ணև֥い֧׊い֥׋࿘ဗ༶保֔׊主֪֒の２֣の理ዡ֊ら、ᅴअの໩当ตはց。׊

À๦ፘ֧ஙඡ๩֋ׯ׸ן֭גᄾ֭؞ץ؊֮Ւࡴଣࢌଢඑ֋֪׉ଣև׌֧֒׊Ւ๦ፘ୲ऐ৘૒֮

ዛׁ֦֭֮֩֩࡝փ֧փօ説ነ֟֋Ւࢌଢඑ֋֪׉ଣև֨ב֭׊օணև׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ൵፯໴൴研究֪おい֥は、ஙඡ๩့अ線量ב㕳mSvቴተ、㕳

mSvࡒඑ１０mSvቴተ、１０mSvࡒඑのӽૌ֪ᇀ֥֐い࠵」。׊ต֩

いし࠵ตਝい」発ଣのオッׯᄾはֺ֧֨גᇥ׎り֩いが、ׇくଣ֧׊線

量֧ᄾ፯し֥එが֢֥い׊の֦は֧いօ֓౪࿤֧֟౩օ。඿ഓ֪検၀

すָ֌֦ց׊た׀、ตᇠ、生ま׋た年、検査ष、೥診֥֔׋い׊検査

ष෾֩֨、ଵ時࿾֦調ธईႷ֩ࢀ子בዿい֥शืבしたଅऐ、ျ૱

学࿨֪ዛ࡝௭は認׀ら֩い֧いօ֧֪֒֩׊。

ӡ౨໠Ӣ二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴの地ࡰ௭֪֣い֥は調ธし

֥い֩いの֊。

ӡଽࣴӢ二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴ֩֨、໢ׁ֪検査のଅऐ֪影響בይևࢀ׊子はいく֣

֊ց׊が、ଵ時࿾֦は調ธ֦֌֩いࢀ子֧し֥೘り֥֢࠿い׊。ஏ֩׊検၀בഓ֥֬い֌たい֧

ணև֥い׊。

À؃ؠ؜׶ー؟؈ମᄇಈ୆ଢ଼Ւ೮ᇩഉኁ်֭ႜᅸ֭ᜥ঵ጴ֋ໃև֧֞փօ׼ー״֋ց׊Փภঊ

೺ষׇ֪׊ᇥँ֦֟֩֐֎Ւᅇ֯֎ׇ֪ࢬ׊੽֮ມ࿊֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ
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೭ആ֖֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢב״ー׼׈֊ፑ৿৘࡭ታ֋֩փ֦֭֮֩փ֊Փ֛֩ଡၾ֭๺֥֭࡝ׁ

ӡဿසӢ֒の႟産婦調査בౡ׊׀時֪、調査֦֟֐は֩く֌֧֠ג౫援ׁす֧֒׊がपy֪໴し֥

ይևら׋たౚ኏֢֟た。病院֩֨ב໴ඉ֧す׊౮็調査בす֧֨׊օしׁ֥႟産婦֔גたַ֠の

଼yのケアが֦֌֩いた׀、アンケートዿ౸בვᆑし֥一人ֱ֧り֊

らषးいた֟֌、౫援בす׊૛ב೘֢た。षးጴは㕵０%前後֟が、

アンケート調査のषးጴ֧す֧׊ᄾॵ࿨ஸい֧ᄕ断し֥い׊。౮็ቚ

の๺෾調査は㕵０年ֺ֨前֊ら႘本産婦人科医科会֧横ᆃ市立大学

֧֦行֢֥おり、ූఆ後、福島県֪ၟࡣ࿨֩ࡣඛがໃև֥い֧׊いօ

ଅऐ֦は֩֊֢た。また、౶の஬௶֦行֢たጺ産・中์の׼ータ֪৘

し֥は、福島県内の๺֥の産婦人科医療౮็֪໴し、႟ර෾、ጺ産

෾、中์෾๺֥֪֣い֥षးࡕבጘし֥いׁ׊の֦、ष೭ጴは

100%֦ց׊。
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ӡุ๖Ӣৰ本調査֦ంዿし֥い׊外ᆪᅇ֯く線量のᅴअの໩当ต֪֣い֥、ֱ֧֣は査ၥ†ᆋ֌

のᎪᇌ֧し֥発ᅳし֥い֦֧֒׊、科学࿨֪໩当ׁ֩の֧ணև֥い׊。ׁօ一֣は、行၌਋Ꭹ֧઱
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ਿ֧׋֜、׀行၌਋Ꭹ֧ഓ֬஽֥֚׎शืす׊UNSCEARのሑ法֧のଅऐがॗ֬一ཙし֥い
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ዛׁ֦֭֮֩֩࡝փ֧փօ説ነ֟֋Ւࢌଢඑ֋֪׉ଣև֨ב֭׊օணև׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ൵፯໴൴研究֪おい֥は、ஙඡ๩့अ線量ב㕳mSvቴተ、㕳

mSvࡒඑ１０mSvቴተ、１０mSvࡒඑのӽૌ֪ᇀ֥֐い࠵」。׊ต֩

いし࠵ตਝい」発ଣのオッׯᄾはֺ֧֨גᇥ׎り֩いが、ׇくଣ֧׊線

量֧ᄾ፯し֥එが֢֥い׊の֦は֧いօ֓౪࿤֧֟౩օ。඿ഓ֪検၀

すָ֌֦ց׊た׀、ตᇠ、生ま׋た年、検査ष、೥診֥֔׋い׊検査

ष෾֩֨、ଵ時࿾֦調ธईႷ֩ࢀ子בዿい֥शืבしたଅऐ、ျ૱

学࿨֪ዛ࡝௭は認׀ら֩い֧いօ֧֪֒֩׊。

ӡ౨໠Ӣ二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴの地ࡰ௭֪֣い֥は調ธし

֥い֩いの֊。

ӡଽࣴӢ二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴ֩֨、໢ׁ֪検査のଅऐ֪影響בይևࢀ׊子はいく֣

֊ց׊が、ଵ時࿾֦は調ธ֦֌֩いࢀ子֧し֥೘り֥֢࠿い׊。ஏ֩׊検၀בഓ֥֬い֌たい֧

ணև֥い׊。

À؃ؠ؜׶ー؟؈ମᄇಈ୆ଢ଼Ւ೮ᇩഉኁ်֭ႜᅸ֭ᜥ঵ጴ֋ໃև֧֞փօ׼ー״֋ց׊Փภঊ

೺ষׇ֪׊ᇥँ֦֟֩֐֎Ւᅇ֯֎ׇ֪ࢬ׊੽֮ມ࿊֖֥փ֩փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဥ༂Ӣؠ؜׶ノービ؟೮ᇩഉ民の်ႜ病঵ೄのໃइは໣൛৑ళ֥֔׋い׊。一般࿨֪、大֌֩

ಛ๹ఆ॔׃事୆の後֪は်ႜ病がໃև׊事はׇくཐら֥׋い׊。॰֊֪෮࿊線量２ �年ࡒ

එのሑy်֪ႜ病はໃև֥い׊が、ᅊႍの影響ב調ธす֧׊ዛ࡝௭が๺く֩く֩׊た׀、ᅊႍの

影響がᅋඛ֪大֌い֧ணև֥い׊。当๹、放射線の影響ב๺く無౽し֥い֦֐׎׊は֩く、長ৼ

࿨֪ଣ֥い֌たい֧౩֢֥い׊。

ӡ་ᇓӢストレスが်ႜ病の発൵֪影響す׊ईႷตはௗまׁ֦ସ֥׋׎い׊が、県民健康調査֦

်ׁႜ病発൵֪৘す׊ストレスの影響֪֣い֥調査し֥い׊֊。

ӡဥ༂Ӣ်ႜ病֦は֩いሑ７ב年間ྩ฿した֧֒׌、ᅊႍ֪ᄔօストレスの影響်֦ႜ病がໃև֥

おり、ஏ֪調ָ֧׊ᅋඛ֪興ታෆい֧֪֒、֜׋はཌྷต֦਍֒り׃

すい֧֒がᇀ֊֢た。֜の理ዡ֧し֥、൅ตはストレスבশ֥֗い׊

ᅳב֧֒׊শ֥֗いבが、ཌྷตはストレス׊ጴྞ֪ᅳଵ֦֌ב֧֒

֪ഞしたがら֙、アンケート֪षးした時֪は֊֩り進֟גඡ໺֪

֢֥֩い׊。アンケートַのးևሑのཌྷ൅௭֊らׁ、ཌྷต်֦ႜ病

発൵֧ストレスの৘૒ตがഞ׃すく֢֥֩い׊の֦は֩い֊֧ணև

֥い׊。

À֒֒֊ྔ׈௮֦ಲ౮֖֥փ׊౫ב࣍பօ඘஽Ւ౫࣍ೄ֭॰ᇱ׃౫࣍ೄַ֭ვፄ֩֨ੱבև

֥֎֟֔փՓӡ༉ၥӢ

ӡቋࣁӢ౫援ೄの॰保֪֣い֥は、県内外の๔኷ධのຎද֪ࡕጘבし

たが、֜ࡒ׋එ֪本学৘૒ೄの଼人࿨֣֩がり֦໣くの౫援ೄ֪携׎

֢֥いた֟いた。෾年前֏らいׇ֪օ׃く県外֊らのࣤ援֩く実౮֦֌

౫援ೄַのვፄ֪֣い֥、保健師、心。׊օ֪֢֩たのが実ග֦ցׇ׊

理士֩֨は໴人౫援の๔኷ऌ֟が、ఆ॔ྞ後はᅇఆೄのᅀᇔ׃ယり

が౫援ೄ໊֪୶֐ら֧׊׋いօ֧֒が໣く、๔኷ධ֧し֥෉ឋ֪໴ࣤし

֩がらਰ৑࿨֪ᅴअす֪֧֒׊֊֩りのストレスבশ֥֗いた。֜のた

೘֢たり፱まし஽֢たり、ယりבン؜؀ケーシؚؔר当ഷ֊らୗい֪、׀

֪໴す׊໴ࣤの౗ሑב学֟גりした。

ӡ་ᇓӢ౫援すׁ֣׊りの౫援ೄ໊が฽׀ら׊׋のはᅋඛ֪֣らい໲ଫ֧֟౩օ。ؗ׶؎ーシ؜ン

。ሑ法֪֣い֥教ևֺ֥しい׊֐保֠໗ב

ӡቋࣁӢ֣らいׁ֧֒ፕ֊֢たׁ֧֒み֦֩ג୤り஽օのがֱ֧֣のሑ法֧֟౩օ。֪֜׋、ယり֟

׶聞いׁ֥らևׇ֥֊֢た֧いօশ೅のସጃがؗבく、電話֟֊ら֒֜話֚た、ಛᇀの話֦֩֐

؎ーシ؜ン֪֣֩が׊。

Àᆵဥ֦֮ሐಽ๦ᅇ֯֎֧๐࿵ৱ૛֧֭֩֨৘ᎌ֋֩փ֧փօଅᎪ֋ഞ֞֞׀႟ౌᆎྔ௮

֮೸ፇ֖֧֞ጫ解֖֥փ׊Փ֖֊֖Ւ֭֒ଅᎪ֮ցֽ׉ฌ֭ཨ֪ཐ֥׋׈փ֩փ֛֭֭֮֩֩

֊Փဴಈೄ֦֩փ෗֪࿿և֖ႍ֭֮׊փ֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဿසӢ႟産婦調査֦は॰֊֪๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが႘本๺国の一般࿨֩レ؎֧ؠᇥ׎

ら֩い֧֒が॰認֦֌たが、֪֜׋इև、産後のօ֣૓୶が๺国֧ᇥ׎ら֩いレ؎ؠま֦ଲ֢た

֧֒が調査開ౡ֊ら１０年֦೸ፇした理ዡ֦ց׊。ූఆ後෾年間は福島県内の㕵֊所֪२市ྎ

村の保健師、産婦人科医院・病院の助産師、看護師た֪֠ആま֢֥いた֟֌、֦֜֒調査ଅऐב
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報告し֥いた。ௗׁ֦年֪１ष、ሀ子保健研ೲ会֦県内の助産師、保健師た֪֠報告し֥い׊。

๺国౸ׁ֦福島県の๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが๺国֧ᇥ׎ら֩い֧֒בःဗ֊報ၗし֥いた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗ֔֩׋く֢֩た。「๺国֧ᇥ׎ら֩い」֧いօ׼ータ֟֊ら֊、ॉ

ཐ֢֥֪גॉ֔、֨֩׊いが、ௗׁ֦学会֦֩֨報告す֩׋の֊ׁし׊興ታが֩く֢֥֩いׁג֔

いた֟くဖ፛はし֥い׊。

À๺ଡኁב໴ඉ֪ப֢֞ৰ቎ྔ௮֭ଅऐ֮Ւׇ֭֨օ֪๺ଡኁ֪؊טー֖֭֞פ׸؅׾֊Փֽ

֞ௗଢ଼Ւଡኁ֭ภঊ֪֒׼֭׈׋ー֨ב״օଅֲ֣֥֐փ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣ県民ַの؊טードバッ֧פいօ࿾֦は、଼y人֪໴すט؊׊ードバッ֧פ、๺県民֪໴す׊

ཐし֥いྫྷ֪׋֝׋֜בy人֪໴し֥は෮૱した線量଼。׊ணև֥い֧׊２֣ց֧פードバッט؊

検၀委員会֦報告し֥「県民健康調査」בし֥は、調査ଅऐ֧פードバッט؊׊๺県民֪໴す。׊

い׊し、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事୆後し֯らくの間、新聞ׁ֪ૡ載し֥いた֟いた。県民の

生ঊ֪֨のׇօ֪ዂ立֥׊の֊֧いօ࿾֪֣い֥は、ଵఓׁ、ූఆ時֪֨֒いた֊့בኴ診ᅲ֪

਋載し֥いた֟֯׋֐、行၌਋Ꭹ֪ৰ֤い֥線量෮࿊し֥֪֜׋֝׋おཐら֚し֥い׊。

ӡ౨໠Ӣৰ本調査ב೥֥֐い֩い֊ら೥֐たい֩֨のະཎ֪໴し֥は、֨のׇօ֪໴ࣤし֥い׊の

֊。

ӡุ๖Ӣৰ本調査は૫໗中֦ցり、ኴ診ᅲב送ᆋす֨֩׊の໴ࣤבし֥い׊の֦、ま֙は֓ະཎ

いた֟֌たい。

Àஙඡ๩ଙ௮֦ആ૱֖֥փ࠵׊ต֩փ֖࠵ตਝփ֭൵፯ׁ֪॒ࡒዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔׋

փ׊൵፯֋ց׊֋Ւׇ֭֜օׇׁ֭֭֮֩֨օ֪ྔ௮֪ᄗ֥֖ࢭփ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ֓౪࿤の֧おり、ஙඡ๩検査֦発ଣ֔׊׋がࡒג外ׁ֪、ஙඡ๩が֧ג診断֔׋治療し

֥い׊ሑはい׊。൵፯໴൴研究の൵፯֪৘し֥はஙඡ๩検査֦発ଣ֔׋たஙඡ๩が֪גइև、

๺国の病院֦が֧ג診断֔׋たሑがဎᎩ֔׊׋「がגဎᎩ」の׼ータׁ஽֥֚׎検၀し֥い׊。

ଵ時࿾֦֦֌ၜ׊଺りのஙඡ๩がגのሑבཬഞし、֜のࢀऐ৘૒֪֣い֥शืבし֥い׊。

௶ྙӱဂব ፝ነӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

ே఑৿৘֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭׈ો

ӡே఑ମ౤፛৿৘բIAEAգӢ؋؄ؤՔؠ׼؋חՔיؖ

ಱਝࣤး�ಱኴೄgဂব ፝ነ�

ৰྔ஬࣏
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報告し֥いた。ௗׁ֦年֪１ष、ሀ子保健研ೲ会֦県内の助産師、保健師た֪֠報告し֥い׊。

๺国౸ׁ֦福島県の๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが๺国֧ᇥ׎ら֩い֧֒בःဗ֊報ၗし֥いた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗ֔֩׋く֢֩た。「๺国֧ᇥ׎ら֩い」֧いօ׼ータ֟֊ら֊、ॉ

ཐ֢֥֪גॉ֔、֨֩׊いが、ௗׁ֦学会֦֩֨報告す֩׋の֊ׁし׊興ታが֩く֢֥֩いׁג֔

いた֟くဖ፛はし֥い׊。

À๺ଡኁב໴ඉ֪ப֢֞ৰ቎ྔ௮֭ଅऐ֮Ւׇ֭֨օ֪๺ଡኁ֪؊טー֖֭֞פ׸؅׾֊Փֽ

֞ௗଢ଼Ւଡኁ֭ภঊ֪֒׼֭׈׋ー֨ב״օଅֲ֣֥֐փ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡุ๖Ӣ県民ַの؊טードバッ֧פいօ࿾֦は、଼y人֪໴すט؊׊ードバッ֧פ、๺県民֪໴す׊

ཐし֥いྫྷ֪׋֝׋֜בy人֪໴し֥は෮૱した線量଼。׊ணև֥い֧׊２֣ց֧פードバッט؊

検၀委員会֦報告し֥「県民健康調査」בし֥は、調査ଅऐ֧פードバッט؊׊๺県民֪໴す。׊

い׊し、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事୆後し֯らくの間、新聞ׁ֪ૡ載し֥いた֟いた。県民の

生ঊ֪֨のׇօ֪ዂ立֥׊の֊֧いօ࿾֪֣い֥は、ଵఓׁ、ූఆ時֪֨֒いた֊့בኴ診ᅲ֪

਋載し֥いた֟֯׋֐、行၌਋Ꭹ֪ৰ֤い֥線量෮࿊し֥֪֜׋֝׋おཐら֚し֥い׊。

ӡ౨໠Ӣৰ本調査ב೥֥֐い֩い֊ら೥֐たい֩֨のະཎ֪໴し֥は、֨のׇօ֪໴ࣤし֥い׊の

֊。

ӡุ๖Ӣৰ本調査は૫໗中֦ցり、ኴ診ᅲב送ᆋす֨֩׊の໴ࣤבし֥い׊の֦、ま֙は֓ະཎ

いた֟֌たい。

Àஙඡ๩ଙ௮֦ആ૱֖֥փ࠵׊ต֩փ֖࠵ตਝփ֭൵፯ׁ֪॒ࡒዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔׋

փ׊൵፯֋ց׊֋Ւׇ֭֜օׇׁ֭֭֮֩֨օ֪ྔ௮֪ᄗ֥֖ࢭփ֎֭֊Փӡ༉ၥӢ

ӡଽࣴӢ֓౪࿤の֧おり、ஙඡ๩検査֦発ଣ֔׊׋がࡒג外ׁ֪、ஙඡ๩が֧ג診断֔׋治療し

֥い׊ሑはい׊。൵፯໴൴研究の൵፯֪৘し֥はஙඡ๩検査֦発ଣ֔׋たஙඡ๩が֪גइև、

๺国の病院֦が֧ג診断֔׋たሑがဎᎩ֔׊׋「がגဎᎩ」の׼ータׁ஽֥֚׎検၀し֥い׊。

ଵ時࿾֦֦֌ၜ׊଺りのஙඡ๩がגのሑבཬഞし、֜のࢀऐ৘૒֪֣い֥शืבし֥い׊。

௶ྙӱဂব ፝ነӡᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺӢ

ே఑৿৘֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭׈ો

ӡே఑ମ౤፛৿৘բIAEAգӢ؋؄ؤՔؠ׼؋חՔיؖ

ಱਝࣤး�ಱኴೄgဂব ፝ነ�

ৰྔ஬࣏
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؋؄ؤ・ؠ׼؋ח・יؖ

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤዿ局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般࿨֩ॗጅב࿿և׊際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօ֪ග報בശ理し、

理शし、؟スבפᅴअす׊の֊בႾ࠶し、׎֊

り׃すくග報ב࿿և֥੢ዛす֧֒׊がഓጅ֦

ց׊。また、放射線の影響בଖႪす׊঵ೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

֪、੢ྫྷのග報ശ理の౗ሑ֪ৰ֤い֥、֨の

ׇօ֪理शす׊の֊בཐׁ֧֒׊ഓጅ֦ց׊。

ց؀ؚؔר、֥֚׎ケーシ؜ンの୶එ֪は、Ⴘ

ᔐ、（Ⴘ׊ணև）発༥のኜ֊ら໎և、፺長፬ב

႙፬（শ֗׊Ⴘ）、᧐཰፬（本Ⴗ࿨֩Ⴘ）֧い֢

た໊׊֩ࡣኜב認ಡす׊ᅢጅがց׊（スライド

１）。

֔ら֪、໢のጅ֧ࢀし֥、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ࿨地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ୤、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐׇ֪

テラシーは、医療ַのア؟スؠ؍。׊֩ࡣ֥֢

セス֧֜のጦዿ、医療࿓੝ೄ֧঵ೄのະୗפ

作ዿ、またセؠ؊ケアׇ֪֢֥、健康ဗ׃臨床

࿨֩ଅऐ֪影響בਸֻすた׀、ணፄす׊ᅢጅ

がց׊。೥診時֪お׊֐გ૤行၌は、医療࿓

੝ೄ֧঵ೄ֧の؀ؚؔרケーシ؜ン֪影響ב

ይևօ׊。፯և֯、ᇌँ、঵ೄ֧医師の৘૒׃

ຖሑのต६、ರ病֜のׁののၟ྇֩֨、๺֥

֜。׊ᇥ෾֦ց׊ン֪影響す؜؀ケーシؚؔר

し֥、؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ンはഩ環֦ցり、

֜のथ࿘֦ऌ໖֧֩֨の؀ؚؔרケーシ؜ン֧

調和、֜し֥؆؟؋ッ؀ؚؔרפケーシ؜ンַ֧

広が֢֥いく。し֊しᅋඛ֪ഓጅ֩のは、影響

؀ケーؚؔרり֧׎社会֧の৘ࡰ地׊֐೥ב

シ؜ン、֜し֥૓ྐ֧ග報発මの内容֦ց׊

（スライド２⿤４）。

IAEA は、長年֪׎た׊႘本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟放射線、֥֗ྫྷבトפלジآ

線ؗ؀タ؟ンץ、֜し֥技術๔኷ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ࿨֪୪ጺ֦֌؀ؚؔר׊ケ

ーシ؜ン୶එ֪೘りຎ֦ג֌た。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪׁまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協፛し、放射線・健康・社会֪৘す׊教育・

研究،آジפלトב長年֪׎た֢֥実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊֪お׊֐੢၍トレー؀ンؤ׃ץーפシ؜ッ،

開催し֥֌た。֒の協፛৘૒は、֜の後のב

ら֪४大֥֔֔֗ྫྷבトפלジآ،ーのףؠ؎

঵ೄの放׃り、ഉ民׎ೱの๔኷ऌがइࣨ、׋

射線֪৘す׊ଖႪ֪໴ശし、大ጲࣁבև֥協

፛৘૒ב੫ँした。国際࿨֩ネットؤー֧פ،

ጥいた֟֌֓בト֪֣い֥はスライドפלジآ

たい（スライド㕵⿤７）。

STS ׊֐ト֪おפלジآ، IAEA ֧の国際

協፛のॗጅは、ମ発事୆໴֪ࣤお׊֐႘本

ਸֲ国際保健؀ؚؔרテטのဖ፛בᄗࢭした

ׁの֦ցり、၍時֪、学֟ג教ોב生֊し、थ

ੌのถऐูבみഓ֬たׁの֦ց׊。間ׁ֩く

スタートす׊新た֩STS،آジפלトׁ֦、福

島֦のዓ׋た೘りຎみב૫໗し、社会֪お֐

Rays of Hope†イ؀シア、׃פス؟放射線׊

ኴ༎֪೘り׊し֥֩֨、医療֪৘すྫྷב؋׶

ຎֿያ࿊֦ց׊（スライド㕸）。

ৰྔ஬࣏ ே఑৿৘֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭׈ો
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؋؄ؤ・ؠ׼؋ח・יؖ

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤዿ局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般࿨֩ॗጅב࿿և׊際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօ֪ග報בശ理し、

理शし、؟スבפᅴअす׊の֊בႾ࠶し、׎֊

り׃すくග報ב࿿և֥੢ዛす֧֒׊がഓጅ֦

ց׊。また、放射線の影響בଖႪす׊঵ೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

֪、੢ྫྷのග報ശ理の౗ሑ֪ৰ֤い֥、֨の

ׇօ֪理शす׊の֊בཐׁ֧֒׊ഓጅ֦ց׊。

ց؀ؚؔר、֥֚׎ケーシ؜ンの୶එ֪は、Ⴘ

ᔐ、（Ⴘ׊ணև）発༥のኜ֊ら໎և、፺長፬ב

႙፬（শ֗׊Ⴘ）、᧐཰፬（本Ⴗ࿨֩Ⴘ）֧い֢

た໊׊֩ࡣኜב認ಡす׊ᅢጅがց׊（スライド

１）。

֔ら֪、໢のጅ֧ࢀし֥、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ࿨地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ୤、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐׇ֪

テラシーは、医療ַのア؟スؠ؍。׊֩ࡣ֥֢

セス֧֜のጦዿ、医療࿓੝ೄ֧঵ೄのະୗפ

作ዿ、またセؠ؊ケアׇ֪֢֥、健康ဗ׃臨床

࿨֩ଅऐ֪影響בਸֻすた׀、ணፄす׊ᅢጅ

がց׊。೥診時֪お׊֐გ૤行၌は、医療࿓

੝ೄ֧঵ೄ֧の؀ؚؔרケーシ؜ン֪影響ב

ይևօ׊。፯և֯、ᇌँ、঵ೄ֧医師の৘૒׃

ຖሑのต६、ರ病֜のׁののၟ྇֩֨、๺֥

֜。׊ᇥ෾֦ց׊ン֪影響す؜؀ケーシؚؔר

し֥、؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ンはഩ環֦ցり、

֜のथ࿘֦ऌ໖֧֩֨の؀ؚؔרケーシ؜ン֧

調和、֜し֥؆؟؋ッ؀ؚؔרפケーシ؜ンַ֧

広が֢֥いく。し֊しᅋඛ֪ഓጅ֩のは、影響

؀ケーؚؔרり֧׎社会֧の৘ࡰ地׊֐೥ב

シ؜ン、֜し֥૓ྐ֧ග報発මの内容֦ց׊

（スライド２⿤４）。

IAEA は、長年֪׎た׊႘本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟放射線、֥֗ྫྷבトפלジآ

線ؗ؀タ؟ンץ、֜し֥技術๔኷ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ࿨֪୪ጺ֦֌؀ؚؔר׊ケ

ーシ؜ン୶එ֪೘りຎ֦ג֌た。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪׁまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協፛し、放射線・健康・社会֪৘す׊教育・

研究،آジפלトב長年֪׎た֢֥実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊֪お׊֐੢၍トレー؀ンؤ׃ץーפシ؜ッ،

開催し֥֌た。֒の協፛৘૒は、֜の後のב

ら֪४大֥֔֔֗ྫྷבトפלジآ،ーのףؠ؎

঵ೄの放׃り、ഉ民׎ೱの๔኷ऌがइࣨ、׋

射線֪৘す׊ଖႪ֪໴ശし、大ጲࣁבև֥協

፛৘૒ב੫ँした。国際࿨֩ネットؤー֧פ،

ጥいた֟֌֓בト֪֣い֥はスライドפלジآ

たい（スライド㕵⿤７）。

STS ׊֐ト֪おפלジآ، IAEA ֧の国際

協፛のॗጅは、ମ発事୆໴֪ࣤお׊֐႘本

ਸֲ国際保健؀ؚؔרテטのဖ፛בᄗࢭした

ׁの֦ցり、၍時֪、学֟ג教ોב生֊し、थ

ੌのถऐูבみഓ֬たׁの֦ց׊。間ׁ֩く

スタートす׊新た֩STS،آジפלトׁ֦、福

島֦のዓ׋た೘りຎみב૫໗し、社会֪お֐

Rays of Hope†イ؀シア、׃פス؟放射線׊

ኴ༎֪೘り׊し֥֩֨、医療֪৘すྫྷב؋׶

ຎֿያ࿊֦ց׊（スライド㕸）。

ৰྔ஬࣏ ே఑৿৘֧֭ᎌૢ – ᆵဥ֊ੱ֭׈ો

https: / / mi-psych. com. au/ your-b rains-3 -emotion-regulation-systems/
https: / / q uarterj ack. tumb lr. com/ post/ 1 3 8 6 2 6 9 8 2 2 0 5 / triuneb rain-humanb rain-b rain-reptiles-mammals

Adapted from Paasche-Orlow and Wolf (2007)

Source:  Adapted from Ong,  L.  M. ,  De Haes,  J.  C. ,  Hoos,  A.  M. ,  &  Lammes,  F.  B.  (1 9 9 5 ).  Doctor-patient communication:  a review of the literature.  Social science &  medicine,  4 0 (7 ),  9 0 3 -9 1 8 .

WHO Risk Communication Training: http://www.who.int/risk-communication/training/module-b/en/index1.html
P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. Houghton Mifflin. pp.620-623. 
http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

Image: P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. 
Houghton Mifflin. pp.620-623. http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

o

o






Adapted after: Radiation Risk Communication in Fukushima from an STS Perspective Gregory Clancey, National University 
of Singapore, 2019
https://www.healthcareitnews.com/news/5-point-communication-strategy-help-reduce-clinicians-cognitive-load

CM and TM 2 0 2 0 :
+  Braz il,  Egypt,  Ukraine

TM N ovemb er 2 0 2 1 :
+  N orway,  Russia,  K az akhstan,  
Philippines

CM June 2 0 2 2
+  Belgium (3  SCK  CEN  and 4  
Academic)

https://www.iaea.org/sites/default/files/19/10/milestones-document-2019.pdf

•
•
•
•

㕱׾י؞׮ 㕲׾י؞׮

3׾י؞׮ 4׾י؞׮

5׾י؞׮ 6׾י؞׮

7׾י؞׮ 8׾י؞׮

ሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫ״بװーؐーؕページ֪๺֥֭ב׾י؞׮掲載֖֥փֽ֘
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ౄइೄ֊ら事前または当႘೥֐ᆋ֐たಱኴׁ֪֧ב、田巻倫明教೨֧ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

博士֧の間֦ಱਝࣤးב行֢た。

ӡဂবӢア؋؄ؤ・ؠ׼؋๐生の஬֦࣏は、؀ؚؔרケーシ؜ンのৰ本࿨֧֩֒׌֊ら、঵ೄ֔׃ג

地ࡰ社会֧の؀ؚؔרケーシ؜ンの౗ຎみ׃ମׁ໋֪֩֨඲֥׋いた֟いた。また、 のગ

਼事໺ַのᅏև֧໴֪ࣤ৘す׊ঊ၌׃、ମ発事୆ࡒவの福島県立医科大学֧の連携֪֣い֥

ׁ֓ൾऴいた֟いた。

Àଡኁଌஅྔ௮׃ଌஅ့֪ؗץب؟״؀։փ֥Ւ஬࣏փ֞֟փ֞঵ೄ֧࡭౧Ւց׊փ֮࡭౧

֧དࡰഉኁ֧֭צ؀ؚؔרー֭ب؜׬౗ሑׇ֭֨בօ֪ࣤ用֦֌֧׊։ணև֊Փ

ӡؠ׼؋חՔ؋؄ؤӢ本႘お話した؀ؚؔרケーシ؜ンのሑ法Ꭺ׃科学・技術・社会研究（ ）の

֊の׊֐のׇօ֪県民健康調査֪֩֨ଅֲ֣֨、בפ؀ッפテ׊ラム֦学ֵ֧֒の֦֌ؚע؟נ

はᅋඛ֪ഓጅ֦ց׊。ዻy֩調査研究׃२೟実໺調査ׇ֪֢֥ၜら׋た׼ータは、֜׋らが理

श֔֯׋֐֩׋ःの࡝ታׁಏた֩い。؀ؚؔרケーシ؜ンはᇌँ׃ସ୤、人生૪ଫ֜׃の人が

མ֊֥׋い׊გ૤ׇ֪֢֥श೑が֥֢֩ࡣく׊た׀、人፬֪֧֢֥ඛ֪ഓጅ֩ኴ༎֦ց׊。一般

࿨֪地ࡰഉ民֜׃の໢౫援団໲֧の֣֩がりが໣い医師は、֦֜֒ःが਍֌֥い׊の֊ב࿨

॰֪Ⴞ࠶・理शす֧֒׊が঵ೄ׃地ࡰഉ民תבポートす׊එ֦ᅋඛ֪ഓጅ֦ց׊。ׁし技術ೄ

、が、፯և֯׊話す֧֦֒໑りב๔኷ዿ୤׊ዿすྫྷ֦֒֜、֯׋ց֦ט؀テؚؔרの֐科学ೄ֟׃

一般の学஑׃ዲབྷࣆの๐生がः֊בཐりたが֢֥い׊඘஽֪は、֜の඘の๺員が理श֦֌׊

༳୤בౚօ֩֨、ׇりፕい؀ؚؔרケーシ؜ンב೘ら֩い଺り、֢֚֊くの׼ータ׃ග報ׁະ೚֪

ၫ֊֙理श֔֩׋いईႷตがց׊。ະ೚のସ֢֥いב֧֒׊࿨॰֪理शす׊た֪׀は、おୗい

֪֨のׇօ֩؀ؚؔרケーシ؜ンב೘׊֊が৘૒し֥い׊。֒の地੃එ֦人֧し֥生֌׊中֦、理

श֦֌֩֊֢たり、୥श֔׋たりす֧֒׊は、ௗ႘֒の඘֪い׊๺֥のሑyׁ֪૪ଫがց֧׊౩

օ。֜の࿾֦ のؚע؟נラム֪は、׊֩ࡣணևሑר׃ンセ،トבዩ஽֥֚֔੢ዛす׊た׀の

テ؀פッפが৞ま֥׋い׊の֦、ฏᅋౄண֪し֥ግしい。

ӡဂবӢგ૤׃ཐಡレ؎ؠ、๔኷ཐಡの࡫いがցׁ֢֥、理शईႷ֩၍֗「ସጃ」֦話す֧֒がഓ

ጅ֦ցב֧֒׊ഠָ֥いた֟いた。

ಱਝࣤး
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ౄइೄ֊ら事前または当႘೥֐ᆋ֐たಱኴׁ֪֧ב、田巻倫明教೨֧ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

博士֧の間֦ಱਝࣤးב行֢た。

ӡဂবӢア؋؄ؤ・ؠ׼؋๐生の஬֦࣏は、؀ؚؔרケーシ؜ンのৰ本࿨֧֩֒׌֊ら、঵ೄ֔׃ג

地ࡰ社会֧の؀ؚؔרケーシ؜ンの౗ຎみ׃ମׁ໋֪֩֨඲֥׋いた֟いた。また、 のગ

਼事໺ַのᅏև֧໴֪ࣤ৘す׊ঊ၌׃、ମ発事୆ࡒவの福島県立医科大学֧の連携֪֣い֥

ׁ֓ൾऴいた֟いた。

Àଡኁଌஅྔ௮׃ଌஅ့֪ؗץب؟״؀։փ֥Ւ஬࣏փ֞֟փ֞঵ೄ֧࡭౧Ւց׊փ֮࡭౧

֧དࡰഉኁ֧֭צ؀ؚؔרー֭ب؜׬౗ሑׇ֭֨בօ֪ࣤ用֦֌֧׊։ணև֊Փ

ӡؠ׼؋חՔ؋؄ؤӢ本႘お話した؀ؚؔרケーシ؜ンのሑ法Ꭺ׃科学・技術・社会研究（ ）の

֊の׊֐のׇօ֪県民健康調査֪֩֨ଅֲ֣֨、בפ؀ッפテ׊ラム֦学ֵ֧֒の֦֌ؚע؟נ

はᅋඛ֪ഓጅ֦ց׊。ዻy֩調査研究׃२೟実໺調査ׇ֪֢֥ၜら׋た׼ータは、֜׋らが理

श֔֯׋֐֩׋ःの࡝ታׁಏた֩い。؀ؚؔרケーシ؜ンはᇌँ׃ସ୤、人生૪ଫ֜׃の人が

མ֊֥׋い׊გ૤ׇ֪֢֥श೑が֥֢֩ࡣく׊た׀、人፬֪֧֢֥ඛ֪ഓጅ֩ኴ༎֦ց׊。一般

࿨֪地ࡰഉ民֜׃の໢౫援団໲֧の֣֩がりが໣い医師は、֦֜֒ःが਍֌֥い׊の֊ב࿨

॰֪Ⴞ࠶・理शす֧֒׊が঵ೄ׃地ࡰഉ民תבポートす׊එ֦ᅋඛ֪ഓጅ֦ց׊。ׁし技術ೄ

、が、፯և֯׊話す֧֦֒໑りב๔኷ዿ୤׊ዿすྫྷ֦֒֜、֯׋ց֦ט؀テؚؔרの֐科学ೄ֟׃

一般の学஑׃ዲབྷࣆの๐生がः֊בཐりたが֢֥い׊඘஽֪は、֜の඘の๺員が理श֦֌׊

༳୤בౚօ֩֨、ׇりፕい؀ؚؔרケーシ؜ンב೘ら֩い଺り、֢֚֊くの׼ータ׃ග報ׁະ೚֪

ၫ֊֙理श֔֩׋いईႷตがց׊。ະ೚のସ֢֥いב֧֒׊࿨॰֪理शす׊た֪׀は、おୗい

֪֨のׇօ֩؀ؚؔרケーシ؜ンב೘׊֊が৘૒し֥い׊。֒の地੃එ֦人֧し֥生֌׊中֦、理

श֦֌֩֊֢たり、୥श֔׋たりす֧֒׊は、ௗ႘֒の඘֪い׊๺֥のሑyׁ֪૪ଫがց֧׊౩

օ。֜の࿾֦ のؚע؟נラム֪は、׊֩ࡣணևሑר׃ンセ،トבዩ஽֥֚֔੢ዛす׊た׀の

テ؀פッפが৞ま֥׋い׊の֦、ฏᅋౄண֪し֥ግしい。

ӡဂবӢგ૤׃ཐಡレ؎ؠ、๔኷ཐಡの࡫いがցׁ֢֥、理शईႷ֩၍֗「ସጃ」֦話す֧֒がഓ

ጅ֦ցב֧֒׊ഠָ֥いた֟いた。

ಱਝࣤး
À๖ၾ໠֭զ㕱Ⴉ৖֭ሐಽ๦ᅇ֯֎๦ፘ֋㕱 ׮؟փօ֧׊੽֋਍֒ࢬ࠵එ֦ଌஅַ֭ࡒ

๹֧֖֥ஸ֎Ւ㕲㕰㕱㕴ӡᇓถ㕲㕶ӢႩࡕ֮†Ⴁཐפ׮؟௮է֪֣փ֥Ւሐಽ๦֭ྔ׊Ⴁಡ֪৘֘פ

֧㕲㕰㕱㕷ӡᇓถ㕲㕹ӢႩֺ֧֦֧֮֨גᇥँ֖֥փ֩փՓׇ֭֨օ֪آ،חーू֦֧֒׊֘׶๷

֦֌֧׊ணև׊֊i ӡ༉ၥӢ

ӡؠ׼؋חՔ؋؄ؤӢඈ఍׼ータב੢ዛす֧֒׊はഓጅ֟が、֦֜֩֐֟׋く、፯և֯国際線֪一

ဗඔ֧֨׊のくらいᅇ֯くす׃֊׊、ၟ࿊の地ࡰのಛ๹放射線֧ಛᇀのഉ֦גい׊地ࡰの֜׋

。׊ഓጅ֦ցׁ֧֒׊すく๊明したり࿿ևたりす׃ᇀ֊り֦֧֒׊のषり֪ցි、֨֩׊ᄾॵすב֧

थੌのౄइೄ。׊ら人がആまりঊ၌し֥い֊ࡰト֦は、ฌै२国の֔ま֕ま֩地פלジآ،

֪は、ଭyಛ๹放射線がஸい֧֦֒ཐら׊׋インドのց׊地ሑഞිೄׁいたが、ᄸらは、֛֩ಛ

ᇀのഉ֦גい׊地ࡰの線量がஸいの֊、֜׋はः࡝בታす׊の֊ב理शし֥いた。また、ಛ己

໐࿊ׁഓጅ֦ց׊。福島のൊ๟作業֩֨が֜の፯֦、ಛි֦໐࿊す֧֒׊は、ௗ、֜の地が֨օ

い֢たඡੳ֩の֊בႾ࠶し、ಛ己ଂ࿊す֧֒׊が֦֌׊。֜し֥ആま֢た׼ータ֨בのׇօ֪श೑

すָ׊֌֊֧いօड༎はஏ֪ഓጅׁ֩の֧֩׊。

Àሐಽ๦๔኷ऌ֪໴֘׊මጘ֪֣փ֥Ւ؀ৄע؈൸ՒஃဥՔྙఞַ֭ମჴဨऀ֩֨Ւࡴᄤ౦ኁ

֋๔኷ऌַ֭ᆊමൣבփ֞ಈଉ֮໣փՓ ֭ධ֮ࡿሐಽ๦֭๔኷ऌ֧֟౩օ֋Ւׇ֭֒

օ֩ேኁ֭ᆊම֪֨օ໴ശ֭֘׊֊iӡ༉ၥӢ

ӡؠ׼؋חՔ؋؄ؤӢ౶֪ସև׊ᄧ֦ࡗのषး֪֩׊が、放射線の๔኷ऌ֧一般市民֧の৘૒は、

医師֧঵ೄのະୗ৘૒ׇ֪くಉ֥い׊。ଵఓ֦は、医師֧঵ೄは໴့のະ೚֧し֥ഋᇀ֪議Ꭺ

すׇ׊օ֪֩り、ׇ֪֜׋り঵ೄಛි֦治療ሑ෕בଂ࿊す֧֒׊が֦֌ׇ׊օ֪֢֩た。ึのׇօ

֪、๔኷ऌが঵ೄ֪ග報ב࿓੝し֥֦֜׋೸׎り֧いօのは、൛֩くׁ֧１ฌਈׁ前の話し֦ց׊。

大ᄖの঵ೄは治療ב೥֪׊֐当た֢֥ዻy֩ග報ב調ָ֧֒׊が֦֌׊が、֜のಛዡ֪は฽႞

がᄔօ。インターネットבऴし֥ග報༷בす඘஽、୥֢たග報֪Ꮁ֩׋֔׎いׇօ、֜のග報ଳの

මዿตבඛ֪॰認す׊ᅢጅがց׊。また、おୗいが協፛す֧֒׊（؆ート׿ーシッ،）のഓጅตב

ሬ֥׋は֩ら֩い。༱ׁが๺֥のፚࡰの๔኷ऌ֪֦֩֐׎׊׋は֩く、፯և֯ഩ環৯の๔኷医

が放射線治療ב理शし֥い֧׊は଺ら֩い。福島県立医科大学֜׃の໢の大学֦は、放射線֪

৘す׊教育時間בໃ׃しౡ׀、放射線の理श້ב進すׇ׊օ֩ဖ፛בし֥い׊。༱ׁが၍ׇ֗օ

֪ၟᇠ֩トレー؀ンבץ೥֐ら֦֐׎׊׋は֩いた׀、๔኷ऌ֧ᅋ๔኷ऌ֧いօᎲ֪೬֩׋׎い

֧֒がഓጅ֧֟ணև׊。๔኷ऌ֧はいևֱ֧りの଼人֦ցり、֜׋

Ⴊ၈֪མבいօ֧֧֒׊გ૤がց、ؠ؎ཐಡレ׃の๔኷ᇀኾ׋֝

く֧֦֒、おୗいב理शす֪֧֒׊૬が׊は֦֙ց׊。

ӡဂবӢମ発事୆後の福島県立医科大学֧ の連携協፛৘

૒は、ᅋඛ֪ዛ益ׁ֩の֦ցり、ௗ後放射線֪৘す؟׊スؚؔרפ

؀ケーシ؜ンঊ၌֪大い֪ዂ立ׁ֣の֧ணև֥い׊。
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ၾ౅ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ႘本大ූఆ発ఆ෾֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治໲ධ員ׇり福島大学֪ઌ務し֥い

たဎཇೄのׁ֧֪「ጜ֠ཧ֌の֩いዲಋがໃ

և֥い׊」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子ׁ֪֨

ःが਍֌֥い׊の֊、実໺בश明す׊た׀の

調査֧౫援ב開ౡした。֜の後１０年ࡒඑ֪ဍ

り、पyは当ड़ಛ治໲の協፛בၜ֥、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲבዿいた健診ב೥֐たැ子

๺֥ב໴ඉ֪した調査ב૫໗し֥い׊（スライ

ド１）。

ኴ診ᅲ׼ータבᇀืした֧֒׌、ූఆྞ後

֊ら෾年後֪健診ב೥診した、֣まり႙ዲಋ

ৼ֪ූఆב૪ଫした１ఄᄖ・㕳ఄᄖのዲಋの

ആ団֦は、ූఆࡒ前֪健診ב೥診したූఆב

૪ଫし֥い֩い၍地ࡰのዲಋのആ団֧ᄾॵ

し֥、໣၌֩֨のၟตבಏ֣子ׁ֨がໃև֥

い֧֒׊がᇀ֊֢た。ූఆ෾年後֪は、໣၌

֩֨のআ஽はූఆࡒ前の෯മ֪኱り֣֣ց֢

たが、ᅊႍ౪ಘがशൊ֔׋਀৔ࡤ׃ഉ֩֨の

ᄔい、௺ֲ、子ׁ֨のആ֪׊၌がঊ発ँすࡤ

団の中֦ጜ֠ཧ֌の֩֔が৑ళׇ֔׊׋օ֪

֢֩た（スライド２⿤４）。

֦֜֒、पyは、子ׁ֨た֠の૪時࿨֩ᇥ

、がᅢጅ֧ணև֧֒׊調ָבँ （平ถ

）年ׇり൚学２年生・㕵年生の保護ೄב໴

ඉ֪したアンケート調査בౡ׀た。֝׋֝׋

の学年֪֣い֥㕳年間ᇀの׼ータבᇀืした

ଅऐ、ූఆ当時は႙ಋׁしくはቴഞ生֢֟た

൚学２年生の中֦౫援؀ーׯのஸい子ׁ֨

は、す֦֪㕳ఄᄖ健診時֪֊גしׂくがց֩׊

֨のၟตが౪࿤֥֔׋いた֧֒がᇀ֊֢た。

また、アンケート実౮時࿾֪お׊֐保護ೄの

๺໲࿨健康শの࿃֧֔、子ׁ֨のഞ生後、長

ৼ間֪׎た׊ᅊႍ生ঊׁ影響し֥い֧֒׊が

ᇀ֊֢た。൚学㕵年生֦౫援؀ーׯのஸい子

ׁ֨は、㕳ఄᄖ健診時֧アンケート実౮時のፊ

時࿾֪おい֥、ሀැが೮׃ࡗ夫のתポートが

ᆊ໑し֥い֧׊শ֥֗おり、長ৼ間֪׎たり、

ሀැが೮ࡗ֊らתポートבၜら֥׋い֩い֧

認ಡし֥いた（スライド㕵ӣ６）。

らの調査ଅऐ֊ら、൚学生時֪౫援؀׋֒

ーׯのஸいැ子は、ዲಋৼ֊ら֜のཽ୭がց

り、֜のཽ୭֪౫援ೄがਂᆋ֌ວৼ֪ऴႚす

ईႷต׊ැ子のඡ໺のू๷֪֣֩が֦֧֒׊

がց׊。֔ら֪、౫援؀ーׯのஸいැ子はఆ

॔֩֨の大֌֩ഞ጖事が発生した際֪は生ঊ

௺ଔが長ৼँす֧׊い֢たड༎בಏ֠׃すい

ׁ֧֒ᇀ֊֢た。調査໴ඉ地֦ࡰは、תポート

ಃଳが଺ら֥׋い׊た׀、൛֩いתポートಃ

ଳב౫援؀ーׯのஸいැ子֪॰実֪ၫ׊֐

た׀の໲ฑב構ཝす׊ᅢጅがց׊。本研究の

଺ै࿾は、႙ዲಋ健診の׼ータ֧学ၔৼの׼

ータבᅩ֤ྩ֥֐฿֦֌׊事፯が൛֩֊֢た

֧֦֒ց׊。ௗ後は、౫援のた׀の୲ጴ࿨֩

ータཡูがᅢጅ֦ցり、当ड़ಛ治໲֧連携׼

し౫援֪ዂ立֣調査研究ב૫໗し֥いく（ス

ライド７）。

㕲 㕱 ᆵဥ֭౤ַׁ֭֨֞֠඾ጫ࿨ࢬ੽֧֭֜חצӱ
ഒཉྔ௮֊־׈և֥֌֧֞֒
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ၾ౅ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ႘本大ූఆ発ఆ෾֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治໲ධ員ׇり福島大学֪ઌ務し֥い

たဎཇೄのׁ֧֪「ጜ֠ཧ֌の֩いዲಋがໃ

և֥い׊」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子ׁ֪֨

ःが਍֌֥い׊の֊、実໺בश明す׊た׀の

調査֧౫援ב開ౡした。֜の後１０年ࡒඑ֪ဍ

り、पyは当ड़ಛ治໲の協፛בၜ֥、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲבዿいた健診ב೥֐たැ子

๺֥ב໴ඉ֪した調査ב૫໗し֥い׊（スライ

ド１）。

ኴ診ᅲ׼ータבᇀืした֧֒׌、ූఆྞ後

֊ら෾年後֪健診ב೥診した、֣まり႙ዲಋ

ৼ֪ූఆב૪ଫした１ఄᄖ・㕳ఄᄖのዲಋの

ആ団֦は、ූఆࡒ前֪健診ב೥診したූఆב

૪ଫし֥い֩い၍地ࡰのዲಋのആ団֧ᄾॵ

し֥、໣၌֩֨のၟตבಏ֣子ׁ֨がໃև֥

い֧֒׊がᇀ֊֢た。ූఆ෾年後֪は、໣၌

֩֨のআ஽はූఆࡒ前の෯മ֪኱り֣֣ց֢

たが、ᅊႍ౪ಘがशൊ֔׋਀৔ࡤ׃ഉ֩֨の

ᄔい、௺ֲ、子ׁ֨のആ֪׊၌がঊ発ँすࡤ

団の中֦ጜ֠ཧ֌の֩֔が৑ళׇ֔׊׋օ֪

֢֩た（スライド２⿤４）。

֦֜֒、पyは、子ׁ֨た֠の૪時࿨֩ᇥ

、がᅢጅ֧ணև֧֒׊調ָבँ （平ถ

）年ׇり൚学２年生・㕵年生の保護ೄב໴

ඉ֪したアンケート調査בౡ׀た。֝׋֝׋

の学年֪֣い֥㕳年間ᇀの׼ータבᇀืした

ଅऐ、ූఆ当時は႙ಋׁしくはቴഞ生֢֟た

൚学２年生の中֦౫援؀ーׯのஸい子ׁ֨

は、す֦֪㕳ఄᄖ健診時֪֊גしׂくがց֩׊

֨のၟตが౪࿤֥֔׋いた֧֒がᇀ֊֢た。

また、アンケート実౮時࿾֪お׊֐保護ೄの

๺໲࿨健康শの࿃֧֔、子ׁ֨のഞ生後、長

ৼ間֪׎た׊ᅊႍ生ঊׁ影響し֥い֧֒׊が

ᇀ֊֢た。൚学㕵年生֦౫援؀ーׯのஸい子

ׁ֨は、㕳ఄᄖ健診時֧アンケート実౮時のፊ

時࿾֪おい֥、ሀැが೮׃ࡗ夫のתポートが

ᆊ໑し֥い֧׊শ֥֗おり、長ৼ間֪׎たり、

ሀැが೮ࡗ֊らתポートבၜら֥׋い֩い֧

認ಡし֥いた（スライド㕵ӣ６）。

らの調査ଅऐ֊ら、൚学生時֪౫援؀׋֒

ーׯのஸいැ子は、ዲಋৼ֊ら֜のཽ୭がց

り、֜のཽ୭֪౫援ೄがਂᆋ֌ວৼ֪ऴႚす

ईႷต׊ැ子のඡ໺のू๷֪֣֩が֦֧֒׊

がց׊。֔ら֪、౫援؀ーׯのஸいැ子はఆ

॔֩֨の大֌֩ഞ጖事が発生した際֪は生ঊ

௺ଔが長ৼँす֧׊い֢たड༎בಏ֠׃すい

ׁ֧֒ᇀ֊֢た。調査໴ඉ地֦ࡰは、תポート

ಃଳが଺ら֥׋い׊た׀、൛֩いתポートಃ

ଳב౫援؀ーׯのஸいැ子֪॰実֪ၫ׊֐

た׀の໲ฑב構ཝす׊ᅢጅがց׊。本研究の

଺ै࿾は、႙ዲಋ健診の׼ータ֧学ၔৼの׼

ータבᅩ֤ྩ֥֐฿֦֌׊事፯が൛֩֊֢た

֧֦֒ց׊。ௗ後は、౫援のた׀の୲ጴ࿨֩

ータཡูがᅢጅ֦ցり、当ड़ಛ治໲֧連携׼

し౫援֪ዂ立֣調査研究ב૫໗し֥いく（ス

ライド７）。

㕲 㕱 ᆵဥ֭౤ַׁ֭֨֞֠඾ጫ࿨ࢬ੽֧֭֜חצӱ
ഒཉྔ௮֊־׈և֥֌֧֞֒ ֪׀֮֗
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ᇦᇓ ൹໋

一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事 ଍
事務局長

ဪ႘本大ූఆਸֲମ子፛ఆׇ֪॔り、ௗ֩

お、ዃ２ቮ人の県民が県外ַᅊႍし֥い׊。

ふくしま連携復興センター֦は、福島県֊

ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」ב

೥༛し、๺国２６֊所֪おい֥ᅊႍ๐の民間

団໲֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ໴֪ࣤցた

֢֥֌た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎ໴ࣤの໢、୪ጺ会の開催֩֨ב

行֢֥֌た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援੐࿾ב༶֢֥い׊団໲の໣

くは一般のNPO֩֨の౫援団໲֟が、๔኷

ऌ֦ց׊、公認心理師協会׃社会福祉士会、

精神保健福祉士が༶֢֥いׁ׌֧֒׊ց׊。

事業開ౡ当ഷは、ഉ༔॰保֪৘す׊ະཎ

ਿבග報׊ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援ప֪৘す׃

؍ؠの֩֨が໣֊֢た。֜の後、ؖンタׁ׊׀

ሑ֊らの׊׋׎౩֧׊ሎև֥いבスのኴ༎ؠ

ະཎ׃生ঊ௘੅のະཎ֩֨生ঊ๺般֪৘す

。ະཎがໃև֥֌た（スライド㕳⿤㕵）׊

౫援పの೸ፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֪֩֨ᄔ֢֥౫援؀ーׁׯᇥँし֥い׊。ま

た、時間の૪थׁ֧֧֪、ᅊႍೄがሎև׊ड

༎はᅊႍዡ጖のड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

し֥֌֥い֧֒׊が׎֊֢た。֜のგ૤֪は、

ᅊׇႍ֪׊地؀ؚؔרࡰテט֊らのୁ立֧いօ

ड༎がໜఓし֥いׁ׊の֧ணևら׊׋（スライ

ド６）。

地؀ؚؔרࡰテט֊らୁ立し֥い׊ᅊႍೄ

は、ෆ௅֩ඡੳ֪ցׁ֢֥೮ࡗの発ଣがཛ׋

たり、ಛらฤבඑ֑֪くい֧いօඡੳがց׊。

ஏ֪、ஸ፼ೄؖ׃ンタؠ؍ؠス֪ኴ༎がց׊

඘஽、ಛらᅢጅ֩ග報בၜ֧֒׊がႍしく、ಛ

ිの፛֦֟֐は生ঊב௺ଔす֧֒׊が௘ႍ֪

֢֥֩く׊。

֒օしたඡੳבふまև、ᅊႍೄが਀৔、ց׊

いは࿊ഉい֙ב׋๰༖すׇ֪֚׊、֜の地ࡰ

の生ঊೄ֧し֥、౫援し֥いく֧֒がഓጅ֦ց

り、地ࡰの社会ಃଳ֧連携し֥いく֧֒が一

ພᅢጅ֧֢֥֩֌֥い׊。৻֪、社会が地ࡰ

の੢၍໲機Ⴗׇ֪り೥֐౱֥׀֌֥いたׁの

が、社会のᇥँׁ֪֧֩い、ዻy֩౫援؀ー

。׊֌֥い֥׋し֥ᅳ֧ׯ

地ࡰの੢၍໲の機Ⴗ֪༉ׁ׊׎の֧し֥、

国֦は、ഓພ࿨౫援໲ฑธᅏ事業†׃ఆ॔ケ

ースؓネジؖント†֩֨横断࿨֩Ꮂຎみの֩֊

֦౫援し֥いくた׀の໲ฑב作׌օ֧し֥い

の׋֝׋ᅊႍೄの౫援֪際しׁ֥֜ࡰ広。׊

地֪ࡰおい֥、平時֊らし֢֊り֧連携し֥い

く֧֒がഓጅ֦ց֧֒׊֊ら、֒օした၌֌が

ౄண֧֩׊。

ௗषのႷဎᄖ島地ූ֪おいׁ֥広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙጖、ႊॆトラ؊地ූ׃

ೣဒྞऀ地ූ֩֨੎大ఆ॔の発生ׁያ໐֔

た教ો֩֨׋ဪ႘本大ූఆ֦ၜら。׊い֥׋

ዻy֩機会֪発ම、੢ዛし֥いく֧֒がഓב

ጅ֧֧֩֒いև׊（スライド７ӣ㕸）。

2-2 ဪ႘቎་ූఆਸֲମ౤፛ఆׇ֪॔׊ஃࡰᅊႍೄַ֭౫֪࣍
֣փ֥
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ᇦᇓ ൹໋

一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事 ଍
事務局長

ဪ႘本大ූఆਸֲମ子፛ఆׇ֪॔り、ௗ֩

お、ዃ２ቮ人の県民が県外ַᅊႍし֥い׊。

ふくしま連携復興センター֦は、福島県֊

ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」ב

೥༛し、๺国２６֊所֪おい֥ᅊႍ๐の民間

団໲֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ໴֪ࣤցた

֢֥֌た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎ໴ࣤの໢、୪ጺ会の開催֩֨ב

行֢֥֌た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援੐࿾ב༶֢֥い׊団໲の໣

くは一般のNPO֩֨の౫援団໲֟が、๔኷

ऌ֦ց׊、公認心理師協会׃社会福祉士会、

精神保健福祉士が༶֢֥いׁ׌֧֒׊ց׊。

事業開ౡ当ഷは、ഉ༔॰保֪৘す׊ະཎ

ਿבග報׊ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援ప֪৘す׃

؍ؠの֩֨が໣֊֢た。֜の後、ؖンタׁ׊׀

ሑ֊らの׊׋׎౩֧׊ሎև֥いבスのኴ༎ؠ

ະཎ׃生ঊ௘੅のະཎ֩֨生ঊ๺般֪৘す

。ະཎがໃև֥֌た（スライド㕳⿤㕵）׊

౫援పの೸ፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֪֩֨ᄔ֢֥౫援؀ーׁׯᇥँし֥い׊。ま

た、時間の૪थׁ֧֧֪、ᅊႍೄがሎև׊ड

༎はᅊႍዡ጖のड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

し֥֌֥い֧֒׊が׎֊֢た。֜のგ૤֪は、

ᅊׇႍ֪׊地؀ؚؔרࡰテט֊らのୁ立֧いօ

ड༎がໜఓし֥いׁ׊の֧ணևら׊׋（スライ

ド６）。

地؀ؚؔרࡰテט֊らୁ立し֥い׊ᅊႍೄ

は、ෆ௅֩ඡੳ֪ցׁ֢֥೮ࡗの発ଣがཛ׋

たり、ಛらฤבඑ֑֪くい֧いօඡੳがց׊。

ஏ֪、ஸ፼ೄؖ׃ンタؠ؍ؠス֪ኴ༎がց׊

඘஽、ಛらᅢጅ֩ග報בၜ֧֒׊がႍしく、ಛ

ිの፛֦֟֐は生ঊב௺ଔす֧֒׊が௘ႍ֪

֢֥֩く׊。

֒օしたඡੳבふまև、ᅊႍೄが਀৔、ց׊

いは࿊ഉい֙ב׋๰༖すׇ֪֚׊、֜の地ࡰ

の生ঊೄ֧し֥、౫援し֥いく֧֒がഓጅ֦ց

り、地ࡰの社会ಃଳ֧連携し֥いく֧֒が一

ພᅢጅ֧֢֥֩֌֥い׊。৻֪、社会が地ࡰ

の੢၍໲機Ⴗׇ֪り೥֐౱֥׀֌֥いたׁの

が、社会のᇥँׁ֪֧֩い、ዻy֩౫援؀ー

。׊֌֥い֥׋し֥ᅳ֧ׯ

地ࡰの੢၍໲の機Ⴗ֪༉ׁ׊׎の֧し֥、

国֦は、ഓພ࿨౫援໲ฑธᅏ事業†׃ఆ॔ケ

ースؓネジؖント†֩֨横断࿨֩Ꮂຎみの֩֊

֦౫援し֥いくた׀の໲ฑב作׌օ֧し֥い

の׋֝׋ᅊႍೄの౫援֪際しׁ֥֜ࡰ広。׊

地֪ࡰおい֥、平時֊らし֢֊り֧連携し֥い

く֧֒がഓጅ֦ց֧֒׊֊ら、֒օした၌֌が

ౄண֧֩׊。

ௗषのႷဎᄖ島地ූ֪おいׁ֥広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙጖、ႊॆトラ؊地ූ׃

ೣဒྞऀ地ූ֩֨੎大ఆ॔の発生ׁያ໐֔

た教ો֩֨׋ဪ႘本大ූఆ֦ၜら。׊い֥׋

ዻy֩機会֪発ම、੢ዛし֥いく֧֒がഓב

ጅ֧֧֩֒いև׊（スライド７ӣ㕸）。

2-2 ဪ႘቎་ූఆਸֲମ౤፛ఆׇ֪॔׊ஃࡰᅊႍೄַ֭౫֪࣍
֣փ֥
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ဂব ፝ነ

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ
௶ン学஬؜ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ؀ケؚؔרפス؟
ーシ؜ン室長

福島県「県民健康調査」は、調査֧౫援の

二֣の཮֦ถり立֢֥い׊。本発ᅳ֦は、福

島県「県民健康調査」֥֗ྫྷב、放射線医学

県民健康管理センターが行֢֥い؟׊スרפ

ؚؔ؀ケーシ؜ン֧౫援ঊ၌בൾऴす׊（スラ

イド１）。

健康診査֦は、健診ଅऐのま֧׃׀健康ໃ

進のた׀の؟ー؊レットבଅऐ֧੢֪२଼人

֪ვᆑし、๺໲のଅऐ׃市ྎ村ቚのᇀืଅ

ऐב報告書֪ま֧׀、२市ྎ村֪࿓੝し֥い

׿また、市ྎ村のጅሰ֪֥ࣤ֗「健康セؔ。׊

ー」ב開催し֥い２０１６）׊⿤２０２２ՠ平ถ２㕸

⿤令和４ա年ဗま֦૱１７７ष開催）（スライド

２）。

ஙඡ๩検査֦は、検査໴ඉೄ֧֜の保護

ೄ֪୶֥֐௻新のଅऐ׃ਝኴ֪းև׊ ´

年２ष発ב「ஙඡ๩ྫྷම」֟גมり௔ב֨֩

行し送ᆋし֥い׊。また、検査֥֗ྫྷב医師、

看護師、臨床心理士֩֨ዻy֩ධ೟ׇ֪׊医

学࿨・心理࿨・社会࿨֩תポートב࿓੝し֥い

年ဗ֊らは、೓いฌ༉の（令和４）２０２２。׊

ஙඡ๩がג૪ଫೄב໴ඉ֪した؉アתポート†

ׁౡま֢た。֜の໢、ஙඡ๩検査֪৘す׊理

शבෆ֥׀いた֟くኬ࿨֦、ጅሰ֪֥ࣤ֗、

学஑֦はഞ前೨業、保護ೄ့୶֪֐はഞ྅

๊明会ׁ開催し֥い׊（スライド㕳）。

調査֦׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

は、セؠ؊ケア֪ዂ立֣৊ଃ֩助ସ଼ב人ଅ

ऐ֧੢֪送ᆋし֥い׊が、౫援ৰമ֪ৰ֤֌

౫援がᅢጅ֧ᄕ断֔׋たሑy֪は電話౫援

֦๔኷࿨֩תポートב࿓੝し֥い׊（年間ዃ

኎）。また、౫援ৰമ֪֥֢࣎、健康֪

৘す׊ග報׃医療機৘、ະཎັ୵֩֨בൾऴ

す׌֒֒」׊の健康ဗ֧生ঊ೺ষתポート؋ッ

ஏ֪本調査֦は市ྎ村。׊送ᆋし֥いב「פ

ቚの調査ଅऐבま֧׀、֜のଅऐ֪ৰ֤いた

๔኷࿨֩助ସב࿓੝し֥い׊（スライド４ӣ㕵）。

႟産婦֪৘す׊調査֦は、「心֧ි໲の健

康תポート؋ッפ（福島県ಋၔऌ࿍ड発行）」

調査ᅲ֧בー؊レット؟た׀ま֧ב調査ଅऐ׃

੢֪ვᆑし、षး内容֪֥ࣤ֗๔႞の助産

師・保健師֩֨が電話ؖ׃ー֦ؠະཎ・౫援

産婦人科֩֨の৘׃行֢た。また、市ྎ村ב

૒機৘֧連携し、地ࡰ๺໲֦の౫援֪૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌֪ঊ֊֥֔׋い׊（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１ࡰ㕳市ྎ村֧の連携ב੫׊׀た１」、֪׀㕳

市ྎ村連ጛ会」ב実౮し、「県民健康調査」の

ᇀืଅऐב੢ዛす֧׊੢֪、२市ྎ村のඡੳ

օဖׇ׊し、ዛ୲֩౫援֪૬֑࠶Ⴞבጅሰ׃

２０１㕳⿤２０２２（平ถ２㕵⿤令和４）。׊い֥׀

年ဗま֦૱㕳４２ष実౮し֥おり、֒の連ጛ会

֊ら૫໗࿨֩౫援が֦֌ׇ׊օ、センター内

ጅሰ׃大学の໢ᆪാׁ֧連携しྩइ౫援׃

ַの໴֪ࣤ当た֢֥い׊。֒の連ጛ会֩֨ב

ྫྷ֥֗、県民健康調査のঊ၌֪、１㕳市ྎ村の

ଵඡ・ጅሰ・࡝ଣבᄗ֦ࢭ֌ׇ׊օ֪ௗ後ׁဖ

፛し֥いく所ໜ֦ց׊（スライド７ӣ㕸）。

㕳 ଡኁଌஅ৉ጫ״بװー֭ᅇఆ౦ྎ໠֪໴֘؀ؚؔרפ׮؟׊
ঊ၌࣍౫֧ب؜׬ーצ
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ဂব ፝ነ

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ
௶ン学஬؜ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ؀ケؚؔרפス؟
ーシ؜ン室長

福島県「県民健康調査」は、調査֧౫援の

二֣の཮֦ถり立֢֥い׊。本発ᅳ֦は、福

島県「県民健康調査」֥֗ྫྷב、放射線医学

県民健康管理センターが行֢֥い؟׊スרפ

ؚؔ؀ケーシ؜ン֧౫援ঊ၌בൾऴす׊（スラ

イド１）。

健康診査֦は、健診ଅऐのま֧׃׀健康ໃ

進のた׀の؟ー؊レットבଅऐ֧੢֪२଼人

֪ვᆑし、๺໲のଅऐ׃市ྎ村ቚのᇀืଅ

ऐב報告書֪ま֧׀、२市ྎ村֪࿓੝し֥い

׿また、市ྎ村のጅሰ֪֥ࣤ֗「健康セؔ。׊

ー」ב開催し֥い２０１６）׊⿤２０２２ՠ平ถ２㕸

⿤令和４ա年ဗま֦૱１７７ष開催）（スライド

２）。

ஙඡ๩検査֦は、検査໴ඉೄ֧֜の保護

ೄ֪୶֥֐௻新のଅऐ׃ਝኴ֪းև׊ ´

年２ष発ב「ஙඡ๩ྫྷම」֟גมり௔ב֨֩

行し送ᆋし֥い׊。また、検査֥֗ྫྷב医師、

看護師、臨床心理士֩֨ዻy֩ධ೟ׇ֪׊医

学࿨・心理࿨・社会࿨֩תポートב࿓੝し֥い

年ဗ֊らは、೓いฌ༉の（令和４）２０２２。׊

ஙඡ๩がג૪ଫೄב໴ඉ֪した؉アתポート†

ׁౡま֢た。֜の໢、ஙඡ๩検査֪৘す׊理

शבෆ֥׀いた֟くኬ࿨֦、ጅሰ֪֥ࣤ֗、

学஑֦はഞ前೨業、保護ೄ့୶֪֐はഞ྅

๊明会ׁ開催し֥い׊（スライド㕳）。

調査֦׊の健康ဗ・生ঊ೺ষ֪৘す׌֒֒

は、セؠ؊ケア֪ዂ立֣৊ଃ֩助ସ଼ב人ଅ

ऐ֧੢֪送ᆋし֥い׊が、౫援ৰമ֪ৰ֤֌

౫援がᅢጅ֧ᄕ断֔׋たሑy֪は電話౫援

֦๔኷࿨֩תポートב࿓੝し֥い׊（年間ዃ

኎）。また、౫援ৰമ֪֥֢࣎、健康֪

৘す׊ග報׃医療機৘、ະཎັ୵֩֨בൾऴ

す׌֒֒」׊の健康ဗ֧生ঊ೺ষתポート؋ッ

ஏ֪本調査֦は市ྎ村。׊送ᆋし֥いב「פ

ቚの調査ଅऐבま֧׀、֜のଅऐ֪ৰ֤いた

๔኷࿨֩助ସב࿓੝し֥い׊（スライド４ӣ㕵）。

႟産婦֪৘す׊調査֦は、「心֧ි໲の健

康תポート؋ッפ（福島県ಋၔऌ࿍ड発行）」

調査ᅲ֧בー؊レット؟た׀ま֧ב調査ଅऐ׃

੢֪ვᆑし、षး内容֪֥ࣤ֗๔႞の助産

師・保健師֩֨が電話ؖ׃ー֦ؠະཎ・౫援

産婦人科֩֨の৘׃行֢た。また、市ྎ村ב

૒機৘֧連携し、地ࡰ๺໲֦の౫援֪૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌֪ঊ֊֥֔׋い׊（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１ࡰ㕳市ྎ村֧の連携ב੫׊׀た１」、֪׀㕳

市ྎ村連ጛ会」ב実౮し、「県民健康調査」の

ᇀืଅऐב੢ዛす֧׊੢֪、२市ྎ村のඡੳ

օဖׇ׊し、ዛ୲֩౫援֪૬֑࠶Ⴞבጅሰ׃

２０１㕳⿤２０２２（平ถ２㕵⿤令和４）。׊い֥׀

年ဗま֦૱㕳４２ष実౮し֥おり、֒の連ጛ会

֊ら૫໗࿨֩౫援が֦֌ׇ׊օ、センター内

ጅሰ׃大学の໢ᆪാׁ֧連携しྩइ౫援׃

ַの໴֪ࣤ当た֢֥い׊。֒の連ጛ会֩֨ב

ྫྷ֥֗、県民健康調査のঊ၌֪、１㕳市ྎ村の

ଵඡ・ጅሰ・࡝ଣבᄗ֦ࢭ֌ׇ׊օ֪ௗ後ׁဖ

፛し֥いく所ໜ֦ց׊（スライド７ӣ㕸）。

㕳 ଡኁଌஅ৉ጫ״بװー֭ᅇఆ౦ྎ໠֪໴֘؀ؚؔרפ׮؟׊
ঊ၌࣍౫֧ب؜׬ーצ

•

•

•

•

•

㕱׾י؞׮ 㕲׾י؞׮

3׾י؞׮ 4׾י؞׮

5׾י؞׮ 6׾י؞׮

7׾י؞׮ 8׾י؞׮

ሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫ״بװーؐーؕページ֪๺֥֭ב׾י؞׮掲載֖֥փֽ֘



⿜ӾӼ⿜

௶ 長 ӱ 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

෯ 木 理 ૝（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内౅ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

׊းև֪׋֜、長が༉ၥし௶בたಱኴ֐ンは、ౄइೄ֊ら事前または当႘֪೥؜ッシנスט׼

૛֦進׀ら׋た。

À㕱ఄᄖ֭ଌෑ֦֭զ֧֒֯է֧զ֊ׂ֖ג֎է֪֣փ֥Ւූఆ๶֭׼ー֮֩״փ֭֊Փᄇ༥֭ड

༎֪৘֘׊෾ཏ֮ූఆ๶ׇ׉ໃև֧֞փօጫ解ׇ֦փ֊Փӡ༉ၥӢ

ӡၾ౅Ӣ健診内容は市ྎ村がଂׁ׊׀の֦ցり、ௗषの調査地ત֦はූఆ前֪実౮し֥い֩֊֢

たが、たまたまූఆ前֪「֧֒֯」֧「֊גしׂく」בஶኬ֪ႚ֧֒׊׋がଂま֢֥いたた2011、׀

（平ถ２㕳）年֊ら׼ータがց׊。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊֪֣い֥は、ஶኬׇ֪֢֥֥֢࡫い֥、

ໃև֥いׁ׊のׁց׊し、一༸ऀが֢たׁのׁց׊。֧֒֯のཛ֨֩׋はᄾॵ࿨ஸ౱まりし֥い׊。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭׈ະཎၾዴ֪֣փ֥Ւภঊ௘੅׃ภঊ๺ᄤ֪৘֘׊ະཎ֋ໃև֥֌֧֞փ

օ֧֒֟֋Ւׇ֭֨օ֩解ଂבࡎ࿓ಘ֖֥փ׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢᅢጅ֪֥ࣤ֗社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗࡎב内したり、地ࡰの؊ードバンבפൾऴ

す֨֩׊し֥い׊。ಛ治໲のັ୵׃本人が೥診し֥い׊医療機৘のケースؤーנーַ֣֩֏֧֒

ׁց׊。ᅢጅ֧し֥い׊ᆾಃ׃ග報֪ၫく֧֒׌ま֦の౫援בኬ౪し֥い׊。

㕲ب؜׬׸װ

զॺֲב಑ฌ༉֪֣֩֏ӱִ֎ֽ֖֊׈႘቎Քฌैַէ
Ꭹൢب؜׬׸נ׮ט׼
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௶ 長 ӱ 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

෯ 木 理 ૝（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内౅ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

׊းև֪׋֜、長が༉ၥし௶בたಱኴ֐ンは、ౄइೄ֊ら事前または当႘֪೥؜ッシנスט׼

૛֦進׀ら׋た。

À㕱ఄᄖ֭ଌෑ֦֭զ֧֒֯է֧զ֊ׂ֖ג֎է֪֣փ֥Ւූఆ๶֭׼ー֮֩״փ֭֊Փᄇ༥֭ड

༎֪৘֘׊෾ཏ֮ූఆ๶ׇ׉ໃև֧֞փօጫ解ׇ֦փ֊Փӡ༉ၥӢ

ӡၾ౅Ӣ健診内容は市ྎ村がଂׁ׊׀の֦ցり、ௗषの調査地ત֦はූఆ前֪実౮し֥い֩֊֢

たが、たまたまූఆ前֪「֧֒֯」֧「֊גしׂく」בஶኬ֪ႚ֧֒׊׋がଂま֢֥いたた2011、׀

（平ถ２㕳）年֊ら׼ータがց׊。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊֪֣い֥は、ஶኬׇ֪֢֥֥֢࡫い֥、

ໃև֥いׁ׊のׁց׊し、一༸ऀが֢たׁのׁց׊。֧֒֯のཛ֨֩׋はᄾॵ࿨ஸ౱まりし֥い׊。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭׈ະཎၾዴ֪֣փ֥Ւภঊ௘੅׃ภঊ๺ᄤ֪৘֘׊ະཎ֋ໃև֥֌֧֞փ

օ֧֒֟֋Ւׇ֭֨օ֩解ଂבࡎ࿓ಘ֖֥փ׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢᅢጅ֪֥ࣤ֗社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗࡎב内したり、地ࡰの؊ードバンבפൾऴ

す֨֩׊し֥い׊。ಛ治໲のັ୵׃本人が೥診し֥い׊医療機৘のケースؤーנーַ֣֩֏֧֒

ׁց׊。ᅢጅ֧し֥い׊ᆾಃ׃ග報֪ၫく֧֒׌ま֦の౫援בኬ౪し֥い׊。

㕲ب؜׬׸װ

զॺֲב಑ฌ༉֪֣֩֏ӱִ֎ֽ֖֊׈႘቎Քฌैַէ
Ꭹൢب؜׬׸נ׮ט׼

À㕱㕳౦ྎ໠ᎌጛव֦֮֨֩גಱኴՒጅሰב೥׊֐֊Փֽ֞Ւሐಽตᆾಱৄ׃੩၌໺Ւඳᆀ֪

৘֘׊ಱኴ֮֩֨ց׊֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢ１㕳市ྎ村連ጛ会֦は保健師׃保健福祉༶当ධ員֧ኜཎし֥おり、放射ตᆾಱ׃環境၌

໺׃ඳᆀ֪৘す׊ಱኴはֺ֜֨׋ഞ֥֒֩い。保健師֊らは、放射線֪৘す׊ᆊ安はଲり֣֣

ց֢֥、֜のಱኴは௻ઝ൛֩く֢֥֩い֧׊ସ֧֒׊׋׎が໣いが、県民健康調査בඈしくཐら

֩いሑ׃新႞の༶当ೄׁい׊の֦、ᅢጅ֩ග報࿓੝はࢂ֌໗֌行֢֥いくᅢጅがց׊。また、１㕳

市ྎ村֦֜׋֝׋ඡੳが࡫い、ଵ඘֦はન᎕し֥い׊。৻֪਀৔し֥い׊ሑ、਀৔ያ࿊のሑַ

の໴֦ࣤ֟֐は֩く、਀৔し֥い֩いሑַのアפセスׁし֩֩֯׋֐ら֩い֧֒֩֨が大ᇥׁ֧֟

聞く。֜のた׀、ଵ඘֪実際֪行֢֥、ଵඡ؀׃ーבׯႾ࠶す֧֒׊が大事֦、֦֜֒調査の内

容׃ଅऐב正॰֪࿿և、౫援֪૬がׇ׊օ֩連ጛ会֪したい֧౩֢֥い׊。

ӡྺຘӢ౶ׁःဗ֊ౄइしたが、市ྎ村ׇ֪֢֥؊לーׯが๺๹࡫օ。ວৼ֪ᅊႍ౪ಘבशൊし

た֧֧֒׌௻ઝशൊした֧֦֧֒׌はᅢጅ֩ײ؟ースの೟፬が๺く࡫օの֦、֒֠ら໊が֪֨֒൳

࿾ב஽֥֚׎ග報࿓੝す׊֊が大事֧֟౩օ。

Àᇱ୦ೄ֭๺໲࿨ଌஅশ֭࿃֔֋౤ׁ֪֨໴֖֥ᅋඛ֪੫փࢬ੽בಏ֣֧փօ֧֒֟֋Ւ֜

֭ၾዴ֧ମࢀՒू๷ప֩֨ੱבև֥փ֞֟֌֞փՓӡ༉ၥӢ

ӡၾ౅Ӣௗषの調査地ત（福島県ᆃྫྷり）֦の保護ೄの๺໲࿨֩健康শの࿃֔は、保護ೄが「౫

援が໑り֩い֧主৑࿨֪শ֥֗い׊」֧֧֒「ᅊႍ生ঊが長ࢂい֥い׊」֧֒が੫く৘૒し֥い׊

֧֒がᇀ֊֢た。၍ׇ֗օ֩調査ූבఆの影響の֩い໢地ત֦行֢たଅऐは、子ׁ֨時༉（㕳ఄ

ᄖ時）の໣၌֩֨の発༥౪෾֧౫援؀ーׯが保護ೄの๺໲࿨֩健康ဗ֧؟ンפし֥いたが、ௗष

の調査地ત֦は࡝外ׁ֪֜؟ֺ֨׋ンפし֥い֩֊֢た。֒׋は෮໐֦はց׊が、ௗषの調査地

તが、ූఆ後֪社会構່がᇥ֢׎たり、地ࡰ๺໲֪ጜ֠ཧ֌が֩֊֢たりしたた֧׀౩׊׋׎。

ӡྺຘӢ保護ೄַの౫援֪֣い֥、ભ໲࿨֪教և֥いた֟׊֐֊。

ӡၾ౅Ӣූఆ後、႙ಋ健診֪஽֥֚׎心理士בჃଧし֥いた。ූఆ後１⿤２年は放射線֪৘す׊

ᆊ安がᅋඛ֪੫֊֢たの֦、֜ב׋೥֐౱֣֣׀、正॰֩ග報ב࿿և֥い֒օ֧ဖ׀た。㕳⿤４

年֧૪֢֥く֧׊、子ׁ֨のጜ֠ཧ֌の֩֔がະཎ֧し֥ໃև֥֌た。ࣁ֢ࢂし֦֩֨४大ऌ໖֊

ら७ऌ໖֪֢֩たり、ᆙැ֟֐がࣙく֪行֢֥い֨֩׊ऌ໖構ถ

がᇥ֢׎たׇ֧֪֒ୁ׊ၤশׁց֢たの֦、子ׁ֨の行၌֪໴し

֥はָ֩׊くભ໲࿨֩アドバイスבした。当時はྫྷ֢֥いた保育

ಋၔ発༥౫援の療育センター֩֨の社会ಃଳが֩く֢֩た֒׃ࣆ

ׁ֧ցり、༱ׁ֪ະཎ֦֌֙、子ׁ֨בደ׊֐඘ׁ֩く֩り、ୁ立

শבෆ֥׀ᆊ安࿊֪֢֩たැ୞֔גが໣֊֢たの֊֧֩౩օ。ျ

૱࿨ׁ֪ᆃྫྷり֦は一時࿨֪ਲ໸がໃևた֧֒がց֢た。

Àஃࡰᅊႍೄ֧ไ֘׊ཨ֦֭ન᎕Ւႍ֖փ֧֮֒ः֊Փӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢූఆࡒவ、ુ本׃中国地ሑのு࢑ఆ॔、Ⴗဎ地ූ֩֨๺国२地֦ఆ॔が発生し֥おり、

ဪ႘本大ූఆ・ମ子፛ఆׇ֪॔׊ᅊႍೄが֛֪֩֜֒い׊の֊が理श֪֔׋くく֢֥֩い׊。ମ

子፛ఆׇ֪॔׊ᅊႍೄは、福島県内֪ഉ民ᅲבམいたままᅊႍし֥い׊。ᅊႍ๐ׁ֦ମ発ၟ፯

法ׇ֪֢֥֩֨ฑဗ࿨֪はഋᇀ֩໲ฑは೘ら֥׋いׁ׊のの、ಛ治໲ັ୵֦֜׋がഋᇀ理श֔
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֦גഉ֪֛֒֒֩、֧׊いօ֧֜օׁ֦֩い。ಛ治໲֊らଣ֧֊׊い֥׋

い׊の֪ഉ民ᅲが֩いの֊֧いօ֧֪֒֩׊。ᅊႍೄのアイ׼ンテטテט

֧し֥は、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ց׊いは༳֩׊転੍֦は֩いた׀、֜の

ඡੳב一ഽ๊֪明すׁ֧֒׊ᅢጅ֪֩׊。

ӡ෯ኪӢಛ治໲のັ୵֪行֢たׁ֨׋֐スムーׯ

֪話が進ま֙、౫援֪೚בභ֚֯֩い֧ಚ֪す

օい֢た඘஽、֨のׇօ֩໴ࣤ֜。׊がց֧֒׊

。֊の׊い֥׋֔ב

ӡᇦᇓӢ֜օい֢た඘஽はᅊႍೄ֪၍行したり、ᅊႍೄב౫援し֥い׊福

島県のධ員がႚ֢֥話ב進ׁ֧֒׊׀ց׊。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦Ւ֥֢׃փׇ֥֊֢֧֞౩֢֧֞֒ב։ᇍ֊֚փ֞֟֌֞փՓ

ӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢௗの話֧ጮᆶ֪֩׊が、ဪ႘本大ූఆ֦の実฻ׇ֪֢֥、२ಛ治໲֊らමጘ֦֌ັ׊୵

֧し֥認ཐ֔׋、ఆ॔がց֢た֧֌֪෉֢๐֪ฤが֊֊ׁ֧֒׊ց׊。

À౶֮ූఆಐׁଵఓׁᆵဥ౦֪ᇿ֥֖׈փ׊Փූఆಐ֮ሐಽ๦֋་ᇥᆓ֎Ւᅊָႍ֘֌֊ኒ

֢֞֋Ւಛᇀ֦ྔָ֞׉๔኷ऌ֭๐ภ֭Ꭽבᇍփ֥֖֞׉Ւ๦ፘ֮ଌஅࢬ੽֭֩փ֦ؠ؎ء

ց׉Ւᅢጅࡒඑ֪ሐಽ๦ב඾ვ֧֭֘֒׊ሑ֋֦ؠ؊׮ء׽׮໲֪࠵փ֧ணևՒଵఓ֪౼ֽ׊

֦ଭਂ֪ᇿ֥֖׈փ׊ՓࡴሑՒಛ೗ᅊႍ֖֞בዕ෗֩֨ቴ֟ᆵဥ֮৭֩փ֧ணև֥փ׊Փ֜օ

փ֢֞ணև֋ᆵဥַ֭ᇤଣ֋൯և֩փମ֧֣֟ࡴ֭ࢀ౩օՓ֨֩גସጃ֊֧֜׊֘ב֐օփ

֢֞ሑy֮ࡊ඾֖֥֎֭׊׋֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢ౶は放射線治療医֟が、放射線はᅋඛ֪ႍしいׁの֦ց֧׊শ֥֗い׋֒。׊ま֦の႘

本の፾ౝ׃福島༌一ମ発事୆בணև֧׊、放射線֪はネסテ֩؋טイؖージが֨օしׁ֥ᆋい֥

く׊֊ら֟。県民健康調査໴ඉೄַの「಑ฌ༉ࡒவの࡬࿿影響がց֧׊౩օ֊」֧いօಱኴ֪໴

し、ූఆྞ後は「࡬࿿影響がց׊」֧းև׊人は６আ࿘ဗいたが、ௗは㕳আבโ׊くらいま֦֪ू

๷し֥い׊。し֊し、၍֗ಱኴב一般のሑ֪聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島֦は࡬࿿影響

がց׊」֧षးす׊আ஽がஸい。

一ሑ、がג治療の঵ೄ֪֔ג໴しׁ֥၍ׇ֗օ֪放射線の副作ዿ֪֣֩֨い֥話すが、঵ೄ֔

、の੮ᆓのሑが大֌いの֦、「放射線の֧֒はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生の֧֒בමጘし֥い׊֊ら治療し֥。」֧ସօ。ମ発事୆֦の「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ໴֦ց׊。֜օணև֧׊、放射線֪

໴し֥人間が֨օᄗࣤす׊֊は、ཐಡのኴ

༎ׁց׊が、֪֜׋ま֣׊׎ᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮ֪ःがց׊の֊、本当はः

がᆊ安֩の֊בཐ֧֒׊が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢֥い׊人֪、֧
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֦גഉ֪֛֒֒֩、֧׊いօ֧֜օׁ֦֩い。ಛ治໲֊らଣ֧֊׊い֥׋

い׊の֪ഉ民ᅲが֩いの֊֧いօ֧֪֒֩׊。ᅊႍೄのアイ׼ンテטテט

֧し֥は、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ց׊いは༳֩׊転੍֦は֩いた׀、֜の

ඡੳב一ഽ๊֪明すׁ֧֒׊ᅢጅ֪֩׊。

ӡ෯ኪӢಛ治໲のັ୵֪行֢たׁ֨׋֐スムーׯ

֪話が進ま֙、౫援֪೚בභ֚֯֩い֧ಚ֪す

օい֢た඘஽、֨のׇօ֩໴ࣤ֜。׊がց֧֒׊

。֊の׊い֥׋֔ב

ӡᇦᇓӢ֜օい֢た඘஽はᅊႍೄ֪၍行したり、ᅊႍೄב౫援し֥い׊福

島県のධ員がႚ֢֥話ב進ׁ֧֒׊׀ց׊。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦Ւ֥֢׃փׇ֥֊֢֧֞౩֢֧֞֒ב։ᇍ֊֚փ֞֟֌֞փՓ

ӡ༉ၥӢ

ӡᇦᇓӢௗの話֧ጮᆶ֪֩׊が、ဪ႘本大ූఆ֦の実฻ׇ֪֢֥、२ಛ治໲֊らමጘ֦֌ັ׊୵

֧し֥認ཐ֔׋、ఆ॔がց֢た֧֌֪෉֢๐֪ฤが֊֊ׁ֧֒׊ց׊。

À౶֮ූఆಐׁଵఓׁᆵဥ౦֪ᇿ֥֖׈փ׊Փූఆಐ֮ሐಽ๦֋་ᇥᆓ֎Ւᅊָႍ֘֌֊ኒ

֢֞֋Ւಛᇀ֦ྔָ֞׉๔኷ऌ֭๐ภ֭Ꭽבᇍփ֥֖֞׉Ւ๦ፘ֮ଌஅࢬ੽֭֩փ֦ؠ؎ء

ց׉Ւᅢጅࡒඑ֪ሐಽ๦ב඾ვ֧֭֘֒׊ሑ֋֦ؠ؊׮ء׽׮໲֪࠵փ֧ணևՒଵఓ֪౼ֽ׊

֦ଭਂ֪ᇿ֥֖׈փ׊ՓࡴሑՒಛ೗ᅊႍ֖֞בዕ෗֩֨ቴ֟ᆵဥ֮৭֩փ֧ணև֥փ׊Փ֜օ

փ֢֞ணև֋ᆵဥַ֭ᇤଣ֋൯և֩փମ֧֣֟ࡴ֭ࢀ౩օՓ֨֩גସጃ֊֧֜׊֘ב֐օփ

֢֞ሑy֮ࡊ඾֖֥֎֭׊׋֊Փӡ༉ၥӢ

ӡဂবӢ౶は放射線治療医֟が、放射線はᅋඛ֪ႍしいׁの֦ց֧׊শ֥֗い׋֒。׊ま֦の႘

本の፾ౝ׃福島༌一ମ発事୆בணև֧׊、放射線֪はネסテ֩؋טイؖージが֨օしׁ֥ᆋい֥

く׊֊ら֟。県民健康調査໴ඉೄַの「಑ฌ༉ࡒவの࡬࿿影響がց֧׊౩օ֊」֧いօಱኴ֪໴

し、ූఆྞ後は「࡬࿿影響がց׊」֧းև׊人は６আ࿘ဗいたが、ௗは㕳আבโ׊くらいま֦֪ू

๷し֥い׊。し֊し、၍֗ಱኴב一般のሑ֪聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島֦は࡬࿿影響

がց׊」֧षးす׊আ஽がஸい。

一ሑ、がג治療の঵ೄ֪֔ג໴しׁ֥၍ׇ֗օ֪放射線の副作ዿ֪֣֩֨い֥話すが、঵ೄ֔

、の੮ᆓのሑが大֌いの֦、「放射線の֧֒はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生の֧֒בමጘし֥い׊֊ら治療し֥。」֧ସօ。ମ発事୆֦の「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ໴֦ց׊。֜օணև֧׊、放射線֪

໴し֥人間が֨օᄗࣤす׊֊は、ཐಡのኴ

༎ׁց׊が、֪֜׋ま֣׊׎ᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮ֪ःがց׊の֊、本当はः

がᆊ安֩の֊בཐ֧֒׊が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢֥い׊人֪、֧

օ֧օ֧福島の放射線は大ඒ夫֧֟レؘ׶פーしׁ֥ᆊ安はश൯֔֩׋い֧౩օ。ःがᆓいの֊、

ः֪௘֢֥い׊の֊ב෉ឋ֪聞い֥、֒֠らבමጘしׁ֥らևた時֪、௻೸࿨֪放射線֪໴す׊

໎ևሑがးև֧し֥ഞ֥く׊の֊֧֩౩օ。実は؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン֦は放射線の֧֒ב࿿

ևׁ֧֒׊大事֟が、֧֜׋໴局の֧֪֒׌放射線֧は๺く৘૒の֩いමጘ׃安心がց֢֥、֜

の中֦֨օಛᇀは؀ؚؔרケーシ؜ンすב֊׊ඛ֪ணև֥い׊。֟֊らಱኴ֪໴す׊းև֧し֥は、

友人֪৳り࿸֢֥、ຖሑ୶の؀ؚؔרケーシ؜ンבし֥、ୗいのමጘ৘૒が֦֌た時֪、ふ֧放射

線、ׁ֧֜֒֩גց֢た֩、֧֢֩たりす׊の֊֧֩౩օ。֜׋は県民健

康調査ׁ֪৘֦׌֧֒׊׎、福島県民が健康֪生֌֥い׊֐た֪׀पy

が一生ଖ኏২྅֢֥いく中֦、௻೸࿨֪み֩֔גが放射線の影響֢֥

いの֊֢֥֩౩ևた֧いօশ֦֗श൯し֥いくの֊֧֩౩֢֪֩֩ג֜

֥い׊。

ӡྺຘӢ本当֪放射線の֧֪֒৘֥֢׎い׊๺֥の人が֒の１㕳年間、ः

ဗׁःဗֵׁ֠当た֢たᇝ֧֟౩օ。科学࿨֩事実は大事֟が、ま֙ୗ

いのමጘがց֢֥ኬ線が஽֢たඡ໺֦֩い֧ະ೚֪๺く࿿׎ら֩い。

पyは県民健康調査֦科学࿨֩事実בཡูし֥いくの֧၍時֪、මጘ

。౩օ֥׀大事֧֟ूׁׁ֥֧֧֒׊೘്֠ב

Àଡኁଌஅྔ௮ׁ֦SDQ†׃ K㕶†֭֩֨૪ಐ࿨֩ᇥँָ֥ྔבփ׊ՓଵఓՒӻԀఄࡒඑב໴

ඉ֪ྔ௮֖֥փ׊K㕶֪֣փ֥֮ू๷֖֥փׁ֭֭׊႘቎֭ࡴᄤ෗୵ᇓઍׇ׃׃֮׉ஸփඡ

໺֪ց׊Փׁ֜׈׋৞֥׀Ւ֭֒๐֭㕱㕵ႩՒ㕲㕰Ⴉבணև֧֞֌Ւ֨օփ֢֞໴ప֋ᅢጅ֪֩

ՓӡྺຘӢ֊׊֎֥֢

ӡၾ౅Ӣௗ႘はᆃྫྷりのց׊ಛ治໲の׼ータבおಘししたが、֒ב׋ᆃྫྷりの໢ಛ治໲ׁ֦ౡ׀

֥い׊。၍֗ᆃྫྷりׁ֦地ׇ֥֢֪֟ࡰいֵ復興ַの進ྜྷඡੳは࡫օた׀、地֪֗ࣤࡰた֌׀఍

֊いתポートがᅢጅ֦ց׊。਀৔ࡒ外֪新た֩ࡤഉが໣い地તׁց׊。֜֒は新ਊࡤഉೄ、਀

৔ೄ、ଭyの੍ഉೄ֧ؠץー،が㕳֣ցり、し֊ׁ子ׁ֨の人୵が਼໒֪ໃև֥い׊。実ගは२

ಛ治໲ׇ֪֢֥࡫い、अཏ৑ׁ࡫օの֦、֜׋֝׋のዻ子ׇבくଣ֥、保健師֧֩֨ቹ֪協議し

֩がらᅢጅ֧֩֒בணև֥いく֧֒がׁ֧֥大事֦ց׊。֜օいօ࡝ታ֦は、SDQ֩֨ב大֌い

༳֦ࡔଣ׊の֧၍時֪、଼人、ऌ໖༳֨֩ࡔの൚֔い༳֦ࡔ౫援בணև֥いく֧֒がௗ後ᅢጅ֟

֧౩օ。

À׮ؠטכ׿آרশ๟൵֭ጺப֪ᄔփՒᅊႍ֔֞׋ሑ֭౫֭࣍ዻະׁᇥँ֖֧֞౩օՓؒ׽׮

ಘփ֞֟֌֞փՓӡ༉ၥӢੱ֓בड༎֩֨׃ሑ୶ต֭࣍ಐ༉֭దௗՒශ֞֩౫׿آר

ӡᇦᇓӢະཎೄのड༎בशଂす׊た֪׀は地ࡰの社会ಃଳ֪֣֑֩׊ᅢጅがցり、平時֊ら地

ఆ॔ケースؓネジؖント֧֊福祉のഓພ࿨。׊がᅋඛ֪大事֧֟ணև֥い֧֒׊֧בの連携֧ࡰ

౫援໲ฑธᅏ事業֧֊、いく֣֊の事業בঊዿし֩がら、֜׋֝׋の地֦ࡰ৩のଣև׊৘૒ב

作֢֥いく֧֒が大事֦ց׊。

ӡྺຘӢ広ࡰᅊႍೄַの౫援֪֣い֥、ᅢጅ֪֩׊౫援はௗ後ᇥ֥֢׎いく֊。

ӡᇦᇓӢ時間の૪थׇ֪֢֥ड༎がᇥ１０。׊׎年૪֥֯人は１０ఄ年ב೘׊。֜օす֧׊ऴ護がᅢ

ጅ֪֩֨֩׊い֩ג׌ड༎がഞ֥く׊。時間の૪थׇ֪֢֥ᇥ֥֢׎いくड༎֪໴し、地֪֧֓ࡰ

໲ฑ֥֢֧ב行օ֧֒がःׇり大事֧֟౩֢֥い׊。



⿜ӾԀ⿜

Àଡኁଌஅྔ௮֭ኬ࿨ׁ֦ց׊ଡኁַ֭࿪โ֩౫֣֪࣍փ֥Ւ֭֒๐ः֋ᅢጅ֪֢֥֩֎׊

֊Ւ։ணևב։ᇍ֊֚փ֞֟֌֞փՓ

ӡဂবӢ県民健康調査のଅऐ֪ৰ֤い֥、ࢂ֌໗֌健康ड༎ב௄ᆴし֥いく֧֒が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँׁ֧֧֪固࿊ँし֥しま֢֥い࡬֪ၟ。׊࿿影響׃

放射線影響֪֣い֥のග報࿓੝、֜の中ׁ֦႟産婦調査֦ᇀ֊֢た子ׁ֨た֪֠は影響が๺く

ഞ֥い֩い֧いօ֧֒ב発මし໗֧֒׊֐がᅢጅ֪֢֥֩く֧׊౩օ。

ӡᇦᇓӢ๐႘、ց׊৫業のᇭ੫会֦広ࡰᅊႍ֪৘す׊話בしたが、ま֪֟֜֩גᅊႍೄがい֧׊

はཐら֩֊֢た֧いօ話ׁց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がց֧׊いօ֧֒בସい໗֧֒׊֐が大事֟

֧౩֢֥い׊。

ӡၾ౅Ӣ放射線の影響בネסテ֪؋טணև֥い׊人はま֟ଅ構い֥、臨床֦ःषׁ会֢֥い׊օ

ׇ֪֠օ׃くစ᎔ׁ֧֔֒׊׋ց׊。֟֊ら正॰֩ග報ב発මし໗֧֒׊֐はׁ֧֥大事֦ց׊。

いく֧֒が֥֐ᆋ֪ිבؠעス׊֐助בැ子׊ᅢጅ֧すבの౫援ೄが、౫援ࡰら、֜の地֊׋֜

大事֧֟౩օの֦、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムב作֢֥、ಛᇀた֦֠֜ूב׋ፕし֥いׇ׊֐

օ֪֩֯׋いい֧౩֢֥い׋֜。׊֊ら、地ࡰの౫援ೄׁዻy֩ストレスבশ֥֗い׊。ᄸらがະ

ཎ֦֌׊໲ฑׁ作֢֥い֌たい֧౩֢֥い׊。
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

Àଡኁଌஅྔ௮֭ኬ࿨ׁ֦ց׊ଡኁַ֭࿪โ֩౫֣֪࣍փ֥Ւ֭֒๐ः֋ᅢጅ֪֢֥֩֎׊

֊Ւ։ணևב։ᇍ֊֚փ֞֟֌֞փՓ

ӡဂবӢ県民健康調査のଅऐ֪ৰ֤い֥、ࢂ֌໗֌健康ड༎ב௄ᆴし֥いく֧֒が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँׁ֧֧֪固࿊ँし֥しま֢֥い࡬֪ၟ。׊࿿影響׃

放射線影響֪֣い֥のග報࿓੝、֜の中ׁ֦႟産婦調査֦ᇀ֊֢た子ׁ֨た֪֠は影響が๺く

ഞ֥い֩い֧いօ֧֒ב発මし໗֧֒׊֐がᅢጅ֪֢֥֩く֧׊౩օ。

ӡᇦᇓӢ๐႘、ց׊৫業のᇭ੫会֦広ࡰᅊႍ֪৘す׊話בしたが、ま֪֟֜֩גᅊႍೄがい֧׊

はཐら֩֊֢た֧いօ話ׁց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がց֧׊いօ֧֒בସい໗֧֒׊֐が大事֟

֧౩֢֥い׊。

ӡၾ౅Ӣ放射線の影響בネסテ֪؋טணև֥い׊人はま֟ଅ構い֥、臨床֦ःषׁ会֢֥い׊օ

ׇ֪֠օ׃くစ᎔ׁ֧֔֒׊׋ց׊。֟֊ら正॰֩ග報ב発මし໗֧֒׊֐はׁ֧֥大事֦ց׊。

いく֧֒が֥֐ᆋ֪ිבؠעス׊֐助בැ子׊ᅢጅ֧すבの౫援ೄが、౫援ࡰら、֜の地֊׋֜

大事֧֟౩օの֦、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムב作֢֥、ಛᇀた֦֠֜ूב׋ፕし֥いׇ׊֐

օ֪֩֯׋いい֧౩֢֥い׋֜。׊֊ら、地ࡰの౫援ೄׁዻy֩ストレスבশ֥֗い׊。ᄸらがະ

ཎ֦֌׊໲ฑׁ作֢֥い֌たい֧౩֢֥い׊。

ᝧ৖ ൻშ
福島県立医科大学副理事長

ᇘ会֪当たり、֓࠯ఴ෇しඑ֑ます。

２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催֪ցたり、実֪໣くのሑy֊らお፛࿸ևב಄り、

ॉ֔まの֓౫援・֓協፛ׇ֪りまし֥、無事֪֒֒ᇘ会ב૸և֧֒׊が֦֌ます֧֒、本学ב༉ᅳし֥

୴く୞፵෇しඑ֑ます。

ௗषのシンポジウム֦は、国内外の๔኷ऌのሑy֪ဎཇྚ֌、֜׋֝׋のᇀኾ֪৘し֥の大ᇥ਌

ഓ֩お話ྚב໻しました。また、֓ౄइのॉ֔ま֊らのಱኴב၃まևたט׼スנッシ؜ンは、「県民健

康調査」׃福島のଵඡ֪֣い֥の理शבෆ֥׀いた֟く、ዛ࡝ਟ֩機会֧֢֩たの֦は֩い֦し׆օ

֊。

֥֔、本႘の஬׃࣏၀Ꭺの内容ב൛しවりᇪ֢֥みたい֧౩います。

セッシ؜ン１֦は、当センター教員が外ᆪᅇ֯く線量בႾ࠶す׊ৰ本調査、健康ඡ໺בႾ࠶す׊ඈ

఍調査֥֗ྫྷבၜら׋たถऐ့֪֣い֥ඈしく๊明しました。

ৰ調஬֦࣏は、国際ମ子፛機৘（IAEA）のؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士ׇり、放射線影響の認ಡ،

ン୶එַの೘ຎみ؜؀ケーシؚؔרפス؟ᅴअのሑ法、๔኷ऌ֧一般市民֧のפス؟セス、放射線آ

့֪֣い֥発ᅳがցりました。

セッシ؜ン２֦は、ၜら׋たཐଣ့֨בօঊ֊す֊֧いօ৑࿾֊ら、ଵఓ೘りຎ֦גい׊研究׃ঊ

၌֪֣い֥、ௗ後の࿶ሰׁ၃まև֥発ᅳ・၀Ꭺし、ஏ֩׊県民の健康のࡥಏ・ໃ進ׁ֪֣֑֪֧֧֩׊、

国内外֦ௗ後਍֒りၜ׊ዛ事֪໴す׊ᅏև֪֣い֥ணևました。

֜の中֦、福島学院大学の内౅ဎਈ夫๐生֊らは、႙ዲಋৼ֪ූఆב૪ଫしたആ団֪おい֥、発

༥の一ᆪ֪֩֨ड༎がց֧֒׊がᄕ明した֧֒֊ら、保護ೄַのアンケート調査ב行い、ᅢጅ֧֔׋

。いօ֓ൾऴがցりました֧׊検၀し֥いבׯ౫援؀ー׊

一般社団法人ふくしま連携復興センター理事଍事務局長のᇦ平൹໋ዻ֊らは、県外ᅊႍೄַの

ະཎ・୪ጺ౫援事業ב行֢֥い֧֒׊、ᅊႍೄのະཎ内容のᇥँב၃まև、ᅊႍೄב२地֦ࡰの生

ঊೄ֧し֥౫援す֧֒׊の大โ֔の֓ൾऴがցりました。

また、本学教員ׇり、ᅇఆ市ྎ村֪໴す؟׊ス؀ؚؔרפケーシ؜ン֧౫援ঊ၌のॗጅがൾऴ֔׋

ました。

֒のׇօ֪、ᆳ広い౽࿾֊ら、ಘ௪֪ᆏֿ議Ꭺが࿶開֔׋、໣くのዛ࡝ਟ֩ਂᆋ֌בၜ֧֒׊がഞ

጖ました֧֒は、֒のඑ֩い৮ֲ֦֓֕います。

本学֧しまし֥は、֒׋֊らׁ、広くฌै֧の連携בෆׇ֥֢֪֧֒׊׀、福島の復興֧ቴ጖のຕ生

֪஭ଝすׁ֪֧֧׊、県民健康調査֥֗ྫྷב県民一人ֱ֧り֪৳り࿸い֩がら、ॉ֔まの健康ב౫և

໗֐たい֧౩います。

ଅֲ֧֩りますが、ցらた֥׀、本シンポジウム֪֓ౄइ・֓協፛く֟֔いました๺֥のሑy֪໴し、

心֊らのশ೅֧、本学ַの益yの֓理श・֓協፛בお৪いいたしまし֥、ᇘ会の࠯ఴ֧֥֚֔いた֟

֌ます。ցりが֧օ֓֕いました。

ᇘव࠯ఴ
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20２４（令和６）年㕳月２႘（ဘ）、JA੢అビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）ؖבイン会඘、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）תבテライト会඘֧し֥、「ဪ႘本大ූఆ ふくしまの学ֲב႘本・ฌैַ」

ッド؟؋開催した。ௗषׁ会඘ౄइ֧オンライン౽ྐの؄イב国際シンポジウム׊テー֪ؓ、６षኬ֧֩ב

開催֧した。会඘ౄइはဪੜ会඘㕳０኎、福島会඘１７኎、オンライン౽ྐは１２㕹኎、૱１７６኎がౄइした。

当႘は႘２ࢷସ୤֦発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴט׼ׁ֪֧בスנッシ؜ンב行֢た。後႘、YouTube֦

のオンؓ׼ンドვමׇ֪り、当႘ౄइ֦֌֩֊֢たሑׁ౽ྐ֦֌ׇ׊օ֪した。

्௹֭਋Ꭹ

ӡؗ؟ー࣏׽ೄ֧֭ಱਝࣤး֭ዻ౤Ӣ

ӡᅳኜӢ֧׬؞׶

෇௔ിӡጮኜӢ

ӡ၍ಐྫྷዅ؋ー׬ء֧׮ー؅ーӢ

ӡᆵဥ׽י؞׻תव඘֭ዻ౤ӢӡࢭໂՔࣿฤვම৿ఔ֭ዻ౤Ӣ
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20２４（令和６）年㕳月２႘（ဘ）、JA੢అビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）ؖבイン会඘、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）תבテライト会඘֧し֥、「ဪ႘本大ූఆ ふくしまの学ֲב႘本・ฌैַ」

ッド؟؋開催した。ௗषׁ会඘ౄइ֧オンライン౽ྐの؄イב国際シンポジウム׊テー֪ؓ、６षኬ֧֩ב

開催֧した。会඘ౄइはဪੜ会඘㕳０኎、福島会඘１７኎、オンライン౽ྐは１２㕹኎、૱１７６኎がౄइした。

当႘は႘２ࢷସ୤֦発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴט׼ׁ֪֧בスנッシ؜ンב行֢た。後႘、YouTube֦

のオンؓ׼ンドვමׇ֪り、当႘ౄइ֦֌֩֊֢たሑׁ౽ྐ֦֌ׇ׊օ֪した。

्௹֭਋Ꭹ

ӡؗ؟ー࣏׽ೄ֧֭ಱਝࣤး֭ዻ౤Ӣ

ӡᅳኜӢ֧׬؞׶

෇௔ിӡጮኜӢ

ӡ၍ಐྫྷዅ؋ー׬ء֧׮ー؅ーӢ

ӡᆵဥ׽י؞׻תव඘֭ዻ౤ӢӡࢭໂՔࣿฤვම৿ఔ֭ዻ౤Ӣ

૱１７６኎のౄइೄのօ֠、６㕹኎のሑ֊らアンケートषးの֓協፛בいた֟֌、֪ऀࡒആ૱ଅऐבま֧׀まし

た。֓協፛いた֟いたॉዻ֪は心ׇりশ೅෇しඑ֑ます。

षးೄၾዅӡषး෾㕶㕹኎Ӣ

೗֩ആ૱ଅऐӡषး෾㕶㕹኎Ӣ

Àၾዴ֭ᇀ֊ב֔֘׃׉ 5 ཌॎ֊׈๰༖֖֥֎֟֔փՓ

ׁ֧֥
ᇀ֊り׃す֊֢た

ᇀ֊り׃す֊֢た ֨֠らׁ֧いև֩い ᇀ֊り֪く֊֢た
ׁ֧֥ᇀ֊り֪く
֊֢た

１７኎ 㕳６኎ １４኎ ０኎ ２኎

２㕵% 㕵２% ２０% ０% 㕳%

À๺໲֥֖֭ྫྷבተ໑ဗב 5 ཌॎ֊׈๰༖֖֥֎֟֔փՓ

大ᇥተ໑ ተ໑ ֨֠らׁ֧いև֩い
ցまり

ተ໑し֥い֩い
๺くተ໑し֥い֩い

１４኎ 㕳４኎ １㕳኎ 㕳኎ 㕵኎

２０% ４㕹% １㕹% 㕵% ７%

À಑षؒب׬ジ֪ؕכౄइ֘׈֩׊Ւ֭֨ሑሓב৵ሰֽ֖֘֊Փ

Zoom ౽ྐ 会඘ౄइ ቴषး

㕳㕹኎ ２㕸኎ ２኎

㕵６% ４１% 㕳%

年፼ ੍ഉ地 ධ業

ஶኬ 人෾ আ஽ ஶኬ 人෾ আ஽ ஶኬ 人෾ আ஽

70 ༉ࡒඑ ７ １０% 福島県内 㕳４ ４㕹% 保健・医療ഌ事ೄ ２２ 㕳２%

60 ༉ １㕹 ２㕸% 福島県外 Å1 ６ 㕹% 教員 １４ ２０%

50 ༉ ２㕵 㕳６% 福島県外 Å2 ２㕸 ４１% 行ท৘૒ೄ １㕳 １㕹%

40 ༉ １０ １㕵% ႘本国外 １ １% 学生 ２ 㕳%

30 ༉ ６ 㕹%
Å1 ූఆ時は県内、ଵఓは県外֪おഉ

まいのሑ

Å2 ූఆ時ׁଵఓׁ県外֪おഉまいの

ሑ

ಛࢪ業 ２ 㕳%

20 ༉ １ １% 会社員 １ １%

10 ༉ऀࡒ １ １% ֜の໢ １㕵 ２２²

ଅऐ׽ーצبח
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ᆋ Ꭹ
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ᆋ Ꭹ

ൃସ
Advice

ະཎՔ౫࣍
Consultation
and Support

連携
Cooperation

ேၾ֭৘૒৿৘
Institutions in Japan

৘ᎌ֘׊ே఑৿৘
International Institutions

զଡኁଌஅྔ௮է
ଙ၀࡙ࡿव

Prefectural Oversight Committee 
for the Fukushima Health 

Management Survey
࡙༛
Commission

Քଌஅྔ௮׃ଙ௮֭ଅऐ଼בy෗֋਋ᎩՔᇱ৉

Քሐಽ๦֪৘֘׊ཐಡ֭ᆗਸ

・Maintaining the health check records of
participants

・Providing information on radiation

ーآמ؊
Follow-up

ະཎՔ౫࣍
Consultation and 

Support

ଡኁଌஅྔ௮ӡଡኁ໴ඉӢ
Fukushima Health Management Survey( for Fukushima residents)

૫໗֖֥৉ጫ
Long-term health management

ଌஅඡ໺בႾ࠶

Following up the health of the
residents

ஙඡ๩ଙ௮
Thyroid Ultrasound Examination

ଌஅဗՔภঊ೺ষ֪֭׌֒֒
৘֘ྔ׊௮ӡ֒֒֊ྔ׈௮Ӣ

Mental Health and Lifestyle Survey

ଌஅෑ௮
Comprehensive Health Check

႟ౌᆎ֪৘֘ྔ׊௮
Pregnancy and Birth Survey

ᇱଌᆵ౵ᆪ
Social Health and Welfare Department

Քؐー״بכנט׼ؑؠー
Whole Body Counter

Ք଼෗๦ፘ૱
Personal Dosimeter

ᆵဥଡ
Fukushima Prefecture

ሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫ״بװー
Radiation Medical Science Center

for the Fukushima Health
Management Survey

ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ
Fukushima Medical University

ৰ቎ྔ௮
Basic Survey

ଡኁଌஅ৉ጫ؊ؠיז
Health Management File

ඈ఍ྔ௮
Detailed Surveys

Քଡኁ֭ྙৼ֪׊֞׎ଌஅ৉ጫ֧ಓፑ֪ঊ用
Քଌஅ৉ጫ֧ב։֖֥ၜ֞׋׈ཐଣב಑ฌ༉֪ঊ用
・Promoting long-term health of residents
・Informing and guiding future generations

๦ፘבႾ࠶ӡৰຉ׼ー״Ӣ

Estimating the radiation dose (Basic data)

׮ー؎״ー׼
Database System

ᆋᎩҒ ᆵဥଡզଡኁଌஅྔ௮է֭ॗጅ
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Å቎६ଙ௮ӡଙ௮㕵षኬӢ֮ශ૙׮ؠיכ׿آרশ๟൵֭শ๟ሻ౱֭֞׀Ւ㕲Ⴉ৖֊׈㕳Ⴉ৖֪૱बבᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡ๩ଙ௮

のօመは「中֪ࢻ໲がたま֢た袋ඡのׁの」֦、健康֩ሑׁ֪ଣ֣֊֧֒׊の໣いፕตのׁの֦す。

のօመの中はࢻ໲֦֟֐఍መが֩いた׀、が֧֒׊֪֩גはցりま֚ג。෾׃大֌֔はし֯し֯ᇥ׎り、໣

くのሑがᆷ෾ののօመבಏ֢֥います。֒׋ま֦の検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼ֪൛֩く、൚学生׃中ஸ生

֪は໣くଣら֧֒׊׋がᇀ֊֢֥֌֥います。

ଅ้は「し֒り」ׁ֧ା֯׋、ஙඡ๩の఍መのቹဗがᇥँしたׁの֦す。

ଅ้֪はፕต֧࠵ต（がג）がցり、໣くはፕต֦す。֩お、5.0㖠㖠ׁ֦ऀࡒ二಑検査ב೥֐たֺօが

ፕい֧ᄕ断֔׋た඘஽は㕻ᄕ࿊֧し֥います。

ஙඡ๩がגは生क़֪׎たり、健康֪ま֢たく影響し֩い๠ఓがגが໣い病ਂ֧し֥、ࡒ前֊らཐら֥׋

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛ֪൚֔いׁの֦す。֜׋らב発ଣし֥治療す֧֒׊は঵ೄ֧֪֔ג

֩׎行בのଅ้は఍መ診့のඈしい検査ऀࡒいますの֦、一般࿨֪5.0㖠㖠֥׋ット֧ணևら؟ؖ׼֥֢

い֧֒が෮ൕ֥֔׋います。

２⿤㕵年後֪ྖࣿჂ検査（一಑検査）、֙׎らい、県民健康調査のஙඡ๩検査ׁ二಑検査は行֪֩׋֜

。行օ֧֪֒し֥いますב

ଙ௮֭໴ඉೄ֧צ׮ジؚーؠ

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ௮તᇀ ৼ৖ ໴ඉೄ

ଙ௮
1षኬ

๐பଙ௮
ஙඡ๩֭ඡ໺בႾ࠶

2011ӡᇓถ23Ӣ10ଈ⿤
2014ӡᇓถ26Ӣ3ଈ

ූఆಐᆵဥଡ֪։ഉֽփ֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘⿤2011ӡᇓถ23ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭׋ሑ

ଙ௮
2षኬ

቎६ଙ௮
๐பଙ௮֧ᄾॵ

2014ӡᇓถ26Ӣ4ଈ⿤
2016ӡᇓถ28Ӣ3ଈ

ଙ௮
5षኬ

2020ӡ፭Ꭼ2Ӣ4ଈ⿤
2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ3ଈ

ଙ௮
6षኬ

2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ4ଈ⿤
2025ӡ፭Ꭼ7Ӣ3ଈ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘⿤
2012ӡᇓถ24ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭׋ሑ
2Ⴉ֧֓Ւֽ֦֮׊ևྖב20ఄ
வ֮25ఄՒ30ఄ֩֨Ւࡒ25ఄ
5Ⴉ้֧֭֓ኬ֪ଙ௮בಲ౮֘׊Փ

結節とは
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Å቎६ଙ௮ӡଙ௮㕵षኬӢ֮ශ૙׮ؠיכ׿آרশ๟൵֭শ๟ሻ౱֭֞׀Ւ㕲Ⴉ৖֊׈㕳Ⴉ৖֪૱बבᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡ๩ଙ௮

のօመは「中֪ࢻ໲がたま֢た袋ඡのׁの」֦、健康֩ሑׁ֪ଣ֣֊֧֒׊の໣いፕตのׁの֦す。

のօመの中はࢻ໲֦֟֐఍መが֩いた׀、が֧֒׊֪֩גはցりま֚ג。෾׃大֌֔はし֯し֯ᇥ׎り、໣

くのሑがᆷ෾ののօመבಏ֢֥います。֒׋ま֦の検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼ֪൛֩く、൚学生׃中ஸ生

֪は໣くଣら֧֒׊׋がᇀ֊֢֥֌֥います。

ଅ้は「し֒り」ׁ֧ା֯׋、ஙඡ๩の఍መのቹဗがᇥँしたׁの֦す。

ଅ้֪はፕต֧࠵ต（がג）がցり、໣くはፕต֦す。֩お、5.0㖠㖠ׁ֦ऀࡒ二಑検査ב೥֐たֺօが

ፕい֧ᄕ断֔׋た඘஽は㕻ᄕ࿊֧し֥います。

ஙඡ๩がגは生क़֪׎たり、健康֪ま֢たく影響し֩い๠ఓがגが໣い病ਂ֧し֥、ࡒ前֊らཐら֥׋

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛ֪൚֔いׁの֦す。֜׋らב発ଣし֥治療す֧֒׊は঵ೄ֧֪֔ג

֩׎行בのଅ้は఍መ診့のඈしい検査ऀࡒいますの֦、一般࿨֪5.0㖠㖠֥׋ット֧ணևら؟ؖ׼֥֢

い֧֒が෮ൕ֥֔׋います。

２⿤㕵年後֪ྖࣿჂ検査（一಑検査）、֙׎らい、県民健康調査のஙඡ๩検査ׁ二಑検査は行֪֩׋֜

。行օ֧֪֒し֥いますב

ଙ௮֭໴ඉೄ֧צ׮ジؚーؠ

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ௮તᇀ ৼ৖ ໴ඉೄ

ଙ௮
1षኬ

๐பଙ௮
ஙඡ๩֭ඡ໺בႾ࠶

2011ӡᇓถ23Ӣ10ଈ⿤
2014ӡᇓถ26Ӣ3ଈ

ූఆಐᆵဥଡ֪։ഉֽփ֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘⿤2011ӡᇓถ23ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭׋ሑ

ଙ௮
2षኬ

቎६ଙ௮
๐பଙ௮֧ᄾॵ

2014ӡᇓถ26Ӣ4ଈ⿤
2016ӡᇓถ28Ӣ3ଈ

ଙ௮
5षኬ

2020ӡ፭Ꭼ2Ӣ4ଈ⿤
2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ3ଈ

ଙ௮
6षኬ

2023ӡ፭Ꭼ5Ӣ4ଈ⿤
2025ӡ፭Ꭼ7Ӣ3ଈ

1992ӡᇓถ4ӢႩ4ଈ2႘⿤
2012ӡᇓถ24ӢႩ4ଈ1႘ภֽ֭׋ሑ
2Ⴉ֧֓Ւֽ֦֮׊ևྖב20ఄ
வ֮25ఄՒ30ఄ֩֨Ւࡒ25ఄ
5Ⴉ้֧֭֓ኬ֪ଙ௮בಲ౮֘׊Փ

結節とは

ቚ年、ฌैの研究ೄ֊ら、放射線の線ଳ׃影響֪৘す׊研究が໣෾発ᅳ֔׋ます。

ମ子放射線の影響֪৘す׊国連科学委員会（UNSCEAR）は、ᆳ広い研究ଅऐבህউ࿨֪ᅴअ

し、国際࿨֩科学רンセンתスבท治࿨֪中立の立඘֊らま֧׀、࿊ৼ࿨֪報告書の૛֦ଣशב

発ᅳし֥います。

民間ၤ立の国際学術ຎද֦ց׊国際放射線ሻ護委員会（ICRP）は、UNSCEARの報告့בౄ

ண֪し֩がら、๔኷ऌの立඘֊ら放射線ሻ護のᎲຎみ֪৘す׊ফ告ב行֢֥います。 ICRPのফ

告׃、国際ମ子፛機৘（IAEA）がప࿊した国際࿨֩஽࡝૛ถׇ֪׊ৰ本安๺ৰമב၃まև、႘本

ׁ֦放射線ሻ護֪৘す׊法令׃౪෕့が࿊׀ら֥׋います。

ᆋᎩҔ ே఑৿৘֪֣փ֥ӡሐಽ๦ሻ୦໲૩Ӣ

ഞ࿳ӱ環境省ը放射線ׇ֪׊健康影響့֪৘す׊ျ一࿨֩ৰຉಃፍթ（令和４年ဗᄟ）ׇり

https://www.env.go.jp/chemi/rhm/r4kisoshiryo/r4kiso-04-01-01.html

国際機関
世界保健機関（WHO）
国際労働機関（ILO）

経済協力開発機構原子力機関
（OECD／NEA）
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ዿ୤のश๊׊がᆋい֥い（†）ࡽ ഷഞのૡ載؏ージവ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ ໢

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線ב໲外֊ら೥֧׊֐֌

のᅇ֯くの大֌֔בಘすׁの֦ցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾ֥֗ྫྷב໲内֪ႚ֢た放射ตᆾಱ֊ら೥׊֐ᅇ

֯くの大֌֔בಘす。

２ ஙඡ๩ ӣ ໢

。໅৯׊中֪ᇀᄿすࢻ作りଆבンؗؠؐ、೘り௔みבウຍ؝

ྒྷ૛（ྒྷがב࢏広֑たׇօ֩૛）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

֣の間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถ׊。

㕳

・൵፯໴൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

໴൴研究

ӣ ӣ

໢

൵፯໴൴研究֧は、病ਂבዛす׊人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

֥थੌ֪お׊֐ჲ᎔໲ଫ֪࡫いがց֢た֊ᄵ֊ב調ָ׊ሑ

法֦、ؐרート研究֧は、ჲ᎔ב೥֥֐い׊ആ団֧೥֥֐い

֩いആ団֦病ਂの発生ᆇဗ֪࡫いがց׊֊ᄵ֊ב調ָ׊

ሑ法。ؐרート内൵፯໴൴研究֧は、ؐרート研究内֦൵፯

໴൴研究ב行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ

໢

ց׊事ඉの਍֒り׃す֔בಘすཏ。オッ֧ׯは、ց׊事ඉの

਍֒׊॰ጴב ֧し֥、 のཏ֦ցり、オッׯᄾ֧は

。ૌ間֦ᄾॵしたׁのב׋֜

㕵 ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理࿨ス

トレスב৞ֿःら֊の精神࿨֩ኴ༎（օ֣病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פー؀ンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל׶ ൵

ඡבス؟פー؀ンץす׊た׀のಛ਋ಠಱኴ౸の一֣。

７ ӣ

（子ׁ֨

の੫֧֔௘ႍ֔ᅴअೌဗ）のጸ。子ׁ֨の心理発༥့בᅴ

अす׊保護ೄ့が਋載す׊ಛ਋ಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨׋くらい「がג」ࢂב֌਍֒す֊ב、๺

ි֪おしָ֥֩（平ઍ）し֥૱్した෾ཏ。

㕹
๤
֚ ג

౛
し

ਹࢂ఍መ診

（ ）

཯射৯בᆋ֐た఍い෕בし֒り֪౛し֥఍መבਹࢂし、ၜら

ไ検ྞבሑ法。఍መ׊ପᅑ੼֦検査すבた఍መの૛໺׋

査֦֌׊た׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐבၜ׃すい。

１０ ஙඡ๩့अ線量 ӣ ໢

ਹ೭線量が၍ׁ֦֗放射線の೟፬ׇ֪り人໲ַの影響の

大֌֔がᇥ׊׎た׀、放射線の೟፬֧֪֓影響の大֌֪֔

ࣤ֗たഓみ֤ב֐した線量့בअ線量֧いい、֒のօ֠ங

ඡ๩が೥׊֐ഓみ֤ב֐した線量בஙඡ๩့अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐ৘૒בशืす׊際、 、 ፊሑ֪৘連

す׊ᇠのጅࢀがໜఓす֧֒׊。֜のඡ໺ב「୪ጛが生֥֗い

。ାֵ֧「子ࢀ୪ጛ」בࢀጅ׊生֚֗֔ב୪ጛ、「׊

１２ 機െ 発൵֪౼׊ま֦のؖׯ؀נム、౗ຎみの֧֒。

用語ആ
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ዿ୤のश๊׊がᆋい֥い（†）ࡽ ഷഞのૡ載؏ージവ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ ໢

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線ב໲外֊ら೥֧׊֐֌

のᅇ֯くの大֌֔בಘすׁの֦ցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾ֥֗ྫྷב໲内֪ႚ֢た放射ตᆾಱ֊ら೥׊֐ᅇ

֯くの大֌֔בಘす。

２ ஙඡ๩ ӣ ໢

。໅৯׊中֪ᇀᄿすࢻ作りଆבンؗؠؐ、೘り௔みבウຍ؝

ྒྷ૛（ྒྷがב࢏広֑たׇօ֩૛）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

֣の間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถ׊。

㕳

・൵፯໴൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

໴൴研究

ӣ ӣ

໢

൵፯໴൴研究֧は、病ਂבዛす׊人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

֥थੌ֪お׊֐ჲ᎔໲ଫ֪࡫いがց֢た֊ᄵ֊ב調ָ׊ሑ

法֦、ؐרート研究֧は、ჲ᎔ב೥֥֐い׊ആ団֧೥֥֐い

֩いആ団֦病ਂの発生ᆇဗ֪࡫いがց׊֊ᄵ֊ב調ָ׊

ሑ法。ؐרート内൵፯໴൴研究֧は、ؐרート研究内֦൵፯

໴൴研究ב行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ

໢

ց׊事ඉの਍֒り׃す֔בಘすཏ。オッ֧ׯは、ց׊事ඉの

਍֒׊॰ጴב ֧し֥、 のཏ֦ցり、オッׯᄾ֧は

。ૌ間֦ᄾॵしたׁのב׋֜

㕵 ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理࿨ス

トレスב৞ֿःら֊の精神࿨֩ኴ༎（օ֣病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פー؀ンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל׶ ൵

ඡבス؟פー؀ンץす׊た׀のಛ਋ಠಱኴ౸の一֣。

７ ӣ

（子ׁ֨

の੫֧֔௘ႍ֔ᅴअೌဗ）のጸ。子ׁ֨の心理発༥့בᅴ

अす׊保護ೄ့が਋載す׊ಛ਋ಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨׋くらい「がג」ࢂב֌਍֒す֊ב、๺

ි֪おしָ֥֩（平ઍ）し֥૱్した෾ཏ。

㕹
๤
֚ ג

౛
し

ਹࢂ఍መ診

（ ）

཯射৯בᆋ֐た఍い෕בし֒り֪౛し֥఍መבਹࢂし、ၜら

ไ検ྞבሑ法。఍መ׊ପᅑ੼֦検査すבた఍መの૛໺׋

査֦֌׊た׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐבၜ׃すい。

１０ ஙඡ๩့अ線量 ӣ ໢

ਹ೭線量が၍ׁ֦֗放射線の೟፬ׇ֪り人໲ַの影響の

大֌֔がᇥ׊׎た׀、放射線の೟፬֧֪֓影響の大֌֪֔

ࣤ֗たഓみ֤ב֐した線量့בअ線量֧いい、֒のօ֠ங

ඡ๩が೥׊֐ഓみ֤ב֐した線量בஙඡ๩့अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐ৘૒בशืす׊際、 、 ፊሑ֪৘連

す׊ᇠのጅࢀがໜఓす֧֒׊。֜のඡ໺ב「୪ጛが生֥֗い

。ାֵ֧「子ࢀ୪ጛ」בࢀጅ׊生֚֗֔ב୪ጛ、「׊

１２ 機െ 発൵֪౼׊ま֦のؖׯ؀נム、౗ຎみの֧֒。

用語ആ 用 語 掲載ページ 解 説

１㕳
ᇏໜ൵

（ᇏໜರ঵）

֜の病ਂがᇠの病ਂྞבไࢂ֌਍֒す֦֐׎は֩いが、၍

時֪਍֌֦֧֒׊֊らׇ֪֟り影響בይև׃すい病ਂの֒

֧。

１４ アウト؟ー׶
౫援がᅢጅׁ֦ց׎֊֊ׁ֪׊ら֙ၫい֥い֩い人֪໴

し、ูઇ࿨֪။֌֊֥֐ග報・౫援בၫ׊֐೚法。

１㕵

・ ・

・ （アרؠーࡕؠໜ൵ス؟פー؀ン

׊の೺ষ֪৘すೢࢃ、テスト）のጸ֦ץ ஶኬのಱኴ֊ら

構ถ֔׊׋。

１６

ジンバラ産後օם

֣病ಛ己ᅴअᅲ

（ ）

産後օ֣病֪໴す׊ス؟פー؀ンץ検査֦ցり、ಛ己਋ႚ

ಠのᅴअᅲ。

１７
૱్機シؚؔレー

シ؜ン

本。֧֒׊ኟਚすבౚ֢た૱్֦ଵ実のฌैבン؉ؚータר

シンポジウム֦は、福島༌一ମ発֊ら放ഞ֔׋た放射ตᆾ

ಱが大ਂ中֨בのׇօ֪४ైし֥人yの໲内֪೘り௔ま׋

たの֊ב෾学࿨֦֩ؗؠ׼૱్すׇ֥֢֪֧֒׊、事୆ྞ

後の内ᆪᅇ֯くඡੳבኟਚすב֧֒׊ಘす。

１㕸 査ၥ ӣ

学術఺ಁ֪ဨஜ֔׋たᎪᇌב、֜のᇀኾב๔኷֧す׊研究

ೄがၥ֦ג内容の໩当ต֩֨ל׶בッפし、ૡ載す׊֊ᄵ

֊のᄕ断ఔፍ֪す׊ᅴअ׃検ආの֧֒。

１㕹 テラシー؟スؠ؍ 健康ග報בౚօ፛、࿿և׊፛の֧֒。

２０

がג医療֪お׊֐放射線医学のጦዿ້ב進し、ฌै中֦が

ኬ࿨֧したב֧֒׊ച൚すבセス६௭פ医療のアג

のイ؀シア؋׶の一֣。ၟ֪放射線診断・放射線治療の็

ᅏ׃人ఔがᆊ໑し֥い׊࿃・中所ၜ国ב౫援す֪֧֒׊൳

࿾ב当֥֥い׊。

１ 認ཐפス؟ 。শ֗ሑ׃主৑࿨֩ணևሑ׊໴す֪פス؟

２２
ഓພ࿨౫援໲ฑ

ธᅏ事業

市ྎ村֪おい֥、৻ໜのະཎ౫援׃地֤ࡰくり౫援の೘り

ຎみבঊ֊し、子ׁ֨・ඏ॔・ஸ፼・生ঊ௘੅֧い֢たᇀኾ

ᇠの౫援໲ฑ֦は໴ࣤし֌֩׋いׇօ֩“地ࡰഉ民のᆷ఺

ँ・ᆷ஽ँした౫援؀ーׯ”֪໴ࣤす׊ህউ࿨֩౫援໲ฑ

ౄइ౫」、「いະཎ౫援֩׎ኴב໔ต」、׀た׊構ཝすב

援」、「地֤ࡰくり֪୶֐た౫援」ב一໲࿨֪実౮すׁ׊の。

㕳
ఆ॔ケースؓネ

ジؖント

ᅇఆೄ一人ֱ֧りのᅇఆඡੳ׃生ঊඡੳのड༎့଼בᇠ

のະཎ့ׇ֪りႾ࠶したඑ֦、ᅢጅ֪ࣤ֗๔኷࿨֩Ⴗ፛ב

ׁ֣৘૒ೄ֧連携し֩がら、当ड़ड༎့のश൯֪୶֥֐૫

໗࿨֪౫援すׇ֪֧֒׊り、ᅇఆೄのಛ立・生ঊ௺ଔが進ֿ

ׇօ֪ؓネジؖントす׊೘ຎ。

４ ؉アתポート

؉アはࢷ୤の ֦、ཀྵ間、໴့、၍ე࡝בታし、תポー

トはࢷ୤の ֦౫援࡝בታし、၍֗ඡੳ֪い׊ཀྵ

間၍士֦౫և஽օঊ၌בᅳす。
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ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘࢼ学஬
௶ 教೨
၍放射線医学県民健康管理センター教೨

ௗषの「県民健康調査」国際シンポジウムは、

2019（平ถ㕳１）年の༌１ष֊ら෾և֥６षኬ

の開催֧֢֩た。༌１षの開催ࡒ前ׁ֪、福島

県立医科大学֧協፛機৘の主催֦໣くの国際

会議נ׃ン؊זレンスが開催֔׋た。֜׋は֩

֛֊i

２０１１（平ถ２㕳）年のဪ႘本大ූఆは大津

Ⴢ֧ମ発事୆בᄔい、国際࿨֩཯ኬב一ි֪

ጏֲた。本学は、ᆷ஽ఆ֪॔ଣᆧ׋׎た福島

県民のි໲࿨ਸֲ精神࿨֩健康؀ー֪ׯଝ

ි࿨֪໴ࣤした。また、଼֪֜׋֝׋人࿨、๔

኷࿨֣֩֩がりבঊ֊し֥آץーバ֩ؠオー

。発මしたבග報֥֐ンス֪୶םט׼

「ဪ႘本大ූఆは֔ら֩׊ఆ॔の前඲֩׋

の֟׌օ֊i」ฌै中がᆊ安֪শ֥֗いた。؀

ؚージーランドは、ဪ႘本大ූఆ発ఆのֺגの

㕳ഃ間前の２０１１（平ถ２㕳）年２月２２႘֪大地

ූ֪ଣᆧ׋׎ෝ大֩ᅇ॔ב೥֥֐い׊し、

2010（平ถ２２）年の؄イ׶地ූは、２２ቮ

7000 人ࡒඑの኏ב༧֢た２００４（平ถ１６）年

のスؓトラ島ࣱ地ූ・インドዼ大津Ⴢ֪ᅚ࿦す

ਊኟ֦ց֢た֊ら֟。֜し֥、福島のମ発事׊

୆は、１㕹㕸６（൨和６１）年のؠ؜׶ノービ؟ମ発

事୆בມ਍֚֔た。፾ౝは֒の２֣のഞ጖事ב

֨のׇօ֪ᄾॵしᄕ断す׊の֟׌օ֊i

福島༌一ମ子፛発電所֊ら放ഞ֔׋た放

射ตᆾಱはؠ؜׶ノービׇ؟りׁ૿࡫い֪൛֩

֊֢たた׀、外ᆪᅇ֯くבଲらす֧֒が֦֌た。

ท府ׇ֪֩֨׊෡໒֩෯、ඳፍの੝੉管理֪

ׇり内ᆪᅇ֯く֔בら֪ଲらすׁ֧֦֒֌た。֜

が֨の׋֜。た׋人yは「ᆊ安」֪પら、ׁ֦׋

ׇօ֩ମׁ׊ׇ֪ࢀの֦ց׋、「ᆊ安」は健康֪

。ਸֻすב影響࠵

ဪ႘本大ූఆ֊ら෾֊月ׁ૪た֩いօ֪֠、

福島県「県民健康調査」が発׋֔ࡎ、本学֪新

た放射線医学県民健康管理センター֪׋֔็

おい֥ࢥዿが開ౡ֔׋た。ዻy֩機৘֊ら๔

኷ऌが福島בሞ׋、ମ発事୆ׇ֪׊放射線֪

৘૒す׊健康ַの影響֪֣い֥調査ב行֢た。

調査開ౡࡒ጖、׼ータがആู・ᇀื֔׋、国

際࿨֩๔኷ऌの؀ؚؔרテׇ֥֢֪ט精査֔׋

֥֌たが、福島༌一ମ子፛発電所֊らの放射

線֧公೾ࢸ生එの健康影響֧の間֪は、ျ૱

࿨֪ዛࢀ֩ࡡऐ৘૒はଵ֥׋い֩い。֒の࿾

֪৘し֥は、िਝ࿨֩ଣሑבす׊人ׁい׊֊ׁ

し֩׋いが、国際࿨֩רンセンתス（੢ྫྷの認

ಡ）がց֧֒׊は明ら֊֦、科学࿨֩事実ࢉב

す֧֒は֦֌֩い。

一ሑ、ᅇఆೄの生ঊ環境׃生ঊ೺ষのᇥँ

ׇ֪֢֥ଵ׊׋公೾ࢸ生එの健康影響は、福

島県「県民健康調査」ׇ֪֢֥૫໗し֥調査・

報告֔׋、֒の೘ຎは、൙጖֪׎た֢֥県民の

健康֧福祉ב୶එ֚֔׊た׀の౪෕֧֢֥֩

い׊。ௗषの࣏ೄ֪福島学院大学副学長の内

౅ဎਈ夫教೨׃、ふくしま連携復興センター理

事଍事務局長のᇦ平൹໋౳֩֨がइ֢׎た֒

֧は、福島の人y֪心ිの健康ׁבたらすた

༥ถ֦֐は、本学のׇօ֩一医療機৘֪֟׀

す֧֒׊は֦֌֙、໣くの協፛がᅢጅ֧֟いօ

。׊し֥いࢭᄗב֧֒

౫ಏೄׁिਝᎪೄׁ׊らの֧֪֒໴す׋֒

൛֩くׁ֧１֣の࿾֦は၍֦࡝֌֥い׋֜。׊

は、ᆷ஽ఆ֪॔ଣᆧ׋׎た人y、֜し֥໢のఆ

֦॔ᅇఆした人yַの౫援はま֟೸֥֢׎い

֩い֧いօ֧֒。౶た֠は福島の教ોב႘本、

֜し֥ฌै֧ᇀ֊֠஽い、新た֩ኴい֊ַ֐の

းև༷בしਿ֩׀がら、෉ឋ֪࿿և໗֥֐いく。

ຳ஽司会所শ

મྞ֦ց׋



後援

福島県、福島県教育委員会、広島大学、長崎大学、福島大学、公立大学法人会津大学

（公財）放射線影響研究所、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、福島国際研究教育機構（

）

内閣府、復興庁、外務省、環境省

一般社団法人福島県医師会、一般社団法人福島県作業療法士会、一般社団法人福島県助産師会

一般社団法人福島県精神保健福祉協会、一般社団法人福島県病院協会、一般社団法人福島県薬剤師会

一般社団法人福島県理学療法士会、一般社団法人福島県臨床検査技師会

一般社団法人ふくしま連携復興センター、公益社団法人福島県看護協会、福島県歯科医師会

公益社団法人福島県診療放射線技師会、社会福祉法人福島県社会福祉協議会、福島医学会

福島県公認心理師会、福島県産婦人科医会、福島県臨床心理士会

福島民報社、福島民友新聞社、 福島放送局、福島テレビ、福島中央テレビ、福島放送

テレビユー福島、ラジオ福島、ふくしま

２０２４年 福島県立医科大学 「県民健康調査」 国際シンポジウム 報告書

２４（令和６年）６月発行

発 行 放射線医学県民健康管理センター主催国際シンポジウム実行委員会
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開催当時） 副 委 員 長 挾間 章博 大戸 斉

○ ○ ○ ○ 委 員 志村 浩己 前田 正治 大平 哲也 鈴木 悟

石川 徹夫 島袋 充生 坪倉 正治 藤森 敬也

田巻 倫明 ノレット・ケネス 髙木 雅夫

○ ○ ○ ○ アドバイザー 神谷 研二 横谷 進
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